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「おはよう、武たけ紀のりくん！」

　朝の教室に、凜りんとした声が響き渡る。教室に入って、こちらが挨拶する間もなく、咲さきから弾はずむような挨拶をされた。

　整った顔立ちに満面の笑みを浮かべたその表情は、関東一帯で知らぬ者はいないという設定の持ち主だけのことはある。見ただけで惚れ直してしまいそうな、魅力的な笑顔がそこにあった。ただ、トレードマークのポニーテールが、今日は心なしか元気がないように見える。

「あ、ああ。おはよう、咲……」

『さっき』の件さえなければ、こちらも元気よく挨拶ができたかもしれない。

『さっき』みたいに、間抜け面を晒さらして、だ。

「そろそろ期末試験だよっ。勉強はちゃんとやってる？」

　咲はいつものように優しく尋たずねてくる。『さっき』のことをなかったことにしたいかのように……。

　俺は世界が戻ったうれしさに舞い上がって、何も考えていなかった。情けないことに、考えが至らなかった。

　咲が傷ついているであろうことに――。







　つい先程の登校中、いつも咲と合流する場所で彼女は珍しく俺たちよりも先に来て待っていた。ところが、そこで咲に「おはよう！」と挨拶をしたら、逃げられてしまったのだ。

　逃げられた時は混乱してしまったが、冷静になって考えてみれば、逃げられてしまうのも当たり前の話ではある。

　俺と咲は、昨日まではただのクラスメイトになっていたのだから……。

　俺は『エターナル　イノセンス』の彼女たちから忘れられていた。

　本当の主人公である真さな田だ正まさ樹きが現れ、俺の日常はすべて彼に奪われたのだ。いや、正樹からすれば戻ったということになるのだが……。

　咲も理り恵えも春はる姉ねえも夏なつ海みも、『エターナル　イノセンス』のみんなが俺を忘れ、『正樹の知人』として接してくるのは、正直に言うと堪こたえた。

「都つ筑づきさん」「都筑くん」

　なんて呼ばれて体が強こわばったのも一度や二度ではない。

　ただ、それでも諦めきれなかった俺はみんなとの絆きずなを再び繋いでいったのだ。正樹が、咲だけしか見ておらず、他のみんなを傷つけていたということもある。放っておくことはできなかった。

　そして、最後は正樹にこの現実での主人公を諦めさせることで、俺はみんなとの本当の絆を取り戻すことができたのだ。そして、正樹はこの現実から消え、世界は元通りに戻ったのである。

　なぜ主人公が出てきたのかという大きな謎なぞは残りっぱなしのままだが、それでも自分たちの日常が戻ってきたのだと、俺は思っていた。

　しかし。

　さっき、咲に逃げられてしまったことで、俺はようやくすべてが元通りになっていないことに気付いた。

　すべてを取り戻したと思っていたけど、そんなことはない。

　問題は、みんなが『正樹を主人公としていた時のことを覚えている』ことだ。

　学校に着くまで、そのことをみんなと相談したのだが、

「真田くんと仲良くしていた記憶も残っているってことは、武たけちゃんの目の前で浮気しちゃったって思ってるんじゃないかな……。あたしも記憶が戻った時、そう思ったもの……」

　理恵からはそんな推測が返ってきていた。

　咲は特にそう思い込んでいるのかもしれない。あの時、正樹と一番仲良くなっていたしな。

　咲自身がそれを許せないのだとしたら、やっぱりそれは世界改変に無力だった俺の責任だ。







　そんなことを思い返しながら、俺は教室に入る。それから鞄かばんを机に置いて、真っ先に咲の下へと向かった。まだそんなにクラスメイトも多くない。さっきのことを聞くなら今だ。

「咲。あのさ、さっき……」

「あのっ！　武紀くん、さっきはごめんねっ！　久しぶりだから、ちょっと照れちゃったんだ」

　咲は笑顔を崩さず、申し訳なさそうに頭を掻かく。ぱっと見た限りでは、本当にそう思っているように見えるのだけど、今は額面通りに受け取ることはできなかった。

「いや、別に気にしてないから大丈夫だよ。……ちょっと不安になったけど」

「だよねだよねっ。わたしも避けられたりしたら、何があったんだろうって思うしっ」

「……でも、本当にそれだけか？」

　俺が恐る恐る問い掛けると、咲はきょとんとした顔をする。

「やだなぁ。照れた以外になにがあるのっ？」

「……他に何か気にしてることがあったりしないか？」

「何もないよっ」

　明るい口調で即答されてしまった。本気で気にしてないんじゃないかという楽観的な考えがふと浮かんできてしまう。しかし、そんなわけはないはずだ。

　禁句かもしれないが、それでも触れておく必要があった。

「あのさ。正樹のことは――」

「おはよ」

　途中で誰かの挨拶が割り込んでくる。振り返れば、そこには高たか橋はしが立っていた。今日も漆黒の髪は長く、艶っぽい。それにしても、相変わらず不機嫌そうな顔だった。これがいつもの表情なのだけど。

「……？　なんか話してたか？」

「ううん、そんな大したこと話してないよっ。おはよう、愛あいちゃん！」

　少しだけ訝いぶかしんだ表情をする高橋に、咲はまったく気にしていないふうを装って、気さくにフォローする。ただ、その表情はほっとしているようにも見えた。

「愛ちゃん、昨日、何してた？」

「何してたって、暎えい那なと一緒にテレビ見てたぐらいだよ。ああ、そういえば面白い話があったな。学校来たら、咲に話しておこうかと思ってたんだけどさ」

「へーっ！　なになにっ！」

　そして、俺に構うことなく世間話を始めてしまう。……何となく疎そ外がい感かん。

　でも、ふたりが仲良くしているのは、本当によかったと思える。俺と正樹が入れ替わってしまってから、彼女たちの関係は完全にただのクラスメイトでしかなかったからな。今まで通りの親友みたいな関係に思わず心が温まってくる。

　だけど――。

　さっき正樹の名前を出した時、咲の表情に少しだけ影が差した。

　それを見過ごすなんて、できるわけがない。







「それで休み時間ごとに聞いたが、空振り、と。君のそのアグレッシブさには敬意を表したいところだが、そろそろ無遠慮という単語を自分の辞書に書き込んでおいた方がいいぞ。慎みやデリカシーという言葉も辞書登録しておくといい」

　ゆうきが、少し呆あきれたように溜息を吐く。凜り々りしく中性的な顔立ちと鋭い目付き。ショートカットで、その雰囲気は大人しそうな印象を与えてくれるが、自他共に厳しい性格の女の子だ。

　今の時間は昼休み。十二月の寒さは堪えるが、俺たちは人の少ないロビーで弁当をつつきあっていた。

　テーブルに座って、俺の横に幼おさな馴な染じみの理恵、目の前にゆうきという三人だ。

「無遠慮って言われてもなぁ……」

「……浅せん慮りよと短たん慮りよも追記だ」

「ごめん……。でも、そこまで気が回らないよ。気にしてるとしか思えないわけだし……。気にするなよと言っても、向こうはなんのこと？　って、返してくるし……」

　それでも自分の行動は一線を越えてはいない、と信じたい。いや、でも、ゆうきに指摘されてるし、踏み外してるのだろうか。

「でも、神楽かぐらさん、確かに気にしてるだろうね」

　理恵が箸はしを休めて呟つぶやく。大きな瞳に、小さな唇くちびる。整った顔立ちと、誰から見ても優しそうな女の子だ。柔らかそうな髪が肩まで伸びている。

「どうでもいいことなら、神楽さんの性格からすればすぐに忘れてると思うんだ。少なくとも逃げたりはしないよ。何も言えないってことは、神楽さんにとって取り返しのつかないことがあったのかもしれない」

「取り返しのつかないことって……」

　できる限り考えないようにしてきたけど、やっぱりアレなのだろうか。

「つまり秋あき原はらは、真田正樹と神楽咲が肌を重ねたと言いたいわけか」

「そ、そーゆー聞き方されると恥ずかしいんだけど……。その可能性もあるんじゃないかなぁ……。あたしだって、その、初めてって、やっぱり……えっと、……大事なものだと思うし……」

　理恵は、顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。後半の方は言いにくそうに口ごもっていた。

「ゆうき。お前、そんな直球な……」

「他に言いようがないだろう。ボクだって好きで言ってるわけじゃない。だが、ここで誤ご魔ま化かしながら話し合って、勘かん違ちがいしても馬鹿らしいだろう。遠回しな言い方をして、詮せん索さくしあって時間をかけるのも得策ではないしな」

「……う、ごめん」

　ゆうきに至極真面目な瞳を向けられて思わず謝る。

「神楽が身も心も正樹に捧げていたとして、それを気に病やんでいるとしよう。それだと彼女は君に対して罪悪感を抱いているということだ」

「それはまあ、俺としては気にしないというか……。元々は俺の責任でしかないし」

　そのことで咲が強く傷ついているとしたら、すぐにでもその傷を癒いやしたい。

「もうひとつ。もっと致命的なケースがある。いなくなった正樹へ完全に心を寄せてしまった場合だ。文字通り正樹に心を奪われたとすれば、話はまた違ってくる」

　確かにそういうことも考えることができてしまう。正直に言えば、一番考えたくなかったケースだ。

　ゆうきは、さらに淡々と補足をする。

「そうなると、好きな人がいなくなったということになる。しかもこの場合、彼を消したのは君だからな」

　そこに横から理恵が口を挟んだ。

「それは絶対にないかな。あ、後半の心を奪われたって方ね。あたしは、それだけは絶対にないって断言するよ」

「なぜ、そう言い切れる？」

　ゆうきが不思議そうに問い返す。

　それに対して理恵は、

「女の勘、かな」

　あっけらかんと答えた。勘という割に、ほぼ断定だ。自信に満ちあふれている。

　そんな理恵の言葉に、ゆうきの表情がみるみるうちに暗くなった。

「ボクも一応……女なんだけどね」

「あっ、そのっ……！　伊い藤とうさんが女らしくないとかじゃなくて！」

「いや、いいさ。愚ぐ痴ちについては聞かなかったことしてくれ。今は神楽の話の方が重要だ」

　ゆうきは、たちどころに雰囲気を真剣なものへと戻す。

　そして、少し逡しゆん巡じゆんした後、理恵が静かに口を開いた。

「今日、下校に誘って色々と聞いてみるよ。同性じゃないと言い辛いこともあるだろうしね」

「……助かる」

　こういうのは、俺の方から直接は聞きにくいしな。

「ちなみに武ちゃん」

　理恵が真面目な顔で、俺を見つめてくる。

「神楽さんと真田くんに何があったとしても、その気持ちは変わらないよね？」

　そして、念を押すように聞いてきた。その瞳には強い意志が込められており、もし望まない答えを言ったら許さないと語っているようだ。

　もちろん言われるまでもない。

「ふたりの間に何があったとしても、俺の気持ちは変わらないよ」

　その返答に、理恵は笑顔で頷うなずいてくれた。







　授業がすべて終われば、今度はバイトがある。咲のことを一旦理恵に任せて、俺はバイト先へと急いだ。

　咲のことが気になって仕方ないが、仕事は仕事でけじめを付けないと迷惑がかかってしまう。理恵を信じて、今日は仕事に集中しよう。

　待機室に入って、他のバイト仲間と談笑しながらバイトの始まりを待っていると、大学生の上司がひとりの女性を連れてやってきた。

「あー、新しい仲間を紹介します」

　紹介された女性は、礼儀正しく一礼する。

「こんにちは。今日からここでお世話になります神楽八や重えです。拙つたないところもあるかもしれませんが、よろしくお願いします」

　流れるような長く黒い髪。整った顔立ちで、その微び笑しようは太陽を思わせる。さらに、事務の服装がぴったりと合ったすらりとした体つきで、その姿はすごく魅惑的だ。

　どこかで見たような気がするというよりも、その姿はまるで大人になった咲を見ているようだ。……というより、あの人で間違いないだろう。

　みんなしてまじまじと見入ってしまっているのは、この職場に女性が珍しいというのもあるだろうが、きっと美しさに目を奪われてしまっているからという感じがした。

　神楽八重。

　思った通り、咲の従姉いとこさんだ。そう言えば名前を聞いてなかったけど、八重というのか。それにしても、こういう場所で会うとはなんという偶然だろうか。

「あれ？」

　従姉さんは顔を上げると、ふと俺の方へと視線を向けた。一度だけ首を傾かしげて、すぐに何かを思い出したかのように柏手を打つ。

「もしかして、都筑くん？」

　そして周りを気にすることなく、嬉しそうに俺の名を呼んだ。

「なんだ。都筑くんの知り合いか？」

　上司は怪け訝げんな表情を浮かべて聞いてくる。

「え、ええ、まあ。知り合いというかなんというか……」

「じゃあ、君が神楽さんにどこに何の荷物があるか教えてやってくれ。今日から彼女が、俺の手伝いで積荷の整理と管理を担当するから」

「え？　俺がですか？」

「そんじゃ、あとよろしくー」

　そう言って上司はさっさと倉庫から出て行ってしまった。別の仕事があるからとはいえ、相変わらず締めるところ以外は適当な人だな。

「それじゃ、よろしくお願いしますね。センパイ」

「勘弁してくださいよ……」

　従姉さんから茶化すようにそんな呼び方をされ、困惑してしまって返答するのが精一杯だ。でも、そんな悪ふざけから、やっぱり咲の従姉さんだなという印象を受ける。

　……羨うらやましそうな視線を浴びた気がするが、気のせいだと思っておこう。







　従姉さんへ区分けされた積荷の場所や運ぶ場所、運んでからのチェックシートの読み方を教えた後、上司が気を遣つかってくれたのか休憩時間をくれた。ちゃんとその間の時給は出るらしいので、非常にありがたい。さすがに仕事時間にくっちゃべるわけにはいかないので、従姉さんと話すのはバイトが終わるまで待とうかと思っていたんだけど。

「それにしても、まさかこんな場所で出会うなんてすごい偶然だね。会えて嬉しいな」

　従姉さんは楽しそうな表情で、思わぬ再会を喜んでくれていた。本当に偶然だよな。

「改めて初めまして。咲ちゃんの従姉の神楽八重です。名字だと咲ちゃんと被るから、八重でいいよ？」

「こちらこそ初めまして。都筑武紀です。呼び方は適当にどうぞ」

　自己紹介は初めてなのに、すでに知り合いというのもなかなかに不思議な感じがした。嫌な気分というわけではないけど、なんだかむずむずする。ネット上の知り合いと会うオフ会というのはこんな気分になるのだろうか。やったことはないけど。

「あの、従姉さん――」

「八重、でしょ？」

　イタズラっぽく窘たしなめられた。年上の女の人を名前で呼ぶのって恥ずかしいんだけどなぁ……。春姉を春はる海みと呼ぶのともまた違う気がするし。

　しかし、そんなことを言ってたら話が進まない。

「八重さん？」

「よしよし。よくできました」

　八重さんはそう言って、いきなり頭を撫なでてくる。咄とつ嗟さのことで反応できなかった。頭を柔らかく撫で回されてしまった。

「あ、のっ!?」

　いかん、どもった。でも、とりあえず声を出したけど、なんて言えばいいかわからない。

「あ、ごめーん。年下の子が相手だとつい癖くせでね」

　妙な癖もあったものである。

　よくよく考えれば、ファンディスクに登場する彼女のことはよく知らないまま投影してしまったから、彼女の性格はわからない。本編の方には一切出ていないし、初登場であるはずのファンディスクの方もプレイできていないからな。

　立ち絵から想像した通り基本はお姉さんっぽい性格のようだけど、どこか子供っぽいところもあるみたいだ。

「ところで、八重さんはどうしてここでバイトを？」

「前のバイト先が倒産しちゃってねぇ。伝つ手てを使って、ここで雇ってもらったんだ」

　なかなか世の中は不景気らしい。俺みたいな高校生に、仕事があることを感謝したい。

「都筑くんはどうして？」

「俺は単純にお金が欲しかったんで……」

　体を鍛えるとか社会経験とか、そういった意味合いもあるけど。

「そっかー。まだ若いのに立派だねー」

　また頭を撫でられた！

　あまりにも自然すぎて反応できない。ある意味すごい才能だ。

「それにしても、本当に久しぶり。直接会ったのは一度だけだし、あの時は五月だったから半年以上間が開いたんだよね。ちょっと懐かしい感じだな」

　思い出す。あの雨の降っていた五月。直接会った時のこと……。




『毎日、よく、頑がん張ばったね。あとはわたしに、任せて』




　そうだ。俺はまだこの人に言ってないことがある。せっかく再会したのだし、言っておかないと。

「あの、八重さん。骨こつ髄ずい移い植しよくの時はありがとうございました。八重さんがいなかったら、俺たちにはどうにもならなかったと思います」

　すると、八重さんは意外なことを言われたとばかりに少し戸惑っていた。

「ううん。お礼を言うのは私の方だよ。元々、咲ちゃんのためにもドナー登録を真っ先にすませないといけないはずなのに私は怖がってできなかったから……。背中を押してくれたのは、都筑くんなんだよ？」

「それでも、感謝してもしきれないです」

「それを言ったら、こっちもそうなんだよね～。都筑くんにはいつかお礼をしないといけないなと思ってたんだ」

　それから八重さんはくすりと上品に微笑ほほえむ。その表情は、落ち着いて余裕のある大人の顔だ。

「都筑くんも私も、そして咲ちゃんも。それにお医者様たちもご両親もお友達も。みんなが頑張ったから、咲ちゃんの今があるんだよっ。言うなら、みんなにお礼を言わないといけないね」

「はは、そうですね」

　それから、八重さんはふと口を噤つぐんで何かを考え出した。その表情は妙にニヤニヤしている。まるでこれから言うことに対する俺の反応が楽しみなようで……。

　はっきり言って嫌な予感がした。

「ところで、咲ちゃんとはどこまで行ったのかにゃ？」

「うぐっ……！」

　一番追及されたくない話題だった。現状のことを言うべきか、これまでのことを言うべきか、どう答えたものか考かんがえ倦あぐねていると、上司の人から休憩時間の終わりを告げられる。

「むむ、残念。それじゃあ、また今度に聞くとしよっと。差し当たって、今度咲ちゃんと会う日曜日あたりに」

　八重さんの瞳は、まるで獲物を見つけたかのように爛らん々らんとしていた。

　そんな目で見られても、八重さんの希望には添えないです。それに、そんな状況でもないしな。それに会うのであれば、従姉さんにこそ聞いて欲しいことがある。

「あ、あの。会うんでしたら、咲は今悩んでるみたいなんで、その悩みを聞いてもらえませんか？」

　咲の悩みを少しでも軽くしたい。きっと咲に会えば、八重さんも従姉だし、悩んでることがわかるような気がするけど。一応、言っておく。

「そうなの？　しょーがないなー。じゃあ、ちょっと聞いてみるね」

「よろしくお願いします」

「うん！　どこまでできるかどうかわからないけど、任せて！」

　八重さんは、快く頷いてくれた。

　さて、残り時間の仕事を頑張ろう。







　バイトも終わり、今日は春姉と夏海のふたりと勉強会を行っていた。理恵は帰りが遅かったからか、今日の勉強会には不参加だ。

「おっ。間違えなかったね。意地悪な引っかけ問題だったんだけど」

「よし！　ようやく正解した！」

　春姉は大人と幼さを同居させた成長途上な顔でこちらを嬉しそうに見ている。綺麗な長い髪は今にも座っている床にくっつきそうだ。

　とりあえず、今まで一番間違えていた計算問題を解くことに成功した。いや、単純に引っかけにかかりまくっていたというだけなんだけど。春姉の出す問題は、時とき折おり意地が悪かったりする。そして、引っかけるそのやり口が上う手まいのだ。引っかけ問題を出す理由は、目先のことに囚とらわれず、計算式をちゃんと理解するためということらしい。

「たーくん、えらいえらいー」

　俺が問題を解いたことが嬉しいのか、春姉は自然に頭を撫でてくる。最近は頻ひん繁ぱんなので俺も特に恥ずかしがることもなく受け入れていた。誰かが見てるわけでもないしな。

「お兄ちゃん、できたよー」

　春姉に撫でられてる俺に夏海がノートを差し出してくる。小学生と言っても通じそうなほど小さな体で、それに比例した幼い顔立ち。見ているだけで保護欲が自然に湧き出てくるほどだ。髪を二つに束ねたツインテールは今日もふりふり揺れている。












　ちなみに夏海の勉強は俺が見ることになっていた。これも春姉曰く、復習も兼ねてとのことである。

　ノートに書かれた答えを見ると、解答として申し分ないほど完璧だった。夏海の成績は学年でも上位なので驚くことでもないのだが、なんだか嬉しくて思わず俺も夏海の頭を撫でる。

「えへへー」

　にっこりと幸せそうな顔。たちどころに俺の心が癒されていった。可愛すぎて困る。

　しかし、こうしている間にも咲が悩んでいるかもしれないんだよなぁ……。そう思うと胸が痛い。

「たーくん？」「お兄ちゃん？」

　俺の表情に微細な変化でも感じ取ったのか、春姉は俺を撫でる手を止める。俺も夏海を撫でるのを止めた。

「朝の咲ちゃんのことかな？」

　春姉がピンポイントで俺の悩みを的中させる。

「やっぱり、わかるもの？」

「お兄ちゃん、あの時、すごーい顔だったからねー」

　今度は夏海が横から口を挟んできた。そうか、そんな凄い顔だったのか。

「……咲、何かあったのかな？」

「残念だけどわからないよ。こればっかりは咲ちゃんしかわからないことだもの」

　春姉はすごく残念そうに目を伏せた。

「だけど、もし仮にわたしが咲ちゃんと同じ立場だったとしてね。それで、その……。たーくんが想像するようなことがあったとしたら……」

　春姉の頰ほおが赤みがかる。

「……顔を合わせづらいと思うな。もちろん、これは想像での推測だからね。実際にそうなったら、冷静になれないと思うから……」

　自分の立場に置き換えた春姉の言葉。

　少し自分の身に置き換えて考えてみた。

　仮に俺がすべてを忘れて、誰かと付き合ってたとする。それで、すべてを思い出した時に実は昔からの大事な人がいましたとなったら……。想像するだに恐ろしい。

　現実の幼馴染だった佐さ崎さきと映画を見に行ったりした時に、理恵が深く傷ついていたこともあった。あの時、佐崎への想いを押し止めることができたのは、間違いなくみんながいたからだ。

　ただ、自分があの時、みんなとの大事な記憶を忘れていたとしたらどうだろうか？　そうなっていたら、受け入れてしまっていたのかもしれない。そして、記憶が蘇よみがえった時には取り返しのつかないことになっていただろう。

「でも、勝手に記憶を変えられちゃうのって怖いね」

　俺が悩んでいると、ぽつりと夏海がそんな言葉をこぼした。

「あの時、夏海、あっちの人がお兄ちゃんだって、当たり前に受け入れてた……。本当のお兄ちゃんのことが全然わからなかった。話すうちに優しいセンパイだなって思ったけど、お兄ちゃんだったなんて考えてなかったし……」

　夏海の言っている『真田正樹が兄』というのは、別の見方をすれば間違っていない。

　今でこそ夏海は、俺を兄として認識してるけど、本来の設定で言えば『正樹が兄』であることの方が正しいのだ。

　それはつまり、俺が改変したことだって、『勝手に記憶を変えている』わけで――。

　そこまで考えて頭を振った。何を今更、だ。すでに正樹に託されたのだ。そして、託された以上、そんなことを考えるのは許されない。

　元々、世界を改変したのも戻したのも、すべては俺の我わが儘ままだ。俺がそのことに罪悪感を抱くことはただの偽善でしかない。ならば、その我が儘を貫いて、俺はみんなを幸せにするためのことだけを考えるべきなのだ。

「難しいことで悩んでたらダメだよ？　答えのでない悩みに意味はないからね。考えることはいいことだけど、悩むのはダメよ」

　俺の顔を見て、春姉が指摘してくる。

「うん。ちょっと考えかけたけど、大丈夫。ありがとう春姉」

「どういたしまして」

　いつも、春姉はいいところで俺を励ましてくれる。頼りになるお姉ちゃんだった。

「でも、また、こんなことになったらやだね」

　夏海が恐る恐る口にする。

『また、こんなことになったら』か。

　確かに、今回は主人公である真田正樹が出てわかりやすかったけど、まったく別人が現れて同じような事態に陥るというのも考えられない話じゃないんだよな。

　世界改変を俺は止めることができなかった。

　世界改変が起こる前に正樹が俺の中に入り込むという異変はあったけど、あそこで何かできれば世界改変を阻止できたのだろうか？

「でも、お兄ちゃんはお兄ちゃんじゃなくても、夏海を助けてくれたよね」

　夏海が上級生たちに囲まれて、可愛がられていた時の話か。

「あれは、別に先輩たちも悪気があったわけじゃないだろうしさ。話も通じたし」

　夏海は困ってたし、そりゃ男としても兄としても助けないとダメだろう。

　そんな俺の心情を知ってか知らずか、夏海は楽しそうに照れていた。

「だから同じことになってもお兄ちゃんは、また夏海を助けてくれると思うんだ」

　夏海は、不意にそんなことを言ってくる。

「ああ、もちろん」

「だから、お兄ちゃん、大好きっ！」

　夏海が俺の体にすり寄って左側から抱きついてきた。

「もう、夏海ちゃん。ずるいよ」

　今度は春姉が拗すね始はじめる。

「ほらほら、お姉ちゃんも一緒にお兄ちゃんに抱きつこうよ」

「俺は抱き枕か何かか？」

「じゃあ、わたしもお言葉に甘えて……。あ、あったかー」

　恥ずかしいけど、温かくて、なんだか嬉しかった。







　筋トレして、少し時間を空けてから風呂を浴びると結構な時間が経っていた。洗面所で時計を確認するともう十一時半である。寝るにはまだ少し早いが、何かをやるには中途半端。おとなしく、英単語でも覚えるかな。

　いや、明日は情報授業があるな。少し予習しておこう。

　勉強のビジョンを頭の中に浮かべつつ、静かに二階へ上がる。夏海と春姉はすでに寝ているようだ。廊下に光も漏れてないしな。

　部屋に入り、パソコンの前に座ってから電源を入れてしばし待つ。

　最近、パソコンは立ち上がりが遅い。初めて『エターナル　イノセンス』を投影してフリーズを起こして以来、ずっとこんな体ていたらくだ。

　八月に『エターナル　イノセンス』を投影し直した後は少し直りかけてたんだけど、九月に入った辺りからまた遅くなり始めてきてるんだよな。十二月に入ってからさらに酷くなった気がする。

　ローエンドマシンだし、使い始めてから時間も経ってるし、ハードディスクがもう限界なのかもしれない。だとしたら、壊れる前に買い換えたいところだけど、そんな予算がなぁ……。

　そして、パソコンはハードディスクをカリカリ鳴らして、ようやく立ち上がった。

　予習する前に、変なプログラムが出てないか調べてみるか。意外と不調の原因があるかもしれない。

　俺はタスクマネージャーを開いて、プロセスを確認。しかし、その中のリストを上から下まで眺めたものの、起動の遅い原因はこれといって見当たらない。まあ、そんなものがあっても困るけど。

　リストを眺めていると、ふと『fairytale.exe』がパソコンの中にあったことを思い出す。とはいえ、あれは『エターナル　イノセンス』で再投影したタイミングでログファイルと一緒に消えてしまった。

　もしかして、あのプログラムはフェアリーテールシステムに関わるプログラムだったのだろうか。

　……ついこないだ、暎那ちゃんからフェアリーテールシステムって単語を聞いたしな。念のために調べてみるか。キーボードを操作して、軽くファイル検索をかけてみる。

　結果は、ゼロ。……少し期待したけど、当然と言えば当然か。

　――コンコン。

　窓を叩く音がした。それからすぐに窓が開いて、深夜の侵入者が姿を現す。

「寒さむっ……！」

　入ってきた理恵は声と体を震わせていた。確かに外は寒い。

「外も寒いけど、武ちゃんの部屋も寒いよ……！　エアコンつければいいのに！」

「電気代は節約できるんだよ」

　ただでさえ、家計は火の車なのだ。できる限り、お金は使いたくない。春姉もその辺りのことを察しているのか、食費を最近は抑え気味だ。逆に、料理にかける手間は増えているけど。

「味を重ねて、不足分を補うんだよ」と、春姉はお玉を持ちながら誇らしげに言っていたな。

　理恵は部屋に入るなり、ベッドの上に敷いてある毛布を自分の体に巻き付けて寒さを凌ぐ。そして、ほっとしたように顔を弛し緩かんさせて、ベッドの上に座った。俺が毎日使っている毛布という意識はないようだ。

「それで、神楽さんのことなんだけど、あんまり聞き出せなかったんだ。ごめん……」

　理恵は、布団を巻き付けたまま、気まずそうに失敗したことを漏らす。

「そうか。やっぱり言いにくいってことかな……」

「それもそうなんだけど……。もしかしたら、神楽さん別のことで悩んでいるのかもしれない」

「別のことって？」

「その心当たりを武ちゃんに聞きに来たんだけど……。武ちゃん、あたしにまだ言ってないことない？」

　……ひとつだけ、ある。

　昼の時はゆうきもいたから言い出せなかったけど、かなり咲の悩みに直結しそうな話だ。

　咲と正樹が肌を重ねたかもしれない。咲は正樹に想いを寄せたのかもしれない。

　ところが、この辺りは可能性は高くとも、推測でしかないのだ。

　しかし、確実に起こっていることが、ひとつだけある。

「……キスしました」

　理恵の手前、小声になってしまう。情けねぇ……。

　しかし、ここでこのことを理恵に対して隠すわけにもいかない。あの時は体が正樹に乗っ取られていたけど、咲と半年も一緒にいて迷いをもたらしてしまうような行動しかできなかった俺が悪いのだから。

　理恵から返答がない。顔をちらりと見るとその目は半開きでこちらを睨にらんでいた。

「へぇ～……」

　意味ありげに呟く理恵。ちょっと怖い……。

「なるほど……」

　何がなるほどなんだろう……。

　すると、理恵はふうっと軽く溜息をついた。

「別に怒らないってば。第一、先に武ちゃんのファーストキスを取っちゃったの、あたしだし……」

　さっきの表情からは一転、穏やかな口調。本当に怒っているわけではなさそうだ。

　しかし、あの時のことを言われると――キスの感触が鮮明に蘇って、非常に恥ずかしくなってくるんだが。

「あ……。えっと、ね……？」

　理恵も自分で言って思い出したのか、頰が朱に染まっていた。小さく咳せき払ばらいをしてから、恥ずかしさを紛らわせるように質問を投げてくる。

「でも、キスしたからって神楽さんが落ち込むっていうのもおかしくない？　別の何かがあったってこと？」

「ああ。その時、体を動かしていたのは正樹だったんだよ。咲は俺がおかしいんじゃないかって、あの時何度か疑ってた。だけど、最後には受け入れたから……」

　それを聞いた理恵は、その表情を怒りに染めた。

「なんで、それ昼休みの時に言わなかったの？」

「ごめん……」

「それ知ってれば、もっと他に聞きようがあったかもしれないのに」

「面目次第もございません……」

　ただあの時は肌を重ねてしまったかも、というキスよりももっとすごい行為の方に意識が集中してしまってたからなぁ……。いや、言い訳にはならないか。

「だとしたら、原因としてはそれが一番大きそうだね」

「そう、なのか？　キスよりも先のことをやってたら、大したことがないように思えるけど……」

「難しいところだけどね。キスした時は武ちゃんの記憶があったわけだし。武ちゃんの記憶がある時のことと、記憶がない時のことを一緒くたにはできないと思うよ」

「つまり、記憶があるのにそれを見破れなかった自分が許せない、みたいな感じか？」

「そんな感じかなぁ」

　しかし、見破ると言っても難しいだろう。体や声は全部俺だったのだから。

　それを理屈ではわかっていても、納得ができていないということなのか。どちらにしろ、やはりこれは俺が訊きくしかないか。

「……やっぱり、俺が訊くよ。男の俺が訊くのもデリカシーがないかもしれないと思って理恵にお願いしたけど、元々俺にデリカシーなんてないし、今まで通りしつこく訊いてみる」

「……やり過ぎないようにね。ちなみに、記憶をなくした時にあたしにしつこくつきまとったのは、正直やり過ぎのように今は感じるからね」

「承知致しました……」

　自分の行動は、正直ストーカーじみてたと思う。ギャルゲー主人公みたいな行動を取ると、客観的に見て、いかに危ないかがよくわかる。変態と称されても文句は言えない。

　もし、理恵が逃げてたときに悲鳴をあげられていたら、一発で通報されてただろうし……。それを想像するとぞっとする、けど……。

「でも、理恵の心を癒せるなら警察に捕まっても構わなかったんだよ」

　そう言うと、理恵はいきなり顔を赤くした。

「も、もう。最近、武ちゃんは、女おんな誑たらしみたいな台詞せりふが多くなってきたよ……」

　本心を言っているのに……。これでも精一杯頑張った台詞なんだけど。いや、頑張った台詞だから女誑しっぽく聞こえてしまったのか？

「それはともかく、さ」

　それからすぐに理恵が神妙な顔をする。

「言うべきかどうか悩んでたけど。やっぱり、言っておかなきゃいけないよね」

「どうかしたのか？」

「神楽さん、去り際にちょっと変なこと囁ささやいたんだよね。『今のままだと、きっと後で辛くなるよ』って……」

「どういう意味だ？」

「わかんない……。たぶん、あたしに言ったんだと思うけど……。その後、『ごめんね、なんでもないんだ』って誤魔化すように笑って帰っちゃったから」

　なんだろう。独り言にしてもあまりにも意い味み深しんな台詞だ。

　いや、そもそも独り言じゃない。理恵の言う通り、理恵に向かって何かを教えようとしている気がする。

「それに、なんて言うか、一緒に会話してた時の神楽さんは――」

　それから理恵は少し表情を渋くして――いや、これはちょっと苛いらついてる？

「一緒に会話してた時の咲が、どうかした？」

「……あ。ううん、なんでもない。愚痴みたいになっちゃうし、やめとくね」

　それはそれで気になるけど、理恵は俺に教えるつもりはないらしい。唇を真一文字に結んでしまった。

　……にしても、『今のままだと、きっと後で辛くなるよ』、か。

　咲はもしかして何か知っちゃいけないことでも知ったのだろうか。咲と一緒にいた正樹は、自分自身が現実に投影された理由やフェアリーテールシステムについても、多くの情報を持っているようだった。咲は、そこから情報を得た？

　だけど、正樹がわざわざ咲に言うとも思えないんだよな。

「……早く咲から事情を聞き出さないといけないな」

　咲の悩みは、早く解決したい。

　咲には空元気なんかじゃなく、心の底から嬉しそうな満面の笑みを振りまいてほしいから。
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　次の日の朝。登校時、いつもの場所で咲さきは俺たちと合流した。

「おはようっ、武たけ紀のりくん！　秋あき原はらさんも春はるさんも夏なつちゃんもおはようっ！」

　昨日逃げたのが噓うそのような快活さだ。これで咲に悩み事がなければ、問題もないんだけどな。

　だけど、少し目が赤かったりすると心配になる。もしかして、泣いていたのではないだろうか。

「目、赤いぞ。どうしたんだ？」

「昨日ちょっと夜よ更ふかししちゃったんだっ」

　何か考え事があったからだろうか……。

「なんでまた……」

「久しぶりに本を読み直したら、止まらなくてっ」

　咲に本を読む習慣なんて設定あったっけ？　いや、風景写真を撮るのが趣味になったわけだし、そんな習慣ができたということも考えられる。話してくれたことをむやみに深読みするのはよくない、のだけど……。

　俺の心配をよそに咲は春はる姉ねえとお菓子作り談義を始めてしまった。

　そこへ、見計らったかのように、理り恵えが小声で俺に囁ささやいてくる。

「ねえ、武たけちゃん。気づいてる？」

「……何が？」

「神楽かぐらさん、うっすらとだけど化粧してるんだよ」

　……気づかなかった。もしかして、褒ほめた方がよかった？

「武ちゃん。何を考えてるのか知らないけど、褒めたらダメだよ」

　俺の心は見透かされていた。しかし、なぜ……。

　それを小声で尋たずねると、

「目の隈くまを誤ご魔ま化かしてるだけだもの」

　そうだったのか。

　咲の夜更かしという言葉に噓はなさそうだ。だけど、それは眠らなかったんじゃなくて、眠れなかったんじゃないだろうか。

　どうしても咲の言葉のひとつひとつに、隠し事を感じてしまう。

　結局、何も聞き出せないまま朝の登校は終わってしまった。







　昼休み。翔しよう也やとゆうきが学食と購買部へそれぞれ行っているため、俺はひとりで弁当を食べていた。……こんな時もある。

　食べ終わってから、ふと教室を眺めると、咲と高たか橋はしがファッション誌を読んでいた。楽しそうな声がこちらにまで届いてくる。

「ほらっ、これとか絶対愛あいちゃんに似合うと思うんだ」

「……似合うわけねーだろ。薄いピンクのコートなんて乙女おとめチックな代物。あたしはこっちの方がいいな」

「それだと、今まで通りで面白くないよっ」

「そんな面白さを求めてどうする」

「愛ちゃんの隠された魅力をどどーんと！　意外にゴシックロリータとかいけるかもよっ？」

「絶対無理だ！」

　それはそれで見てみたい気もするけど……。

　それからふたりは再び、雑誌を眺め始めた。

「あっ、これいいなっ！」

「……へぇ、いいじゃん」

　どうやら、よさげなものを発見したらしい。ふたりは食い入るように雑誌に見入っている。

「近くで売ってないかな」

「このブランドだったら、横よこ岸ぎしか浜はまヶが崎さきの駅前に行きゃ売ってるだろ。つっても、今、横岸のほうは改装中だったな」

「ちょっと遠いけど、浜ヶ崎の方まで出れば買えるのかぁ。でも、これ高いよね？」

「まぁ、ちと手の出しづらい値段ではあるな。でも、そういや確か横岸の方が改装中ってことで浜ヶ崎の方が安売りしてなかったか？」

「えっ？　ほんとっ」

「ちょっと待てって。今携帯で調べるから……」

　高橋が携帯を取りだして操作し始める。

「ああ、やっぱりそうだ。ご迷惑をおかけしておりますバーゲンセールってことで、全品四割から七割引きだってさ」

「四割引きならなんとかいけるっ。愛ちゃん、そのバーゲンっていつまで？」

「今度の日曜日までだけど……」

　それを聞いた咲はしばしの間、腕を組む。何かを考えているらしい。

「よーし、決定！　愛ちゃん、行こ行こっ」

　そして、勢いよく言い切った。

「いや、そうは言ってもだな……」

　対して高橋は、少し悩んでいる。そう言えば、この前高橋の家に行った時に聞いた話だが、彼女は彼女で家の財布を預かっているらしい。それだけに買い物もシビアな目で見ているのかもしれない。主に彼女の兄である秀ひで之ゆきさんの給料で成り立っているらしいしな。

　そんなことを考えているうちに、咲が俺の方へと来た。

「武紀くん武紀くんっ。今度の日曜日、一緒に買い物に行かないっ？」

　そして、快活な声で俺を誘ってくる。俺が行く理由があまり見当たらない上に、咲が今は悩んでいるようだったので少し意外だった。もしかすると、咲は咲で悩みを早く解決したいのかもしれない。あるいは、忘れようとしている可能性もあるけど……。

　どっちにしろ、咲となら行きたいに決まってる。今度の日曜日はバイト時間は早朝と夜だ。昼からならば問題がないはず。

「午後からだったら行きたい」

　そう伝えると咲はぱっと笑顔になる。

「おっけー。えっと、わたしも午前中は用事があるから午後でいいよっ」

　そう言うと、咲は高橋の席へと戻っていった。

「ほーら～、愛ちゃんも行こ～よー」

「ああ、もうじゃれつくなよ。うっとーしい。わかったわかった、行くっての！」

「うん。約束だからね。破っちゃ駄目だよっ」

　高橋は疲れたように「へいへい」と咲を適当にあしらっている。いやというわけではないだろうが、なんか咲にしては誘い方が強引だったな。これも、いつもの光景のような気がしなくもないんだけど……。ぬぐいきれない違和感がなくもない。

「じゃあ、咲。理恵たちも誘っていいか？」

　せっかくだし、みんなで出かけるのもいいだろう。

「うーん、わたしの個人的な買い物になるし……。特にその後のことも決めてないから、大人数になると、ちょっと……」

　しかし、咲は気乗りしないようで、その声はだんだん小さくなっていく。

　高橋もいるし、今回はやめておいた方がいいかな。三人だけなら、咲とふたりで話せる機会も多いだろうし。それでもし悩みが聞き出せるなら、そっちの方がいいかもしれないな。

「ん、わかった」

　俺は首しゆ肯こうする。

「うん！　約束だよっ。愛ちゃん。さっきのコート、武紀くんが買ってくれるって！」

「言ってないよ!?」「いらねえよ!?」

　かぶってしまった。







　日曜日。早朝バイトも終えて、いったん帰宅してシャワーを浴びてから、余よ所そ行ゆきの服に着替えて待ち合わせ場所に向かう。

　待ち合わせ場所は浜ヶ崎駅前。近隣ではもっとも賑にぎやかな横岸駅のさらに都心に近い駅だ。県内では横岸に次いで人口の多い市で、第二の政令指定都市でもあり、横岸に比べても遜そん色しよくがないほど賑やかな駅だった。

　電車の中から見る駅前には、多くの人が行き交っている。今日は冬にしては多少暖かいこともあるせいだろうか、あまり厚着じゃない人もチラホラいた。

　浜ヶ崎駅に到着し、電車を降りてから、待ち合わせ場所を探す。

　地元の駅ではなくこっちの駅で待ち合わせをしたのは、咲の用事が横岸駅の方であるからだ。どんな用事なのかはわからないが、だとしたら一度地元へと戻ってくるよりはということで、浜ヶ崎駅での待ち合わせになったのである。

　慣れない浜ヶ崎駅構内だったが、改札を抜けると目的の待ち合わせ場所である時計台は見つかった。時間も十五分前だし、しばらく待つとしよう。

　そして、十分ほど待って先に来たのは高橋の方だった。

「よう、都つ筑づき。おまえが一番乗りか」

「おう。そうみたいだ」

　お互いに手を挙げて挨拶する。

　今日の高橋は当然だが私服だ。褐色のジャケットにジーパンというカジュアルな服装で、ラフと言えばラフだった。首にかけたシルバーのネックレスがアクセントとなっていて、格好いい。なんというか、俺が考える高橋らしい服装だ。

「かっこいいな。おまえの私服」

　俺がそう言うと、高橋は少し照れたように鼻をかく。

「そ、そうか。サンキュ」

　そして、高橋も俺の方をしげしげと見始めた。

「おまえも上う手まくまとめてるな。オタクだから、もっともっさい服装を想像してたけど」

「あ、ありがとう。でも、最近はオタクでもそこまで駄目な服を着てるのはそうそういないと思うけど」

　男のオタクでも女の子と出かけるとなったら服装には気を遣つかうだろう。気に入る服がなければ買いに走るだろうし。もっとも、今俺が着ているのは無ぶ難なんにまとめただけの服だ。麻ま衣いの作ってくれた服装メモによるものである。

「そういうもんか。……気分悪くさせたか？　あたしの男のオタク像はあいつが基準になってるからな」

「あいつ？」

「秀之だよ。うちの兄貴の。あいつはひどいなんてもんじゃねぇぞ。色落ちてるのに着続けるからな。見てて恥ずかしいっての。どれだけ服装に無む頓とん着ちやくなんだって言いたくなる。というか、言ったけど」

「ビンテージとか、そういうやつじゃないの？」

「そんなわけはねー。仕方ないからあたしが代わりに買ってくるんだけどさ。そんなの、あたしの役目じゃなくて、恋人の役目だろ」

「あ、秀之さんて、恋人いるんだ？」

「え……。ん、あー……。うん、いるけど……。悪い、ちょっと口軽かったな。今の話はなしで」

　秀之さんの恋人の話になってから突然、高橋の歯切れが悪くなった。言いにくいことらしい。話からして秀之さんもオタクみたいだけど、二次元の恋人ってわけでもないだろう。

「どうでもいいけど、こっちの方はあんまり来ないから、なんか変な感じだな」

　そして、失言をしたと思ったらしい高橋は強引に話題を変えた。深い事情があるのだろう。これは触れない方がよさそうだ。ゆうきにも思慮とか慎みとかを覚えろって言われたしな。

「俺、浜ヶ崎駅は同じくあまり来ないからなぁ。まあ、待ち合わせ場所自体はわかりやすいからいいけどね」

「慣れない場所の上、人が多いところで待ち合わせって、なんか落ち着かないんだよな」

　高橋は慣れない駅に辟易しているようだ。不機嫌そうな顔、その眉間にしわが寄っている。咲と一緒に早くここから離れたいのか、携帯を取りだして時間の確認をし始めた。ちなみに、待ち合わせ時間まではまだ五分ほどある。

「……ったく、こういう日に限って遅いなんてな。咲がこんな時間まで来ないなんて珍しいこともあるもんだ。いつも待ち合わせにはあたしよりも早く来るのに」

　そう言えば前回のデートも前々回のデートも、咲の方が早かったな。前回は正まさ樹きに体を乗っ取られてたせいで、若干遅刻してしまったけど。

　真面目だし、時間より前に来るのは納得がいく。しかし、それよりも……。

「そう言えば、高橋ってさ。咲とは休みの日とかによく遊んでるの？」

「なにを今更。結構、よくつるんでるぞ。もっとも、今日みたいに買い物行ったり、適当に店入ってだべってることが多いけどな」

「へぇ……」

「あと、あたしが咲の家に行く時もあるし、咲があたしの家に来る時もある。お前がこの前会った妹の暎えい那なっているだろ？　咲はあいつが可愛くてしょうがないらしいな。猫可愛がりしてるぞ」

　ああ、暎那ちゃんか。あの子もかなり謎なぞだよな。結局、正体はよくわからないままだし……。

「それに、咲があたしの携帯にメールを送ってくる回数も頻ひん繁ぱんだしな」

「俺、あんまり来ないぞ」

「お前とのメールはつまんねーって言ってた」

「え、マジで!?」

「……噓だよ、馬鹿。単純にお前に送る時は文章考えるのに時間かかって、あんまり送れないだけらしいから安心しろ」

　よかった。安心した。……でも、咲のメールは今度からできる限りウィットに富んだ答えを返すようにしたい。

　そんな風に適当な話をしていると、約束の時間が間近になってきた。ところが、咲はまだ来ない。

　時間前とはいえ、不安になってくる。連絡がないから、何か事故でもあったのかと考えてしまう。時間が過ぎる前に、電話した方がいいかなぁ。

　そんな折、人込みの喧噪に紛れて着信音が鳴った。何回か聞いたことがある、高橋の携帯の着信音だ。

「お、咲からだ。……おーす、どうした？」

　高橋は、携帯を操作して通話し始める。何はともあれ無事なようで何よりだ。

　ところが通話中の高橋の顔は、少しずつ険しいものになっていった。

「は？　……マジかよ。まあ、そういう事情なら仕方ねぇけどよ……」

　咲が何を言っているのかは聞こえないけど、話してる内容は高橋の表情から何となく想像はつく。

「ん、ん、了解。わかってるよ」

　高橋は電話を切ろうとして、俺の方をちらりと見た。

「咲が来れなくなったってさ。何か伝言あるか？」

　そして、俺に携帯を差し出してくる。咲が来れなくなっただって？

　俺は高橋から慌てて携帯を受け取る。

「もしもし、咲？」

　しかし、すでに通話は切れていた。

「切れてた」

　携帯を高橋へ返す。

「……そっか。ドタキャンなんて珍しいってか、初めてだな」

「咲、何の用事だって？」

「従姉いとこさんの調子が悪くなって、その看病だと。ま、仕方ないっちゃ仕方ないな。よっぽど、大事な人なんだろ」

　八や重えさんそう言えば、日曜日に咲と会うみたいな話をしてたな。それで病気とは運のない。

「そういう事情なら仕方ないか」

　それでも、あの咲がこの日にドタキャンというのは何か違和感がある。ただ、何かと言っても、その『何か』の正体は判然としないけど……。

　病気がそんな不運なタイミングで発症するものだろうか？　いや、しかし、病気ってのは不意に起こるものだし。それに、咲がドタキャンする理由なんて今のところ見当もつかないんだよな。考えられるとすれば――俺に会いたくなくなったとか。

　……ダメだ。ネガティブな考えしか浮かんでこないから、今考えるのはやめよう。そもそも咲を疑うのは短絡すぎる。

　とにかく今日、咲は来ないらしい。ということは、だ……。

「今日は高橋とふたりってことか」

「……そうなるな。もうここまで来ちまったわけだけど、嫌か？」

「そんなことないけど、むしろ高橋の方はどうなんだよ」

「別に。ただの、買い物だし、誰が相手だって、変わんねーよ。なあ？」

「俺に確認を取られても困るんだが」

「あーもう、どっちにしろ、バーゲンは今日で終わっちまうんだから、さっさと行くぞ」

　高橋は、俺の腕を引っ張って歩き始める。

「ととっ、引っ張るなって！」

「ほら、きりきり歩け」







　そして、数分歩いたところに高橋が目的とする店はあった。

　ビルの中で階ごとにメンズ、レディース、その他といったように区分けされているわけだが、行く先はもちろん高橋の目的であるレディースの階。そこは通路を挟んでいくつもの小さな店舗が並んでおり、女性ものの服を陳列していた。中にはランジェリー、つまり下着も見える。……俺にとって実に居心地の悪い空間だった。

　服を安くすませることが多い俺は、ユニシロとかヤマチューといった大衆御用達の安い店に行くことが多い。そっちは非常に気安く入れるのだが、こういった流は行やりのような店には入りづらいのだ。敷居が高いとでも言うべきか。なんかこう、店員さんも俺とは人種的に同一とは思えないぐらい、雰囲気が異なっているし。

　メンズですらそんな体ていたらくなのにレディースなんてそれこそ未知の領域だ。ところどころに男はいるが、困ったことにそのほとんどが恋人のようで、腕を組んだり、手を握ってたりと仲なか睦むつまじく振る舞っている。そのせいで俺は完全に気後れしていた。

「なあ、店の外で待ってたら駄目か？」

「何のためにここまできたんだよ。試着するから、とりあえず感想言ってくれ。自分だけじゃ即決できねぇし」

　いや、俺に感想を求められてもなぁ。似合ってる似合ってないぐらいしかわからないし、そのセンスすら従妹の麻衣曰く怪しいのだ。人選を間違っているとしか思えない。

「せめて、ここで待たせてくれないか？」

「……こんな女物がたくさんある中、ひとりで待つって言うなら、それはそれで止めないけどよ」

　それはそれであまりにも難易度が高すぎる。高橋と一緒にいた方が精神的な拠り所がありそうだ。

「ほら、きりきり歩け」

　そして高橋は、また俺の腕を引っ張るのだった。




「覗のぞいたら殺すからな」

　と、本気の視線で俺を脅しながら、高橋はいくつかの服を抱えて試着室に入っていった。カーテンがシャッと勢いよく閉まる。ギャルゲーでは覗く、あるいは見えてしまうというのはお約束ではあるが、高橋相手にそんなこと怖くてできない。いや、誰が相手でもやらないけど。せいぜい翔也に悪ふざけするぐらいが関の山だろう。

　しかし、高橋は外に俺がいることに対して無頓着なのか、そもそも見えてないからといって脱ぐという行為を意識していないのか、衣擦れの音を全く考慮していない。これは非常に困りものだった。男の本能的に妄想を刺激されてしまう。

　全裸になるまで脱いでるわけでもないはずだけど……。うん。

　少し経ってから、試着室のカーテンが恐る恐るといったようにゆっくりと開く。

「どう、だ？」

　高橋は変へん貌ぼうを遂げていた。

　高橋が着たのはダークグレーを基調としたカットソーのトップスだ。あんまり冬っぽくないような気がするのは、少し胸元が開いて強調されているからだろうか。というか、寄せられてる谷間もちょっとだけ見えてて、高橋の胸って結構大――。

「おまえ、どこ見てるんだ!?」

　その瞬間、俺の背筋に寒気が逬ほとばしる。

　高橋は、怒りを抑えた声と共に俺の首を片手で絞めていた。好戦的な笑みを浮かべており、はっきり言うと怖い。

　そして俺は、

「これは男の本能だ！　こういった服装で胸元を見ないとか物理的に無理なはず!!」

　なんて、主張できるはずもない。

「ご、ごめんなさい……！　もう見ません！　本当です！」

　必死で謝るのが精一杯だった。しかも、声が震えてしまっている。

　でも、男が女の子の胸元を見てしまうのは絶対に法則性があるはずで、研究者は解明を急いで欲しい！

「真面目にやれ……！」

「はい……」

　しかし、研究が進んでない以上、何も言えなかった。




　そして、瞬く間に試着が進み、七着目ぐらいの時だ。

「……うっ、くっ、このっ」

　試着室の中で高橋が苦戦していた。どうも背中にあるファスナーを下げられないらしい。上げるときは上手く上げられたが、下げる際にファスナーが引っかかっているのだろう。

　そして、中で諦めたように溜息を吐く。

「都筑。手伝ってくれ」

　さらに驚いたことにカーテン越しに俺に話を振ってきた。

「ど、どうやって？」

「……………………手だけ試着室の中に入れて、ファスナーを少し下げてくれりゃいい」

　なかなか難しいことを言うな……！

　とりあえず高橋の指示に従って試着室の中に手を入れる。高橋の体を確認。たぶんここは背中かな。

「ばっ、撫なでるな！」

「な、撫でてないって！」

　少し動いただけなんです！　試着室の中は一段分高いから、高さがわかりづらいのだ。

「とりあえず、もっと右上！」

　高橋の指示通りに腕を右上に動かす。この辺りかな……。

「ひうっ……、み、右に行きすぎだ！」

　触った瞬間、妙な声を出されてしまった。……雑念を捨てて、位置修正。今度はここか？

「うあっ、ち違う……そこじゃない！　もっと上」

　違うらしいが、ファスナーのラインそのものは確認した。指を上げれば、下ろすための金具があるだろう。

　高橋の背中に触れたまま、指をそのまま上にあげた。

「えっ……」

　高橋から戸惑ったような声があがる。その声と同時に、金具とは違う別の手応えがあったんだけど……。何かが外れたような感触だ。

「つ・づ・きぃ……」

　嫌な予感が腹の底から湧いてくる。心なしか、しくしくと胃が痛くなってきた。カーテン越しに般はん若にやが降臨している気配がする。いや、比ひ喩ゆじゃなく、そんな殺気のような空気が肌に突き刺さってくるのだ。

　やばい、と思った時にはもう遅――！

「ホック外すな、あほ――――――っ！」

　カーテン越しに拳こぶしが飛んできた。避ける余裕はなかったと思う。







「ひどい目にあった」

　ごめんなさい。

　あの後、平謝りしつつ、喫茶店でケーキセットをおごるということで許しを得られた。結局、ファスナーは騒ぎを聞きつけた店員さんに下ろしてもらっている。最初からそうすればよかったんだ。去り際に「恋人なんだから一緒に試着室に入ってもよかったのに」なんて言われたもんだから、高橋がさらに顔を赤くして怒ってしまったし……。高橋に悪いことをしちゃったよなぁ……。そして、未いまだに殴られた鼻が痛い。カーテン越しだったはずなのに。

　どうでもいいが、ホックってあんな簡単に外れるものなんだな。気をつけよう。

「さっきのこと、誰にも言うなよ……」

　念を押すように脅おどしてくる。

「言いません、はい……」

　言ったところで信じてもらえるかどうかは謎だが。試着室でファスナーを下ろす手伝いをしてたら、勢い余ってホックを外しちゃったなんて翔也に言おうものなら「それなんてギャルゲ？」と言われること請け合いだ。

　そんなやりとりをして、高橋の荷物をすべて持ちながら、買い物を終えた俺たちは喫茶店へと来ていた。

　その店は高橋曰く、

「伊い藤とうに紹介してもらった指折りの店でな。値段は高いけど、それ以上の味は保証するんだと」

　とのことで、お金に対して遠慮する気はさらさらないらしい。まあ、この程度で許してもらえるのなら御おんの字じだ。ケーキセット一八〇〇円は大きいが……。

　そのケーキセットを高橋が頼んで、俺は適当にコーヒーにした。

「あ、そうだ」

　メニューが来るのを待つ手持ちぶさたな時間、ふと高橋が思い出したように囁く。

「あのさ。この前、あたしの家に来た時、暎那と会ったろ。あれから、会ったりしたか？」

「妹さんと？　いや、別に会ってないけど、なんで」

「お前の携帯のメールアドレスが知りたいとか言い出してさ」

「……なんで？」

「あたしが知るかよ。ってか、お前、なんか隠してねーだろうな？」

　その目は大事な妹に何かしてないだろうな？　という探りを入れてる目な気がした。

「何もないって。この前会ったばっかりなんだしさ」

　暎那ちゃんがいきなり得体の知れない〝オクトー〟と名乗った何者かに変貌したことは隠しているけど、これは黙っていた方がよさそうだしなぁ。

　でも、少しだけ探りを入れてみようか。

「そう言えば、暎那ちゃんってあの歳で礼儀正しいよね。家でいつもあんな感じなの？」

「ああ。最近は少しずつ感情を表に出し始めてきてるけど、ずっとあんな感じだ。学校でも同じみたいだしな。もう少しぐらい我わが儘まま言ってもいいのにって思うぐらい」

「そっか。ずっと、か……」

　話を少し聞く限りでは、やはり性格の変貌は起こっていないようだった。

「……ま、会ってるわけねぇよな。悪い。ちょっとあたしが気にしすぎてた。何しろ、近くに純正のロリコンがいるから。前にお前とかを空港に送ったあいつ」

「義よし人ひとさんだっけ？　ロリコンが高じて小学校の教師になったとかいう」

「よく覚えてるな。そうそう」

　あれ、冗談じゃなかったのか。

「でさ、暎那が何かを欲しがるなんてあんまりねぇんだ。暎那がどういうつもりか知らねーけど、もしよけりゃメールアドレス教えてやってくれないか？」

「うん、了解。じゃあ、メールアドレス教えるよ」

　そう言うと、高橋はバッグからメモとボールペンを取り出して、一度紙に試し書きをした。そしてそれも終わり、準備万端とばかりにこちらへ顔を向ける。

「じゃ、教えてくれ」

「ああ、携帯のメールアドレスは……」

　俺が自分のアドレスを口頭で伝えると、見る見るうちに高橋の表情が渋くなっていった。

「なげーよ！　しかも、面倒くせぇ……」

「そう言われても」

　以前、迷惑メールがアドレスを変えても変えても着信しまくったものだから、当時なりふり構わず使用できる最大文字数のものに変えたのだ。大文字小文字数字記号が入り交じったメールアドレスは、その後一切の迷惑メールを封じたが、今みたいに口頭で伝えると誰からも渋い顔をされる。とはいえ、最近は赤外線通信で簡単に登録できるから、そんなこともあまりない。そもそも悲しいことに交換をする相手もそんなにいないしな……。

「……じゃあ、一旦あたしと赤外線通信するか。それから、あたしと暎那で赤外線通信すりゃいいしな。それでいいか？」

「ああ、その方が簡単だろうしな。そうしよう」

　高橋の携帯に、赤外線通信でアドレスと携帯番号を送った。つつがなく送信完了。

「……………………」

　受け取った高橋はなぜか沈黙。視線を彷徨さまよわせ、妙に挙動不審だった。

　それから気恥ずかしそうに、口を開く。

「あ、あのさ……」

「どうかしたか？」

「あたしがお前の番号とかアドレスを一方的に知ってるのもフェアじゃないから、あたしのも送っとくよ」












　それもそうだなぁ。今後、高橋に何か訊きくことが増えるかもしれないし、教えてもらっておいた方がよさそうだ。

「うん。じゃあ、よろしく」

　携帯を操作して、赤外線が受信できる状態にしておく。それからすぐに高橋の携帯から、番号とアドレスを受信した。

　高橋はホッとしたような息を吐く。なんか緊張が解けたみたいだ。

「……何かあったら連絡してこい」

「ああ、ありがとう」

　お互いに携帯をしまって、俺はふとあることに思い至った。

　俺、親戚以外の女の子とアドレス交換したのって初めてじゃないか？　咲や理恵の携帯番号やメールアドレスは知ってるけど、それは世界改変の際、俺の携帯へ設定的に埋め込まれたものだし。

　もしかして、生まれて初めての、女の子とのアドレス交換？

　……そう考えると、なんだか気恥ずかしくなってきた。

　いや、しかし、アドレス交換如きで何を浮ついてるんだ、俺は。だけど、何となく照れる。そもそも、こんなこと考えてるなんて高橋にばれたら、間違いなく馬鹿にされてしまう。

　そんなくすぐったい空気の中、

「お待たせしました」

　俺たちの前にそれぞれケーキセットであるショートケーキとチョコケーキとコーヒーとコーヒー単品が順々に置かれていく。よかった、メニューが来たおかげで少し気が紛れた。

　俺は真っ先にコーヒーを口にする。

「お、美う味まい」

　そこまで苦みがなくブラックでも充分美味しかった。コーヒーの方はそんなに高くないのに、値段以上の深みみたいなものがある。さすがにゆうき御用達の店だ。というか、浜ヶ崎駅にまで足を伸ばしてるのか、あいつは。

「すげーなこれ。マジで美味いわ」

　高橋が感嘆したようにケーキを口にしてから、その美味しさを褒める。ゆうきの本領は甘味の方だし、さぞかし素晴らしい味だろう。俺も食ってみたいが、さすがにもう一個頼めるほどの経済的ゆとりはない。

「ほら、食ってみるか？」

　俺が諦めているところに、高橋がケーキの欠片かけらを刺したフォークを差し出してくる。彼女の表情は読めないが、微かに照れているようにも見えた。

　俺が逡しゆん巡じゆんしていると、高橋はさっさとフォークを自身の口に持っていってしまう。

「……冗談だよ、ばーか」

　だよなぁ……。冗談に決まってる。

　そして、ふと高橋は呟つぶやいた。

「今度、咲にも食わせてやれよ」

「次の機会があったら、必ず連れてくるよ」

「タコ、機会なんか作るんだよ、おまえが」

　もっともな話だ。今度、咲を誘ってここに来よう。咲だけじゃなくてみんなもだ。

「それにしても高橋って随分と仲良くなったよな、咲と」

　俺が思ったことをそのまま呟くと高橋は目を丸くした。俺の質問が意外だったらしい。これも咲を待っている時に言われた通り、今更と言えば今更なんだけど。

「そうだな。あたしが苛いじめてたあいつに友達になろうよ、なんて言われたときはこの女何考えてんだとか思ったけど、いつの間にかこうなってたな」

「そんなこと言われたのか？」

「あいつ、五月に骨こつ髄ずい移い植しよくで入院してただろ。帰りにおまえにも会ったな。あの日だ」

　そう言えば咲の術後、見舞いに行った時に高橋がいたな。結局、あの日は高橋に強引に帰らされて咲に会えずじまいだったんだ。

「……まあ、入院中のことはどうでもいいさ。というか、絶対咲に聞くなよ。聞いたら耳か口のどっちかを聞いたり言ったりできなくしてやる」

「りょ、了解……」

　えらい物ぶつ騒そうな……。何でそんな聞かれることを嫌がるんだろう。咲と友達になる過程が恥ずかしいものなのだろうか。

　そして、気を逸らすように高橋は顔を外に向け、目だけ俺の方に向けてくる。

「それよりも咲のやつ、最近妙におかしいんだよな。ことあるごとにお前の好みだの好きな食べ物を言ってくるんだが、あれは惚のろ気けか？」

「……そんなこと言ってたの？」

「ああ、うぜぇっつってんのに、なんかそっちの話題に持って行こうとするんだよ」

「ちなみにここ最近って、今週入ってから？」

「そんな感じ。今までもまったくなかったわけじゃないけど、ここ数日は頻繁だ。無理矢理にそっちに方向転換しようとする」

　何のために？　しかも、なぜ高橋に言ってるんだ？

　俺の困惑をよそに、視線は逸らしたまま高橋は続けた。

「……咲が最近、空元気なのと関係あるのか？」

「高橋も気づいてたのか」

「あれだけ近くで接してりゃ、普通わかる。それに今日のドタキャンしてきた電話でおかしいことは確信したよ。咲から『お前をお願い』って寂しそうな声で頼まれたしな」

　そんなことを言ってたのか。

　だけど、少しだけ俺も核心に近づいた。

　今日のドタキャンって、意図的だったんじゃないか？　これが悩んでないときだったら今日だけの話だと思えるけど、今の咲からすると『これからをお願い』というように聞こえてくる。

　要するに、俺と高橋をふたりだけにしたかったのではないか、という想像だ。そう考えれば、みんなを誘おうとしたときに咲が嫌がった理由にも繋がってくる。

　ただ、俺と高橋をふたりにする意味がさっぱりわからなかった。

　俺が悩んでいるところに、高橋の顔がこちらに向き直る。

「何があったんだよ。咲のやつ、時々、くっらーい顔してるしよ。どうせ原因は、お前だろ」

　その瞳は非常に真っ直ぐで、親友を心底心配しているそれだ。

　一応、話すべきだろうか。もちろん、全部を話しても信じてもらえないだろうから、現実に即した話になるのだけど……。

「えっと、だな……。上手く言えるかどうかわからないけど」

　そして、俺は高橋に説明した。

　咲に昔の男がいて、何かあったかもしれないというように話し、俺と勘かん違ちがいして昔の男とキスをしたということも伝える。……正樹からすれば、昔の男なんて扱い方は不本意だろうけど許せ。

　かなり端は折しよった説明になったため、当たり前かもしれないが高橋は怪け訝げんな顔になった。

「お前、何か隠してるだろ？」

　これ以上説明すると、話がフェアリーテールシステムにまで及んでしまう。ただそこまで説明したら間違いなく収拾が付かない。そもそも信じてもらえないだろう。

「隠してる、けど……。これ以上は、上手く言えない。ごめん……」

　かなり支離滅裂な説明ではあったが、高橋はこちらの意図や状況を朧おぼろ気げに察したのか、それ以上の追及をしてこなかった。

「大体把握できたからいいけど……。で、お前はそのことについてどう思ってるんだよ」

「いや、特には……。咲にとっては仕方のないことだったところもあるし、俺はあまり気にしてないんだけど……。だから、咲にも気にして欲しくないし」

「……その辺りの態度かもしれねぇな」

「え？」

「お前が甘っちょろいから、あいつは逆に自分で自分を追い詰めてるんだよ」

　高橋の言っている意味がいまいちわからない。俺が馬鹿だからか？　それとも経験値が足りないからか？

　そんなことを考えていると、高橋は俺の表情からわかっていないことを察したのか、仕方ないなという表情になった。

「少し変わった話をするぞ。自分が何か取り返しのつかない罪を犯したとするだろ？　起こしたくて起こしたわけじゃないけど、自分が悪いことはわかりきってる。そいつは悪人ってわけじゃないから、当然罪の意識が芽め生ばえるわけだ。だけど、みんなが優しくて、誰もそいつを罪に問わない。それどころか、誰もがお前は悪くない、大変だったねって慰めてくれるんだ。そんな状況なら、罪を犯した奴はどう考えると思う？」

「……それって、何の話？」

「いいから答えろよ」

　罪を犯したのに、優しくされる、か。

　そこに罪の意識があるのなら、やっぱり……。

「裁さばいて欲しいと思う。自分を傷つけたくなるかもしれない。せめて、怒って……叱しかってもらいたくなるんじゃないかな」

「そういうことだ。もちろん、咲がそう思っているかどうかはわかんねぇぞ。こればっかりは本人しかわからないことだし、本人すらわかってねぇかもしれないしな。だけど、あたしだったらそう思うかもしれないなってだけだ。参考程度に考えとけ」

「わかった。ありがとう」

　それにしても深いというか、含がん蓄ちくのありそうな話だったな。

「ちなみに、それって高橋の経験則？」

「？　何言ってんだ。そういうわけじゃねーよ」

　違うのか。でも、一介の女子高生に言えるような話じゃないと思うんだけど。何かそんな経験があるのかもしれないな。自覚をしていないだけで。

「ま、とりあえずあたしから言えるのは、咲がしたいこと、して欲しいことをお前だけはちゃんと理解してやれよってことだよ」

　そう言って、高橋は席を立った。

「ん、わかった」

「ごっそさん。それじゃ、帰ろうぜ」

「ああ」

　その後、最寄り駅まで電車で一緒に帰ってから、俺は高橋と別れてバイト先へと向かった。







　高橋と買い物した翌日、週明けの月曜日。

　咲は、登校時にドタキャンしたことを直接謝ってきた。

「ごめんね。すごくお姉ちゃんが心配だったから……」

　すでに昨日の時点でメールでも謝られたのだが、やはり直接謝らないと気が済まないらしい。

　だけど、俺はそんなものを求めているわけじゃない。

　謝罪なんかよりも咲の悩みが聞きたかった。高橋と俺をふたりにした理由が知りたかった。

　悩んでいても仕方ない。覚悟を決めよう。

　踏ん切りをつけるために、放課後、人気のない階段の踊り場に咲を連れ出して話を振った。

「悩みがあるなら言って欲しいんだ」

「悩み、って……。そんなことないよ、それよりも愛ちゃんとのお出かけはどうだった……？」

「それよりって……、咲の悩みはそんなに軽いものじゃないだろう？」

　途端に咲の表情が暗くなる。やはり、何かがあったのだろうか。

「こういうこと言うと変かもしれないけど、世界が元に戻ってから咲は変だよ。今みたいにあからさまにこの話から話題をすり替えようとするし。それに、この前のドタキャンも咲は最初から仕組んでたんじゃないか？」

「……そんなこと、ないよ。変でもないし、仕組んでも……ない」

　しかし、咲は俺の話を認めなかった。完全に平行線となりそうな様相だ。

　だけど、今日こそ聞かなきゃならない。

　正直聞くのは怖いし、こんなことを言うのもどうかと思うけど、それでも聞き出すにはこの言い方しかないんだ。

「正樹と、何かがあったのか？」

　できる限り穏やかに質問を声に出したつもりだ。

　だが、咲は恐怖で怯おびえたように顔を強こわばらせ、




「何もないっ！」




　そう、叫んだ。

「本当だよ！　真さな田だくんとは何もなかった！　何もなかった何もなかった！　手も繋いでない！　本当だから……本当、だから……信じて……！」

　目尻に涙を浮かべて訴える咲。その姿はあまりにも弱々しく、衰すい弱じやくすらしているように見える。まるで今まで溜めていた悩みが爆発して、体から活力を奪われているみたいに……。

　見ていられなくて、せめて少しでも安心させたくて、咄とつ嗟さにその体を抱きしめる。

「わかった！　信じるから……！　だから、自分をそんな責めるように言うな！」

　咲は俺が強く抱きしめると少しずつ落ち着きを取り戻した。

　しかし、すぐに腕の中で放して欲しいというように抵抗してくる。

「放して……！　こんな優しくされる資格、わたしにないんだよ……っ！」

「嫌だ！」

　放したら、そのまま消えてしまいそうだ。

「武紀くんは、わたしに優しくしちゃだめだよ……」

「なんで……！」

「真田くんとは何もなかった。でも、わたしは武紀くんが苦しんでることも気付かずに、のうのうと仲良くして……。あの時、武紀くんがいつもと違うなって思ってたのに……!!　わたしは、それを……!!」

　あの時。咲ははっきりと口にしなかったけど、きっとデートの時のことだろう。

「そんなに気に病やんでも仕方ない！　俺は気にしないよ！」

　しかし、俺の言葉は咲の耳には届かない。

「それにそれだけじゃないんだよ……」

「え？」

　抱きしめる力が緩んでいたその一瞬、咲が体を捩よじって俺の体から離れる。

「自分が許せなくて……、もう信じられないから……」

　そして、そう呟いて逃げてしまった。

　慌てて追いかけようとしたが、数歩の遅れが致命的で完全に見失ってしまった。さすがに運動神経が抜群なだけはある。変なところで感心してしまった。

「咲……」

　もうこれは、時間に癒いやしてもらうしかないのだろうか。

　時が流れれば、記憶も薄れていく。

　思い出話にだってできるかもしれない。

　……だけど、そんなものだけに頼りたくはない。

　自分の力と、そして、みんなに助けてもらって、解決しなきゃいけないことだ。
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　咲さきに拒絶された放課後。俺は怠だるくなった体に鞭むちを入れて、バイト先へと向かった。

「お、こんにちは、都つ筑づきくん……って、怠そうな顔しちゃってるねー。どーしたの？」

「……わかりますか。いや、ちょっと、ありまして……」

　休憩室に入って早々、待機中の八や重えさんにそんなことを指摘されてしまうとは。今の俺は相当参っているらしい。咲の悩みを解決するために、決意を新たにはしたものの、咲に拒絶されてしまったという事実は拭ぬぐいようもない。結構、いや、かなり傷ついてしまっていた。情けないことに。




「真さな田だくんとは何もなかった。でも、わたしは武たけ紀のりくんが苦しんでることも気付かずに、のうのうと仲良くして……。あの時、武紀くんがいつもと違うなって思ってたのに……!!　わたしは、それを……!!」




「それにそれだけじゃないんだよ……」




「自分が許せなくて……信じられないから……」




　咲の言葉が脳のう裏りをよぎって、さらに陰いん鬱うつになる。それだけじゃない、ってなんだ。俺が別の失態でも犯していたのだろうか。

　こんなこと考えてても直接聞かないとしょうがないってのはわかってるんだけど、やはり感情と理屈は切り離すことはできないらしい。回復には困ったことに、少々時間がかかりそうだ。重ね重ね情けない……。

　さらに言うと、ここで咲の噓うそが微妙に発覚してるかもしれないんだよなぁ。

「八重さん。病気は治ったんですか？」

「……え。あ、うんうん！　治った治った。もうバッチリっすよ！」

　言動が怪しすぎる。まさに今、病気だったことに気付いたような反応だ。

　いや、もしかしたら本当に治ったのかもしれない。軽かったのかもしれないし。

　でも、それで今の反応はおかしくないか？

　いやいや、実はまだ継続中で病気を誤ご魔ま化かしてる？

　でもなぁ、八重さんの顔色は健康っぽいし……。

　むーん……。

「おーい、都筑くーん」

　つんつん、とおでこを指で突かれた。

「その様子じゃ、もうバレてるみたいですね」

「えっ？　もしかして、八重さん……」

　咲が何であんなことをしたのか、知ってるのだろうか？

「教えてくだ――」

　その時、休憩時間を終えるチャイムが鳴った。俺たちの始業開始の合図だ。なんて、間の悪い。

「ん、ちゃんと後で話すから、今は仕事に集中してね？」

「了解です」

　そう言われて、できる限り悪い考えや悩みを意識の外へ追いやり、仕事に集中した。







　今日の分の仕事を終えた俺は、休憩時間となった八重さんと共に倉庫の外へ向かう。休憩室は人がいるので、気軽に話せることは多くないのだ。外は寒いけど、仕方ない。

　寒風吹きすさぶ中、八重さんが話を切り出した。

「ごめんね。実は今回、咲ちゃんを引き留めたのは、私なの。お察しの通り、調子を悪くしたっていうのは噓。あれは私がそう言って咲ちゃんを引き留めるための方便だったんだ。少しでも咲ちゃんの罪の意識を軽くするための」

「え？　どういうことですか」

「えっとね。咲ちゃんは迷ってたの。買い物に行くか行くまいか。昨日の日曜日、お昼が近くになるにつれて妙にソワソワし始めたから聞いてみたのね。買い物にかこつけて愛あいちゃんっていう子と都筑くんをふたりきりにするつもりだったけど、やっぱり不安だ。でも行くのは怖い、って言ってね。あの時の様子のままお出かけしても気まずいことになるだけだな、と思って私が病気を装って咲ちゃんを引き留めたんだ」

　そうだったのか。咲が噓をついたわけじゃなくて、八重さんが噓をついたのか。咲はそれに騙だまされただけということだ。

「私が調子悪いなんて言い出さなければ、たぶん行ったんじゃないかなぁ」

「でも、八重さんは行かない方がいいって判断したんですよね」

「そうだね。あの状態で行っても気晴らしにはならなかったと思うし……」

　もし、八重さんに促されなかったら、どうしてたんだろう。八重さんの言う通り、咲は来ていたのだろうか。

　いや、それよりも話を聞く限りでは、咲はかなり精神的に悩んで混乱しているみたいだ。たぶん、俺が思っている以上に深く。自分の行動に迷いが出るぐらいだものな。

「あの……。咲がそうなってる根こん本ぽんの理由って聞いてたりしませんか？　あと、俺とそのもうひとりの女の子をふたりにする理由とか」

「うーん……。さすがにそこまでは。ただ、何でって理由を聞いたときに、諦めた方がいいからって言ってたかな。それこそ何で？　って理由を聞いたんだけど、首を振るだけで……」

「そう、ですか……」

　結局、理由はわからないか。

　だけど、諦めた方がいいって……。理り恵えに言っていたという、後で辛くなるという話と関連しているのだろうか。

　ただ、気を許しているであろう従姉いとこの八重さんにまで話さないとなると、本気で口が堅そうだ。

「ごめんね。ちゃんと話すなんて言ったわりに大して役に立ってないみたいで……」

　八重さんは、しゅんと悲しそうな表情を浮かべる。

「いえ、充分です」

　咲が進んで噓をついたわけではないことがわかったしな。

　咲はきっと諦めた方がいいと言いつつ、まだ諦め切れていない。

　今ならまだこっち側に引っ張り戻せるはずだ。

「ねえ、唐突に話を変えるけど、そろそろクリスマスだよね」

　八重さんが本当にいきなり話を別方向に転換してきた。

「それが何か？」

　咲に関係あるのかな……。

「咲ちゃんはね。きっと悩みが吹っ切れないんだよ。で、その悩みっていうのも実は本人以外からしてみたら大したことがないんじゃないかな、って睨にらんでる」

「それはまあ、聞いてみないことにはわかりませんけど」

　もっとも俺には大したことじゃないとは思えないが……。

「楽しく大騒ぎできれば、悩みなんて忘れられない？　だったら、クリスマスパーティですごく楽しいことをすれば、きっと悩みなんか吹き飛んじゃうんじゃないかな？」

　クリスマスパーティか。咲の悩みが吹き飛ばせるかどうかはともかくとして、気晴らしにはなるかもしれないな。悩む暇がないぐらい遊びまくれば、一時的にでも悩みを忘れることができそうだし。

　ここ数年クリスマスパーティなんかしたことがなかったからな。その発想がなかった。去年は翔しよう也やとふたりきりで寂しく過ごしたし、昔一緒に住んでた親戚は当時年末はいつも仕事で忙しかったし。麻ま衣いは麻衣で、女友達のところに行ってしまったしな。遅くに麻衣が残ったケーキを持って帰ってきて、ふたりでそれを食べながら、対戦ゲームで夜を明かすというよくわからない一日となっていた。

　なんにせよ、パーティをやるのはよさそうだ。翔也や高たか橋はしも誘えば、きっと面白くなるだろうし。

「いいですね。ありがとうございます。やってみます、パーティ」

「うん。それでクリスマスプレゼントだよってセンスのいいプレゼント渡されたら、私なら惚れちゃうかも」

　プレゼントか。それもちゃんと用意しないといけないな……。

「そうですね。プレゼント、ちょっと考えてみます」

「……私の惚れる発言は無視ですかそうですか」

「え？　今の反応しなきゃいけないところだったんですか？」

　八重さんは拗すねた顔になってしまった。でも、反応するべきかどうかなんて、空気の読めない俺にはわからんです。

「でも、アドバイスが役に立ったようなら何よりだよ。ただ、人生の先輩としてもうひとつだけアドバイスをするね」

「はい」

「言いにくいことでも、思い切って言葉で伝えないと結果は出ないよ？」

　八重さんは、至極真面目にそう言った。まったくもってその通りだと思う。

　やっぱり、もっと言葉で伝えないとダメなんだ。

　そして、八重さんとの話が終わったところで、時間を置かず誰かの歩いてくる音がこっちへとやってくる。もしかして、八重さんを呼びに来たのかな？

「あれ？　武たけちゃん。こんなところにいた」

　意外なことに理恵だった。八重さんは、少し訝いぶかしげな表情をする。誰だろう、と思ってるのかもしれない。

「理恵？　メールで、遅くなるって言ったのに何で？」

「来るなとは言われなかったし。ちょっと待ってる間、彷徨うろついてたんだ。で、見つけたわけだけどねぇ……」

　まあ、この辺りは立ち入り禁止区域でもないからな。

「それでえぇぇ～～、武ちゃんはああぁぁぁ～～、こんな人気のないところで女の人と密会ですかあぁぁ～～～。へえええぇぇぇぇええ～～～～」

　見る見るうちに理恵の目が細くなった。呆あきれたような表情だ。……久しぶりの疑心モード。懐かしい気すらしたが、そんな場合ではない。

「いや、誤解！　ほら、この人、知り合いっていうか、関係者！」

　そう説明すると、理恵は八重さんを見る。そんな理恵の表情は少し困惑気味だ。

「初めまして。神楽かぐら八重です。都筑くんのお友だち？」

「あ、こちらこそ初めまして。秋あき原はら理恵です」

　そして、八重さんの名前を聞いた理恵は、疑問が解けたようだった。その表情が晴れていく。

「神楽、ってもしかして……」

「はい、お察しの通り、咲ちゃんの従姉です。いつも咲ちゃんがお世話になっております。えーと、秋原さんってもしかして、咲ちゃんのライバルな秋原さんかな」

「え？　……そうなるの、かな？」

「都筑くんの一番を取り合う恋のライバルって聞いたけど。正室か側室かって」

「こっいのっ!?　えっと、そにょっ!!　あや……」

　その瞬間、理恵は顔を真っ赤にした上に、言語能力がバグった。これも久しぶりだ、が、やっぱりそんな場合ではない。












　八重さんの考えていることを少しだけ訂正しようと口を開いたところで、遠くの方からチャイムが聞こえた。休憩時間終了の合図だ。

「おっと、休憩時間終わりだね。それじゃ、都筑くん、お疲れ様ー。秋原さんもまた今度会えたら、もっとお話ししよう？」

　そして、チャイムが鳴ったと同時に八重さんは、さっさと行ってしまった。……理恵を動揺させたまま。困ったものである。

　ま、とりあえず話も聞けたし、帰るとしようかな。

「はうううぅ……、そーゆ、こと、に、にゃる、の、かにゃ……」

　その前に、この茹ゆで蛸ダコみたいな理恵をどうにかしないとダメそうだけど。







　翌日の火曜日。朝教室に来て翔也や高橋、ゆうきが来たのを見計らってから、

「クリスマスパーティをしないか？」

　と、咲に提案をした。クリスマスまでもう残り時間も少なくなってきているので、提案は早いに越したことはない。

　提案だけなら昨日、咲にメールで直接でもよかったのだが、周りが盛り上がれば参加しやすくなると思い、朝まで待ったのだ。

「クリスマスパーティ？」

「そうそう。俺の家にみんなで集まってさ。朝まで楽しく」

　しかし、咲は嬉しそうな笑顔を浮かべるものの、やはり心のどこかでストッパーをかけているのか、なかなか頷うなずこうとしない。

「武紀、パーティするの？」

　俺の予想通り、翔也が食いついてきた。いいぞ、もっとこい。

「ああ、やろうかと思ってる。全員がやろうって言ってくれたらだけど」

　すでに春はる姉ねえにも許可は取ってあるし、夏なつ海みも理恵ももちろん賛成側だ。

　あとは、咲、翔也、高橋、ゆうき。四し阿あちゃんや三み宅やけくんもだ。なんだったら、藤ふじ田たと前まえ羽は良らさんを誘ってもいい。

　咲の悩み解決という意味合いも強いが、それと同じぐらいみんなにお世話になったことを感謝したかった。

「僕をのけ者にはしないだろうな？」

「しねーよ。盛り上げ役で参加して、せいぜい滑すべってくれ」

「はぁ？　滑る？　そんなのは僕の辞書にはないね」

「その自信はどこから来るんだ……」

　こいつ、そんな芸なんて持ってたっけ？

「というわけで証明するためにも、神楽、参加してくれ」

　翔也は軽い調子で咲に向き直る。

「えっ、えっと、その……」

　咲は困った笑顔を浮かべている。しかし、暗い表情をしてるよりかは健全でいい。

　こんなやり方は、強引だとは承知している。だが、あともう一押しだ。

「ほら、翔也もこう言ってるしさ。高橋ー。お前も参加しない？」

　それまでこちらの様子を窺うかがっていた高橋が、ようやくこちらに来る。

「咲が参加するなら、あたしも参加するぞ」

　俺の意図を読んでくれたわけではないだろうが、高橋がベストな形で参加表明をしてくれた。弱みにつけ込むようで気が引けなくもないが、この際手段は選んでいられない。

「そ、そう……。じゃあ、愛ちゃんが参加するなら、わたしも……」

　よしっ！　咲がオーケーしてくれた。

「オッケー。じゃあ、あとはこのクラスではゆうきだな」

「ボクか？　まあ、別に構わないぞ。どうせ、暇だろうしな」

　これで本決まりだ。

「じゃあ、さっそく……」

　そこで高橋が思い出したように、「ちょっと待て」と俺を制止してくる。

「なんだ。やっぱダメとか？」

「いや、そういうわけじゃなくてな。もし、妹の暎えい那ながどこのパーティにも参加しないようだったら、あたしと一緒に参加させてくれねぇか？」

　なんだ、そんなことか。

「全然構わないよ。なんだったら、秀ひで――」

「あれは別に呼ばなくていい」

　電光石火の回答だった。俺、「秀ひで之ゆきさん」って全部言ってないのに。

「そ、そうか……」

　高橋の兄嫌いっぷりは筋金入りだな……。秀之さん、可か哀わい想そうに……。

「あ、暎那ちゃんも来るの？」

　咲が不思議そうな表情で高橋に尋たずねる。そう言えば、咲は高橋の家に行ってるって言ってたな。暎那ちゃんを猫可愛がりしてるらしいし。

「だから、どこにも参加しなけりゃの話だよ。あたしだけが参加して、あいつだけが家で留守番とかありえねぇし」

　高橋がそう言うと、咲はふんわりとした優しげな笑みを浮かべた。

「えへへっ。来てくれたら、また可愛がってあげられるな」

「少しは遠慮してやれよ……。ずっと付きまとうから、暎那が疲れてたぞ」

　あの暎那ちゃんが疲れるって、どんな可愛がり方なんだろう。

「なんにせよ、これで決まりだ。クリスマスイブは夜通し遊ぼう」

　翔也が宣言をするかのように言う。確かに夜通し遊ぶのは確実だろうな。

　なんだか、テンションが上がってきた。

　しかし、そんなテンションに水を差すようにチャイムが鳴り、同時に担任が入ってくる。

「よーし、席に着け」

　できれば、もう五分ぐらい待って欲しかった。仕方ないとは思うけどさ。







　昼休み、パーティで何を用意するかという話で相談する。今まで必要なかったせいで家には何も用意されていないのだ。

「あー、ツリーだったら僕の家にあるからそれ使うか」

　翔也がツリーの貸し出しを申し出る。

「あれ？　だったら、お前の家でやった方が早くないか？」

「僕の家でやって誰が喜ぶんだよ。少しは考えろ」

　そこまで自虐しなくても……。

「どうせもう僕の家で使う予定はないよ。なんなら、そのままそっちに渡しておく。家じゃ邪魔になるだけだしな」

「そういうことなら、とりあえず預からせてもらうわ」

　とりあえず、ツリーは確保だ。




「じゃあ、飾り付けはあたしと……。夏海ちゃんと武ちゃんにお願いできるかな？」

「はーいっ！」

「了解」

　飾り付けに関しては、理恵を筆頭に夏海と俺という俺の家に関わりの深いメンバーで固めた。

　ちなみに春姉はというと、

「オリジナルのケーキ、作っちゃおうかな」

　と張り切っている。春姉が作るのだったら安心だし、味は保証されたも同然だ。




　三宅くんと四阿ちゃんにも声をかける。

「もちろん行きますよ！　当たり前じゃないっすか」

「もちろんです。絶対に行きます」

　ふたりともそれが当然のように、承諾してくれた。

「じゃあ、理恵の指示に従ってもらえるかな？」

「了解っす！」

「わかりました」

　快く俺のリクエストに応えてくれた。夏海を助けた時に、敵を見るような目で見られたのは何気にショックだったけど、彼らも戻ってくれたおかげで安心する。

　これで、四阿ちゃんと三宅くんも参加確定だ。

　残るはあとふたりだ。携帯でそのふたりの内のひとりである藤田に電話をかける。三コールもしないうちに、相手は出た。

「はい、どうも藤田です。どうかしましたか？」

　挨拶もそこそこにすぐさま本題に入る。

「おす。あのさ。今月の――」

　しかし、ここまできてようやくあることに思い至った。

　よくよく考えたら、いくら恋人関係を解消中とはいえ、藤田と前羽良さんのことだ。クリスマスイブなんてそれこそ、予定があるんじゃないか？

「……？　あの、なんでしょう……？」

　電話口から戸惑った声が聞こえる。まあ、俺の方からかけておいて、沈黙なんかされたらそりゃ戸惑うに決まってる。

　だけど、なぁ……、これは……。あれだ。前羽良さんからしたら、余計なお世話かもしれないし……。

　やっぱり、空気を読んだ方がよさそうだ。

「……すまん。間違えた！」

「えっ？　ちょっ――」

　慌てたような叫びを気にも留めず、さっさと通話を切る。すまん、藤田。




　そして、放課後。ふと高橋と咲を見ると楽しそうにクリスマスパーティのことについて話していた。

「ねえねえ、暎那ちゃんが欲しいものって何かなっ」

「……まだ参加するとは決まってないって言ってるだろうに。なんだったかな。なんか魔法少女のごつい変形する斧おのみたいなものを欲しがってたような……。アニメでやってたみたいで」

「お、斧……？」

　それは少女向けを謳いながら、大きいお兄さんの方が多く見ている深夜アニメのことだろう。確か、主人公のライバルの武器が斧だったはずだ。魔法少女ものと侮あなどるなかれ、その実中身は非常に男臭く、武器との合体シーンや戦闘シーン、変身バンクが非常に燃えるアニメに仕上がっている。俺も第一期は翔也に勧められて楽しく視聴していたしな。オススメポイントを言い出したらきりがない。

　第二期も始まってるんだけど、最近はなかなか時間が取れず見られずにいる。

「そんな物ぶつ騒そうなものじゃない方がいいんだけど……。というか、そのアニメって、小さい子に見せて大丈夫なの？」

「うちの馬鹿が録画してたの一緒に見ちまってなぁ。それ以来、ずっと欠かさず見てるよ。深夜アニメだけど、ちゃんとデッキ操作して録画してるし……。変身シーンが少しアレだから、あたしとしては見て欲しくないんだけどな。それを口実に見るのを止めろって言うと、暎那は『お姉ちゃんはこのアニメがわかってない』とか言い出すし」

　高橋も大変だな。でも、暎那ちゃんの将来が不安なような楽しみなような……。

「とりあえず、斧はわたし的に除外するとして……。でも、暎那ちゃんになにあげよっかなっ。なんか楽しみー」

　心の底から楽しみそうに呟つぶやく咲。咲の心を摑つかんでいる暎那ちゃんに感謝したい。







　順調にパーティの準備は進んでいる。各自プレゼントを持ち寄って、プレゼント交換もすることになった。一人千円でどれだけのプレゼントが選べるか。ネタに走ってもいいけど、もらって嬉しくないものは避けたい。

　パーティなんて初めて主催するものだから心が舞い上がっていた。

「楽しみだな」

　思わずそんな独り言も呟いてしまう。

　プレゼントに関しては交換用以外でも、ちゃんとみんなに用意したい。

　初めてのデートの時、咲には

『あー、形に残るプレゼントはまだいらない、かなぁ……』

　と言われている。

『選ばれなかったら形のあるプレゼントって、つらくないですか？』

　さらに、こんなことも呟いていた。

　だけど、もう覚悟はできている。みんなと歩むための覚悟は。

　もちろん、ハーレムなんて他の人から見れば勝手な言いぐさだろう。決断できない優柔不断な男だと断じるはずだ。

　それでも、みんなを幸せにするための道はここにあるのだと、俺は疑っていない。

　もちろん、一いつ夫ぷ多た妻さいが一夫一妻より優れているとはまったく思わない。

　だが、一夫一妻が一夫多妻よりも優れているという証明だってまだないのだ。

　いや、優れている優れてないとかじゃない。俺はただ、人それぞれにあったシステムというのがどこかに存在すると思っているだけだ。そして、そのシステムが既存ルールの外にある人だっていると思う。

　そのルールを守らない異い端たんだと笑いたければ笑えばいい。罵ののしりたければ、いくらでも罵ってくれて構わない。少なくとも俺たちに向けられた悪意や嘲ちよう笑しようはすべて、俺が受け止める。

　その悪意も嘲笑も、いつか必ず善意と祝福に変えて、みんなに届けるんだ。

　当然、みんなの愛も、すべて受け止めてみせる。

　そのためにも。自分の想いを少しでも表すために、とびっきりのクリスマスプレゼントを用意しよう。







　クリスマスイブ、六日前の金曜日。心が浮き立つ週末だ。

　そんな日の放課後、帰る前に高橋に声をかけられた。

「都筑。ちょっと頼みたいことがあるんだけどいいか？」

「どうかしたか？」

「デザートにプリン作るから、材料買いに行ってくれ。あと型とかも」

　そう言えば、咲がパーティ用にプリンを大量に作ると勇んでいたな。

　でも、それって……。

「咲が自分で用意するって言ってなかったか？」

　俺がそう言うと、高橋はなぜか怪け訝げんな表情を浮かべた。

「咲……？」

　まるで意外な人の名が出てきたと言わんばかりに、高橋は恐る恐る名前を口にする。

　どうしたんだ、いったい。

「確かそう言ってただろ」

「んー……。あ！　そうかそうか！　そうだった。ど忘れしてた。わりぃな」

「忘れるなよ……。高橋も食いたいって言ってただろ。そもそも、プリンの材料買って誰が作るつもりだったんだ？」

「うるせえな。人間忙しいと、時々どこかの記憶が薄れるんだよ」

　高橋は照れたように少し頰ほおを染めて、俺から顔を背ける。

「第一、記憶力がよければ暗記のテストが上う手まくいくっての。あたしの二学期末のテスト点数だってお前知ってるだろ」

「あー……」

　つい最近返ってきた期末テスト。高橋の結果はあまりにも無残だった。

「開き直るところじゃないだろうに。というか、お前あの点数で進級できるのか？」

「三学期にはなんとかなるんじゃねぇのー」

「……去年もそうだったとか、前に言ってなかったっけ？」

「あー、もう！　うるせぇな！　黙れ黙れ！　だったら、お前があたしに勉強を教えてみろ。もし、それで三学期に平均八十点以上が取れたら何でもしてやる！」

　なんでもしてやるって。

「いいな！」

　そう言い残して、高橋はさっさと鞄かばんを持って教室から出て行ってしまった。

　いいな、ってどういう意味でだ。

　……まあ、もう高橋もいないし。三学期になったら考えよう。







　クリスマスイブを四日後に控えた日曜日。パーティの準備は着々と進んでいる。飾り付け用のグッズや道具も集まっていた。これは前日に飾り付ければいいだろう。

　そしてその日の午後、クリスマスツリーも翔也の家からトラックで届いた。思っていた以上に立派なもので、家の天井にギリギリ届くか届かないかといったところだ。入れるのに、えらい苦労したぞ。

「それにしても、すげーツリーだな……。もっとミニサイズを想像してたんだけど……」

「まあ、姉貴が懸賞で当てたものだしな」

　俺が感嘆した溜息を漏らすと、翔也がそんなことを明かした。

「まあ、懸賞でもなんでもいいさ。ありがたく預からせてもらうよ」

「おう。せいぜい大事にしてくれ」

　クリスマスが終わったあとに、どこへ仕舞うかなんて考えるのは野や暮ぼだろう。

「これで、咲も喜んでくれるといいな」

　その独り言に、翔也は不思議そうに反応した。

「咲って……、お前、まだ誰か仲のいい女子でもいるのか？」

「……お前冗談でも怒るぞ。咲だよ。神楽咲」

「ああ、神楽のことか。ケッ、僕はお前みたいに女の子を名前で呼ぶのは二次元だけですから」

　なんだ、その妬ねたみ。

「というか、俺はいつも咲咲名前で言ってるだろ。何で忘れるんだ」

「惚のろ気けか、この万年モテ期野郎。僕は神楽のことを名前で呼びませんし」

　変な敬語になっているのはさておき。それにしたって、忘れるものだろうか？

「お前、咲の名前忘れてたんじゃないだろうな」

「まあ、正直言うと、少しだけ。いや、言われてすぐ思い出したけどさ」

　高橋も、翔也も咲のことが一瞬、頭になかったようなそぶりを見せている。

　もちろん、咲のことをすべて忘れてはいないんだけど、少しずつ彼女の印象が薄くなっているような。言うなれば、影が薄くなった感じだ。

　翔也と高橋のことだけで決めつけるのは早計だと思う。けど、不安の芽が摘つめるのなら摘んでおきたい。何事も心配しすぎていけないということもないだろう。

　翔也が帰った後、俺は理恵たちをはじめとするみんなに訊きいて回る。しかし、彼女たちはちゃんと覚えていた。

　これだけじゃ不安だったので、ゆうきに連絡を取って相談する。

「気にはなるな。だが、対応方法がない。今は見守るしかないだろう」

　確かにその通りなんだけど、何かの前兆のような気がして俺は不安だった。

　なんとかしたい。だから、少しでも情報を集めないと……。







　そして、クリスマスツリーが届いた、次の日の月曜日。

　学校の授業を終え、にわかに活気づく教室内で、今日バイトがない俺は時間があった。パーティの準備も順調だし、今のところ俺のやれることはない。

　咲のことを聞き回って、学校のみんなが覚えているかどうか確かめないと……。

「おーい、咲。それと、都筑」

　そう思っていたら不意に高橋からお呼びがかかった。しかも、咲も一緒だ。

「どうしたの愛ちゃん」

「なんか用か？」

　咲と俺がそれぞれ、高橋の下へ向かう。

「お前ら、今日暇だろ？　悪いけど、ふたりで買い物行ってきてくれ」

「え……？」

　咲が豆鉄砲を食らった鳩のような顔になった。

「このメモに書いてあるやつな」

　メモの内容を見る。ツリー用の飾り、クリスマス用チキンの予約、パーティ用のゲーム等々、リストには多数の品物が書かれていた。そして、それを買う用の店も明記されている。

「ふたりで？」

　咲が恐る恐る問うと、

「ふたりで」

　高橋は端的に返した。

　それを聞いた咲は、申し訳なさそうに俺をチラチラと見る。

　咲も最近は悩みがないように振る舞っているけど、俺と話す時は何かというと少し考えたり逡しゆん巡じゆんしたりするそぶりを見せていた。

「ほら、行った行った。閉まるの早い店もあるんだからさ」

　高橋にさっさと行けとばかりに強く促される。

「う、うん。わかった。じゃあ、行こっか。武紀くん」

　咲はそう言ってそそくさと教室を出て行った。俺もその後を追いかけようとしたが、その前に高橋に顔を向ける。

「ありがとうな、高橋」

　そして、小さな声で礼を言った。

　この買い物リストを見る限り、特に重たい荷物もない。俺か咲、ひとりでも充分なはずだ。だけど、敢あえて俺たちふたりで行かせるということは、高橋なりに気を遣つかってくれたのだろう。

「……うるさい。さっさと行けっての！」

　頰を赤くして怒る高橋は、久々にツンデレっぽかった。







　咲とふたりで学校を出た。なんだか、ふたりだけで外に出るのが久しぶりな気がする。

　ただ、今日の咲はとてもおとなしかった。今までなら話を絶やすことなんてなかったはずなのに、今日はまったく話題を振ってこない。

　こっちが振ればちゃんと返してくれるけど、あんまり長い会話ができなかった。俺と一緒にいることが落ち着かないのかもしれない。

　それでも、嫌がられていないのだったら――。

「武紀くん、お店着いたよ」

「えっ？　あれ？」

　思わず周囲を確認する。目の前に店があった。いつの間にか、最初の目的地に到着していたらしい。

　どこをどう歩いてたのか、さっぱり覚えてないぞ。

「いつの間に……」

「あははっ。ぼーっとしたらダメだよ？」

　咲は優しい微笑ほほえみを向けて、俺を窘たしなめてくる。その微笑みというのも、やっぱりいつもと違うんだよな。本来の咲であれば、ここは大爆笑をしていてもおかしくない。どこか俺に対して遠慮があるんだ。

「あー、ごめん！　変なこと考えてた」

　それでも平静を装い、冗談めかして謝る。今遠慮していることを指摘したところで、効果的とも思えないしな。

　ともかくしっかりしないと。高橋が作ってくれたこの機会に、少しでも咲の悩みを払ふつ拭しよくしなきゃいけないんだから。

　そして、俺と咲は店の中に入り、パーティグッズを買かい漁あさる。

「クラッカーがあるね。なんか久しぶりに見たよ」

「俺もだ」

「トナカイ用のコスプレだって。武紀くん、どう？」

「……できれば遠慮したいところだ」

　しかし、咲は気に入ったのか、それを買い物かごの中に入れてしまった。メモには書かれてないのに。まあ、咲がいいならいいけど。

　それにしてもほとんどのものが見るのも久しぶりな代物だ。クラッカーなんて買うの初めてだし。

　それから会計もすませ、ふたりで店を出ようと出口に向かったところで――。

　パンッと乾いた音が耳の間近で響き渡った。

「きゃあっ！」

　音に驚いて咲が咄とつ嗟さに俺の腕へと抱きついてくる。こんな時に考えることではないが、柔らかくて温かかった。俺自身も音に驚いて、心臓の鼓動がバクバクいっている。抱きついている咲にばれやしないか不安だ。

「あ、すいませーんっ！」

　音がした方を見ると女子高校生らしき三人組が頭を下げていた。その手には何回でも使えるクラッカーなるものがある。

「ほ、本当にすいません！」

　まあ、悪気もなかったわけだし。

　心臓の鼓動が完全に治まらないまま、俺たちは店を出た。

「驚いたな」

「そうだねっ。びっくりしちゃったっ！　……あ」

　俺の腕を抱いたままということに気づいた咲が慌てて俺から離れる。

「あ、ご、ごめんね……」

　さっきまでいつものテンションに近かったのに、あっという間に元の咲に戻ってしまった。その表情は暗い。だが、それはどちらかというと、我慢をしているようにも見えた。

　でも、やっぱり咲は無理をしている。自分の活発ささえも押さえつけるようにして、自分のやりたいことをやらないように辛抱しているんだ。

「咲……」

「ほら、武紀くん。次に行こうよ」

　俺が何か言おうとする前に、咲は足早に行ってしまった。







　高橋のメモに書かれた店を回りつつ、商品を吟ぎん味みしているうちに夕方を過ぎて、時間は午後六時となっていた。

　賑にぎやかな店が立ち並ぶ道路を歩いていると、咲がふと呟く。

「あ、時間……」

「あれ？　もうそんな時間？」

「ううん。まだ余裕はあるんだけど、今のペースで買い物を続けると門限に間に合わなくなるかも……」

「そっか」

　その辺り、咲の親おや御ごさんは特に厳しいらしいしな。

　メモを取り出して、リストを確認する。

「残る店は三つか……」

　ふたりで走って店を渡り歩くのもいいんだけど、慌ただしくなっちゃうよな。

　あんまりしたくない提案だけど、時間もないし仕方ない。

「じゃあ、残った店三つのうち、一店ずつそれぞれひとりで買いに行こう。それで最後の店は一緒に探すってことでどう？」

　俺がそう提案すると、咲は快く受け入れてくれた。

　待ち合わせ場所と時間を決めてから、早速分かれて行動を開始する。

　俺の向かう店はすぐ近くで、特に迷うことなく買えてしまった。待ち合わせ時間までまだ余裕がある。中途半端に時間が余ってしまった。

　――どうするかな。

　そう考えた矢先、綺麗に陳列された商品の輝きが目に入る。

「あら。君、確か……」

　店の前でその商品を眺めていると、横から声がかかった。店員さんだろうか。でも、どこか見覚えがあるような……。

「忘れちゃった？　好きじゃない女の人は思い出せない？」

　その声で少しずつ思い出してきた。この人は、前に咲とデートしたとき、アクセサリーを展示していたお姉さんだ。







　俺が待ち合わせ場所に向かうと咲はすでに買い物を終えて待っていた。

「ごめん。もしかして、待った？」

「ううん、大丈夫だよ。武紀くんもちゃんと買えた？」

「もちろん」

　買ったものを掲げてみせると、咲は満足したように頷いた。咲の方も買ったものを見せてくれる。どちらも問題なしだ。

「それじゃ、最後の店に行こうか」

「うん」

　商店街の道を通って、最後の店へと向かった。

　人通りの多い中、駅前の広場に出る。そこには大きな木が鎮座して、クリスマスにマッチした飾り付けをされていた。赤、青、緑、黄、白のイルミネーションが、木を彩るように配置されており、きらびやかに瞬いていた。

「きれい……」

　それを見て感じ入ったように囁く咲。確かに綺麗だった。

「俺らのパーティで使うツリーも、これぐらい綺麗にしてやろうよ」

「うん、そうだね……」

　咲は元気なく呟く。やはり、まだクリスマスパーティへの参加を躊ちゆう躇ちよしているのだろうか。

　いや、もっと最悪の事態も考えられる。

　咲はもしかしたら――。

「あ、武紀くん。早く行かないと。見惚れてたら、間に合わなくなっちゃう」

「あ、ああ。そうだな」

「ごめんね？　わたしの都合なのに……」

「いや、別に気にしてないって」

　……そう気にしたらダメだ。また思考の迷路で迷うだけなのだから。

　結局、訊かないと進まないのだ。もういい加減、覚悟を決めなきゃいけない。







　最後の買い物を終えて、俺たちは帰路についていた。

　冬の夜だからというわけでもないだろうが、道路には人気がない。そんな道を俺たちは静かにふたりだけで歩いている。

　そして、俺の家と咲の家の分岐路に差し掛かった。

「それじゃ、今日はこれでさよならだね」

「いや、家まで送るよ」

　元々そのつもりだし、送らない理由がない。

　だが、咲は頭を振った。

「ううん。その、武紀くんに迷惑だし……」

「迷惑なんかじゃない。だから、送らせてくれ」

「武紀くん……。でも……」

　咲は、なかなか承諾しようとしない。ここから咲の家までそこまで遠くはないのだから、気兼ねすることもないのに。

　あるいは、やはり――。最悪の想像が、脳裏をよぎる。

　訊いてもいいものかどうか、やはり悩んでしまう。

　だけど、八重さんは言ったはずだ。

『言いにくいことでも、思い切って言葉で伝えないと結果は出ないよ』

　言わなきゃ訊き出せない。訊かなきゃ前に進めない。

　だから――。

　口に出して、言葉を紡ぐんだ！　デリカシーや慎みは、今は心の隅に置け！

「咲。正直に答えて欲しい。俺と一緒にいるのは、嫌になったのか？」

　完全に直球。完全にど真ん中だ。遠回しな言い方もせず、修飾で誤魔化したりもしていない。

　それを聞いた咲は、

「そんなことない！」

　俺の期待に応えるかのように、否定をしてくれた。

　だけど、ならばなぜ、そんな悲しそうな顔をするんだろう。

「武紀くんのこと、嫌になったなんて絶対にそんなこと、ない……！　夢にだって、出てくるんだから……。いつだって、そばにいて欲しい。いつだって、甘えさせて欲しい。それに甘えてだってきて欲しい」

　咲は、絞り出すように悲痛な声を出す。

「だけど、また絶対に迷惑をかけちゃうから……」

　今の咲はあまりにも儚はかなく、消えてしまいそうなほど弱々しい。いつもの気楽さも、自信も感じられなかった。

「迷惑って何が？　俺は咲にかけられる迷惑だったら、そんなものを迷惑とは感じない。咲のために何かができるなら、俺はそれだけで幸せだよ」

　しかし、その俺の言葉に、咲は嫌がるように頭を振る。

　そして、言った。




「また、他の人を好きになっても？」




　咲の口は淡々と告げる。

「今は武紀くんを見ていられるけど、これが明日もそうかどうかはわからないんだよ？　気付いたらとかじゃなくて、気付かないうちに見ている人が変わってるんだよ？　少なくとも真田くんが出てきた時はそうだった！」

「咲、それは……」

「わたしは自分を人間だと思ってた。人間と変わらないって信じてた。でも、違う。結局、わたしは虚構の存在なんだよ。もしかしたら、今のこの感情や自我すら実在のものじゃないかもしれない！」

　聞き逃せない台詞せりふだった。反論するべき台詞だった。

　だけど、きっと咲は俺が人間だと断言したところで納得をしてくれないだろう。

　一時的にとはいえ、咲の好意が俺から正まさ樹きへと変わってしまったのは事実なのだから。

　フェアリーテールシステムとやらがその改変を行ったことがその時にわかったとしても、今の俺にはそれを防ぐ手立てもない。すぐさまどうにかする手段もない。必ず後手に回ってしまう。俺たちには何の武器もないのだ。

　だから、咲の言っていることを否定しても気休めにもならなかった。

「そんなわたしが、武紀くんを好きだなんて……言えないよ……！　だって、自分を信じることができないんだもの……！」

　咲の苦悩が伝わってくるようで……心が痛かった。だけど、これ以上の痛みを咲は感じているはずだ。だから、その苦悩を少しでも分かち合いたい。

　だけど、そんな苦悩をすぐに解決できてしまうような魔法の言葉を俺は知らないのだ。

「だから、か？」

　俺が声をかけると、咲が顔を上げる。

「もしかして、高橋とふたりきりにしたのって……」

　咲は迷うことなく頷いた。

「うん。現実の人とつきあって欲しいから……。愛ちゃんは、どんなことがあっても武紀くんを見ていてくれてる。そんな愛ちゃんにだったら、わたしは託せるから……」

　冗談じゃない。

　高橋が嫌いなわけじゃもちろんないけど、そんなことをされても困るのだ。

　ああ、俺はまだ魔法の言葉なんか持っていないさ。

　だけど、それでも俺の望みと想いだけは伝えないと……！　気休めにすらならなくても、言いたいことだけは伝えたい！

「咲。はっきりと言わせてくれ。俺からすれば咲は人間なんだよ！　れっきとした人間だ！　というか、一体どこにどんな違いがある？」

「武紀くん、わたしはちゃんと言ったよ？　気付かないうちに見ている人が変わってるって」

「だからなんだ!?」

　その言葉に咲はびくりと体を震わせた。

「絆きずなは必ず取り戻す。どんなことがあってもだ。たとえ、俺が何もかも忘れてしまっても、必ず思い出して、すべてを取り戻す！」

　それは根拠も何もない。ただの虚きよ勢せい。

　だけど、それがどうしたというのだ。

　大事なのは、それを成そうとする意志だ！

「見ている人が変わる？　そんなの他の人だって変わらない。好きな人が変わることなんて当たり前なんだ」

　言ってることが限りなく滅茶苦茶なことは自覚している。そもそも混同していい話ではない。

　いつの間にか変わっている意志と、自分で変えていく意志を、同様に捉えるなんて強引にもほどがある。

　それでも俺は言葉を繋げなければならなかった。

「お願いだから、自分で自分を追い込まな――」

　目の前の咲に、思わず、目を見張った。

　その言葉の先が――言えない。

　見間違い。勘かん違ちがい。空目。幻影。

『それ』を表す単語などいくらでも浮かぶが、今見ている『それ』がそうには見えない。




　咲の体は、まるで幽霊にでもなったかのように透けていた――。




　静寂がその場を支配する。

　何が起こった？

　しかし、俺が何かを訊こうとする前に、咲の体は元に戻っていた。

　そして、その咲によって沈黙は破られる。

「ごめんなさい……。ごめんなさい……。武紀くんの気持ちはすごく伝わってくるんだよ。すごく嬉しい。でも、わたし、こんなだから……。それに甘えるわけにはいかないから……」

　俺は咲が、正樹のことや世界改変について悩んでいるのかと思っていたけど……。

　もしかして、それだけじゃないのか？　まだ、俺の知らない何かがあるんじゃないのか？

「咲、今の――」

　しかし、咲は泣きじゃくり、その声はもう言葉になっていなかった。

「ごめ……な……さい……」

　かろうじて謝っていることだけはわかるけど、なぜ謝るのかもわからない。

「咲ちゃん、落ち着いて」

　そんな時、突如、横から声がかかる。そちらを振り向くと、咲の従姉である八重さんがいた。その八重さんは責めるような目つきで俺を見ている。

「泣かせちゃうのは、感心しませんよ。都筑くん」

「あ、の、どうしてここに……？」

　ここに八重さんが来たのは偶然なのか？

「咲ちゃんの家に用事があったから来ただけだよ。ここは必ず通る道だし」

　そう説明をして、八重さんは咲の背中を優しく擦さすった。

「それよりも、これはどうしたの？　前後関係がわからないから、都筑くんだけを責めるべきかどうかはわからないけど、とりあえず今日はこれで帰った方がいいと思うな。お互い、もうお話もできないでしょ？」












　そうかもしれない。だけど、さっき咲の体が半透明になってしまったことだけは、どうにか話をしなければいけない気がした。嫌な予感がする。

　しかし、八重さんの言う通り、咲は会話ができる状況じゃない。まずは一旦帰って、お互い落ち着いた方がいいのだろうか。

　いや、ダメだ！

「待ってくれ！　咲！」

　声をかけると、咲はびくりと肩を震わせてしまう。

「都筑くん！　さすがに怒るよ!?　明日にしなさい！」

　それを八重さんに咎められる。八重さんがいる限り、話はできそうもない。

「まずは頭を冷やして。ね？　都筑くん。それじゃ、これで失礼するから。ほら、咲ちゃん、行こう」

　結局、俺の不安をよそに、ふたりは分岐路の奥に消えていった。







　あの後、家に帰ってきた俺は、ゆうきに連絡を取った。すぐに咲の体が半透明になったことを伝えるが、ゆうきにも心当たりはないらしい。

『体が半透明になる、か。あり得ない現象だな。念のために訊くが、見間違いではないのか？』

「見間違いじゃない。暗かったけど、咲の体を通して向こう側が見えたからな。ただ、この現象は、たぶんだけど高橋や翔也が咲のことを少し忘れてた現象と関わってる気がするんだ」

『そうだな。ボクもそう思う。ただ、どちらにしろ、そんな症状は見たことも聞いたこともないんだ。藤田には訊いたのか？』

「さっきメールで訊いて……今、返信が来た」

　藤田から届いたメールを開く。だが、

「藤田も知らないらしい」

『そうか……。では、ゲーム的観点から考えてみよう』

「ゲーム的観点？」

『そうだ。最近、ボクらの身の回りに起こることはあまりにも仕組まれている感がある。君が僕に教えてくれた『正樹が言っていたこと』から推測すれば、ボクらは理由こそ不明だが、フェアリーテールシステムに踊らされているということになる』

「それが、ゲームとどう結びつくんだ？」

『まるで何かのゲームシナリオだな、と思ったんだよ。正樹のことも、今のこともだ。もちろん、確証はないがな』

「それでゲーム的な視点で事件を探ろうってことか」

『そういうことだ。そこで、仮に今回のことをゲームのシナリオだとしよう。神楽が半透明になって、みんなが少しずつ忘れている。では、次はどうなると思う？』

「それは……」

　ゲームとして考えたら、次に起こりうることはひとつしか予想できない。

　体や存在感が薄くなったキャラがシナリオ的にそれからどうなるかなんて、『消失』することしか考えられないじゃないか！

　嫌な予感が、怖おぞ気けとなって体中を駆け巡った。

「すまん、一回電話を切るぞ！」

　すぐに咲へ連絡を取ろうと携帯を操作する。ところが、そこへタイミングがいいのか、俺の携帯へ電話がかかってきた。スクリーンには、『神楽咲』と登録した名前と携帯番号が表示されている。

　条件反射のように、素早く通話ボタンを押した。

「咲！」

『………………………』

「……咲？」

『……武紀くん、ごめんね……』

「な、何でいきなり謝るんだよ？　どうしたんだ？　あれから大丈夫だったか？」

『ごめんね……。……っ。ごめんね……』

　しかし、咲は謝るばかりで他に何も言おうとしない。

　その声は少々震えていて、泣くのを堪こらえているみたいだ。

　そして、電話口で重要なことを伝える前準備のような、息を飲む音がした。

『きっと、大好きだから――』

　それだけ言って咲は電話を切ってしまった。こっちは何も伝えることができていないのに……！

　すぐにかけ直そう！

　携帯を操作し、着信履歴のリストを表示させる。

「……え？」

　勝手に、乾いた声が漏れてしまった。

　今の着信が履歴として登録されていない。そんなことがありえるのか？　携帯電話のバグか？

　いや、そんなことを疑っている場合じゃない。

　だったら、次の手段だ。

　携帯電話を操作して電話帳を表示する。だが、か行に『神楽咲』の名前が載っていない。念のために、電話帳を端から端まで眺めたが、咲の名前はどこにも載っていなかった。

　噓だろ？　ついさっき、スクリーンには名前が表示されたじゃないか。名前が表示されたということは、その番号が携帯に登録されているということだ。その番号がピンポイントに都合よく削除されるなんてありえないはず。

　信じられない。信じたくない。

　縋すがるように、俺は咲の携帯番号を直接入力した。電話帳なんかなくても、咲の携帯番号ぐらい覚えている。

　番号をすべて入力した後、通話ボタンを――押した。




『おかけになった電話番号は、現在使われておりません』




　何度かけても。いくらかけても。

　電話口からは、無味乾燥なアナウンスが虚むなしく響くだけだった。





[image: ]















　携帯を胸ポケットにしまう。

　明日にはすべて戻ってると思えるほど、楽観的になれるはずがない。

　今まで得てきた経験は、強く強く警鐘を鳴らしている。知らず知らずのうちに、汗が頰ほおを伝った。

　もう悩む時間も戸惑う時間も、とうに終わっている。今はもう行動を起こすべき時だ！

　即座に部屋を飛び出す。ジッとしていられない。まずは動け！

　そして、扉を開けた瞬間、

「きゃっ！　び、びっくりしたー……」

　廊下で雑ぞう巾きんがけをしていた四よつん這ばいの春はる姉ねえと鉢合わせした。俺が飛び出てきたのを驚いているようだ。ちょうどいい。確かめなければ！

「春姉！」

「な、なに？」

　春姉が驚いたように立ち上がる。その表情は、俺の慌てように戸惑っているようだ。

　春姉を狼狽うろたえさせてどうする。少し落ち着こう。冷静に冷静に。

　少し頭を冷やした俺はゆっくりと春姉に問い掛ける。

「咲さきのことは覚えてる？」

「え、咲ちゃん？」

　その呼び方だけですぐにわかった。少なくとも春姉は咲を忘れていない。

「どうしたの一体？」

「咲が、咲の番号が携帯電話のリストから消えたんだ」

「え……、どういうこと？」

「俺にもわからない。だけど……」

　春姉は一瞬、不思議そうな顔をしたが、すぐに俺が何を言いたいのか把握したようだった。

「もしかして、また何か起こったの？」

「咲に何かが起こったのは間違いないと思う。けど、もう確認しようにも咲に連絡が付かないんだ。だから、確かめるためにも、直接咲の家に行ってくる」

　春姉は納得したように頷うなずく。そして、真剣な表情で言った。

「待って。わたしも行く。夏なつ海みちゃんも理り恵えちゃんも呼ばないと」

「え？」

「わたしたちにだって無関係な話じゃないもの。違う？」

　違わない。このことは、他のみんなにだって他ひ人と事ごとじゃないのだ。

　俺が黙って頷くと、春姉は夏海を呼びに行った。その間に俺の方は、理恵とゆうきにも連絡する。

　そして、連絡してわかったことだが、俺たちは全員咲のことを覚えていた。

　家の前に呼び出した理恵と合流して、四人で咲の家へと向かう。ゆうきの家は方向が全く違う上に遠いので、彼女は直接咲の家へと向かってもらった。

　冬の夜、その空の下を大急ぎで駆ける。

　二十分にも満たないであろう、しかし永遠のように感じられた長い時間を走って、ようやく咲の家の近くまでやってきた。

　そして、目的地の前にゆうきが立っているのが目に入る。今の彼女の表情はひどく険しい。そして、その視線の先を見て俺は愕がく然ぜんとする。

「この家って……？」

　理恵が絶望したような声を漏もらした。その表情は何が起こったのかわからないというように困惑している。春姉と夏海の表情も似たり寄ったりだ。

　それも当然だろう。咲の家が建っていた土地には、完全に別の家が建っているのだ。咲の家の面影など影も形もない。

「見ての通りだ」

　ゆうきが短い言葉を漏らす。まるでどうしようもないと言わんばかりだ。

　咲がどうなったのかはまだわからない。とはいえ、こんな家ごといきなり消え失せるなんてことができるのはフェアリーテールシステムしかないだろう。

　けど――！

「俺は、また何もできなかったのか……！」

　咲の悩みを理解することもできず、悲しませたままで、俺はまた何もできなかった。無力にもほどがある。

　これで、どうして、みんなを愛してみせるなんて言えるんだ。

「都つ筑づき。気に病やむな。どうなったかなどまだわからないし、あの時点で君にできることはなかったはずだ」

　ゆうきが慰なぐさめるようにフォローしてくる。

「ああ、わかってる」

　気落ちしている場合じゃない。

　もうこれは起こったことだ。起こってしまったことに取り返しはつかない。

　ならば、取り戻す。

　それが俺の役目なんだから。俺はそれを誓ったのだから――！

　考えろ。考えろ。考えろ！　今までの経験をすべて引き出せ！

　少しでも咲の情報を得るために！

「まずは状況確認をしよう。ゆうきも含めて、咲のことはみんな覚えているんだよな？」

　みんなを見渡すと、全員がこくりと頷く。咲についての基本的な印象や情報は全員同じだ。俺たちは咲について全員が情報を共有できている。

　だとすれば、もうここに用はない。一旦家に帰ろう。ただ、その間にやれることはやっておきたい。

　本当にフェアリーテールシステムによるものなのかどうかに関しては、翔しよう也やたちに聞けばすぐにわかるはずだ。

「ちょっと翔也と藤ふじ田たに電話する。悪いんだけど、理恵は携帯電話で咲の情報がどこかにないかどうかネットで調べてくれないか？」

「どういうこと？　武たけちゃん」

「まずは咲が消えたのか、どこかに移動したのかを見極める。咲は、関東に知らない男子高校生がいないなんていうアイドルのような知名度を持ってる。どこかにそれらしい情報がひとつでもあれば、少なくともこの世界には存在してて単純に移動しただけということになる」

　個人情報の保護の観点から言えば、そんな情報があること自体どうかと思うが、今回に限って言えば重要な判断ができる要素だ。

　いきなり話を振られた理恵は、携帯電話を手に持って戸惑った。

「でもあたし、ネットでの調べ方とかがわからないんだけど……。ごめん……」

　理恵はインターネット関連には疎うとかったな。でも、その辺りに強い奴はいる。

「調べ方だったら、ゆうきが知ってるはずだ。ネットでの情報収集ってできるよな？」

　俺はゆうきに向き直る。ゆうきは頷いた。

「パソコンで調べることは可能だが……。ボクは携帯を持ってないから、そっちの扱い方はさすがにわからないぞ」

「理恵の携帯はフルブラウザがプリインストールされてる。そこからパソコンのネットと同じように調べることができるはずだ。情報には高い精度も強い確度もいらない。咲がいるという可能性さえ確認できればいい」

　フルブラウザは携帯で、普通のパソコンと同じようにウェブを閲えつ覧らんできる代物だ。出てくる情報も同じになる。インターネットができる人間なら問題なく使えるはず。

「なるほど。できるということなら秋あき原はらと協力して何とかやってみよう」

　そして、理恵とゆうきはお互い相談しながら、携帯を操作し始めた。

　その間に、俺はまずは翔也に電話する。相手はすぐに出た。

『おう。どうした、武たけ紀のり』

「翔也。ちょっと真面目に答えてくれ。神楽かぐら咲って知ってるか？」

　俺の声で俺の雰囲気を察したのか、翔也は真剣な声で答える。

『知らないな。誰だ、それは？』

　そして、咲のことを忘れていた。

　ということは、少なくとも近くに咲はいない。咲の知名度は、関東圏にのみ通じる設定のはずだ。近くにいれば、翔也が知らないということはまずありえない。

「……わかった。サンキュー」

　礼を言って電話を切った。

　そして切ってから世界改変に対する怒りがさらに湧き上がる。

　クラスメイトで仲が良かったというのに、翔也から咲の記憶を奪い取ってしまった。こんな理り不ふ尽じん、どうしても許せない。思わず、強く携帯を握りこんだ。

「たーくん」「お兄ちゃん」

　春姉と夏海が、俺の手にそっと手を重ねてくる。冷たくなった手に、ふたりの温もりが優しく伝わった。

「焦らないで。ね？」

「今のお兄ちゃん。ちょっと怖い」

　ふたりが俺を窘たしなめる。確かに少しずつ余裕がなくなっていた。指摘されるまで、気付かなかった。

「ほらほら、深呼吸深呼吸。急ぐなとは言わないけど、焦っちゃダメだよ？」

　春姉の提案に従って深呼吸する。

　深く息を吸うと、冬の冷たい空気が肺を満たした。入れた空気を戻すように、息を吐き出す。

「悪い空気はなくなっちゃえー」

　夏海が俺の吐き出した息を手で掻かき回まわす。その姿がなんだか可愛らしくて癒いやされた。

　なんだか焦りを生み出していた悪い空気が、本当に吐き出された気がする。

　うん、大丈夫。もう冷静だ。

「……ありがとう、春姉、夏海」

　ふたりは口々に「どういたしまして」と返してくれる。

　よし、次は藤田だ。もっとも、あいつの場合はおそらく――。

『はい。藤田です』

「おす。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

『今度は間違い電話ではないみたいですね。なんでしょう？』

　藤田は冗談めかして言う。そう言えば、前の時は間違い電話だったな。まあ、それはこの際どうでもいい。

「聞きたいことはひとつだけだ。神楽咲って知ってるよな？」

『え？　ええ、それはまあ……。あのポニーテールの女の子ですよね？　うちの学校でも噂うわさされてる時がありますし……』

　やはり藤田は覚えていた。ゆうきが覚えている時点で予想はしていたが、この差はやっぱり設定者だからか？

　あとは、俺たち『エターナル　イノセンス』とは関係ない『メモリーロンド』のヒロインである前まえ羽は良らさんの問題か。もっとも、彼女も覚えていそうな気がする。正まさ樹きが現れた時も、ちゃんと俺を認識できてたしな。

　藤田に今置かれている事情を話し、念のため前羽良さんに聞いておいてくれと頼んで電話を切った。

　これでほぼ間違いなくフェアリーテールシステムが原因だと断定していいだろう。一般人の翔也が忘れていて、設定者の藤田が覚えているのだから。

「都筑。大まかに調べてみたぞ」

　ゆうきが理恵の携帯で検索を終えたらしい。

「結果は？」

「神楽の名前はまったく見当たらない。似たような名前がヒットするのみで、彼女のフルネームは見当たらなかった。特徴を検索したり、その手の情報が集まる掲示板も見てみたが、神楽に関係するようなテキストはどこにもない」

「そっか、ありがとう。それにしても、まったく見当たらない、か」

　そうなると日本にはいないか、あるいはもう現実にいないということか。

　いや、フェアリーテールシステムが今までしてきたことを考えれば、まったく別のケースということも考えられる。俺たちからすれば予想外のことをやっているかもしれない。単純に、咲の『関東一円で知らぬものはいない』という設定がなくなっただけでも、俺たちが捜すことは困難となるのだから。

　ただ、なんとなく咲はもう現実にはいない。そんな気がした。

　心の中にぽっかりと空いてしまった隙間。この感覚は、以前みんなが一度消えた時のものとかなり似通っていた。俺の主観でしかないから、絶対にそうだと証明する手段などないのだけど……。

　しかし、どういうケースにしろ、一点だけ確実な疑問がある。

　なぜ、みんなが記憶を失っていないのか、だ。今回のケースでは、理恵や春姉、夏海たちも覚えている。以前順々に消えたときは、みんな忘れていたというのに……。夏海が消えた直後、春姉は夏海のことを聞かれて「誰？」と問い返したはずだ。

　もっとも、フェアリーテールシステムの意図も目的もわからない以上、理由は探りようがないのだけど……。

「家が消えたってことは、咲ちゃんのおじさんとおばさんもいなくなったってことだよね」

　ふと、春姉がぽつりと呟つぶやいた。

　その呟きを理恵が不安そうに引き継ぐ。

「従姉いとこの八や重えさんも消えちゃったのかな……」

　あれ？

　今の春姉と理恵の言葉に、少し引っかかりを覚えた。

　咲が消えたから、従姉の八重さんも消える？

　いや、違う。夏海が消えた時に、春姉はちゃんといたはずだ。そう考えると消えた時に、血の繋がりや関係は考慮されないのか？

　だとすれば……。もしかしたら八重さんはいるかもしれない。そして、咲が現実に存在しているのであれば、従姉の居場所を知っている可能性は高そうだ。

　思い立ってすぐ、俺は上司に連絡を取った。

『都筑くんか。どうした？　明日は休みとかか？』

「夜分遅くにすいません。聞きたいことがあるんです。変なことを言うかもしれませんけど、あまり気にしないでくれると嬉しいです」

『？　よくわからんけど、とりあえず言うだけ言ってみな』

「神楽八重って人を、ご存じですか？」

　希望に縋すがるように声を出す。

　そして、上司から返ってきた言葉は、

『誰それ？　犯罪者の名前か？　それともドラマの登場人物かね？』

　まるでその名を初めて聞いたというような言動だった。俺はお礼を言ってから、電話を切る。

　これで、情報源の可能性はすべて絶たれた。現状ではこれ以上咲を捜しようがない、か……。

　一旦、家に帰ろう。こんな冬の夜に歩き回ってみんなに風邪をひかせるわけにもいかないし……。

　そう思って帰ろうとしたところで、唐突にゆうきの表情が変わった。

「すまない。全員少し静かにじっとしていてくれ」

　ゆうきが鋭い口調で告げる。周囲に視線を巡らせ、警戒をしているようだった。顔を顰しかめながら、ポケットの中に手を入れ、何かを取り出す。明石あかし葵あおいの設定から考えれば、おそらくはゲーム中でも時々使っていた投とう擲てき武器だろう。

　そして、それを目の前にある家の屋根へと投げつけた。カツッと小気味よい音が届く。

　それから、ゆうきは目を細め、不可解そうな顔になった。

　結局、なんだったんだ？

「すまないな。勘かん違ちがいだったかもしれない」

「どうしたんだ？」

「……いや、ボクらを見ている視線を感じたんだ。気のせいだったみたいだけどね」

　状況が状況だけに、なんだか不気味だ。







　あの後、何もわからずじまいで朝を迎えた。もちろん、咲が戻っているはずもない。

　携帯電話に咲の名前は登録されていないし、ネット上にそれらしい情報が出てきてもいなかった。

　こうなってくると、頼れる相手は限られてくる。

　俺の中でフェアリーテールシステムの情報を知っていそうな人といったらひとりしかいない。高たか橋はしの家に行った時、不思議な言動で助言をしてくれた暎えい那なちゃんだ。

　高橋が何も知らないであろうことを考えると、正直幼い彼女に頼ることは憚られる。だけど、もう手段を選んでいられない。何かを知っていそうなのが彼女しかいない以上、頼れるのは彼女しかいないのだから。

　高橋を通すのが筋だろうが、高橋に詮索されたりすると、フェアリーテールシステムについて話さなくてはならなくなる。高橋が知っているというのなら別だが、彼女を巻き込むのは避けるべきだろう。

　高橋の家の学区から通っていると思われる小学校を調べて、『瀬せ都とヶが谷や小学校』という学校に行き着いた。朝、小学校の校門近くで張って、暎那ちゃんを待つ。

　一歩間違えることもなく、変質者やストーカー呼ばわり確実だ。ただでさえ、前回の時も褒ほめられない行動を取ってたし、警察に捕まる日も近いかもしれない。

　……そんな洒落しやれにならなそうな冗談はさておき、多数の小学生が行き交う中、ランドセルを背負った暎那ちゃんはやってきた。

「暎那ちゃん！」

　暎那ちゃんに近づいて声をかける。彼女はこちらに向き直り、首を傾げた。

「あ、この前の……。都筑武紀さん……。おはようございます」












　よかった。覚えていてくれたらしい。暎那ちゃんは、行儀よく頭を下げて挨拶をしてくれた。

「おはよう。ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

「私に、ですか……？」

「単刀直入に聞くんだけど、フェアリーテールシステムってわかる？」

　そう言うと、暎那ちゃんは少しだけ困惑したように目を瞬かせる。

「一応……」

「本当に!?　なら――」

「ただ、私は記憶喪失で重要な情報をすべて忘れているんです……」

　記憶喪失……？

　そんな馬鹿な。あれだけの助言をしてくれたのに？

　いや、もしかして、この前の時はその記憶を思い出しているような状態だったということか？　あの時の彼女は、目が虚うつろだったりして、普段と違っているように感じたけど……。

「お願いだ……！　君しか、いないんだ……！　知ってることを教えてくれ……！」

　縋るように願い出る。しかし、俺の期待を打ち砕くかのように頭を振って、彼女は短く否定した。

「ほとんど、知らないです……」

　こうなると、もう手の打ちようがない。それでも、何かを知ってそうなのはこの子しかいないんだ。

　暎那ちゃんの肩を摑つかんで顔を近づけた。自分でも抑えきれないぐらいに、焦っているのがわかる。

　暎那ちゃんが、少しだけ驚いたように目を見開いた。

「お願いだ……。大事な人が消えてしまったんだ……！　頼れるのは、暎那ちゃんしかいないんだよ……」

「それなら――」

　暎那ちゃんが何かを言おうとしたところで、横から伸びてきた手に俺の腕が摑まれる。ものすごい力で強制的に暎那ちゃんの肩から手を外されてしまった。

「幼いたい気けな小学生に何をやってるんだ、お前さんは――って、確か愛あい子こちゃんの友だちじゃないか」

　俺の腕を摑んでいるのは、高橋の知人の男性だ。確か高橋は義よし人ひとと言っていたな。

　直接会うのは、春姉と夏海を取り戻すために、空港まで送ってくれた時以来である。ここの小学校の教師だったのか。

　もしかして、今の会話を聞かれていたのだろうか？　知らない人が聞いていたら、相当意味不明な会話だった気もするけど……。

「暎那ちゃん、行って行って」

　義人さんにそう言われた暎那ちゃんは、俺を見つめて逡しゆん巡じゆんした後、正門を通って学校の中に入ってしまった。

　彼女に何も聞けなかったら、きっかけが何も摑めない。とっかかりもないのだ。俺はなんとか彼女を追いかけようとする。だが、義人さんが摑んでいる力はあまりにも強く、離してくれそうになかった。

「暎那ちゃん……！」

「おっと。行かせるわけにいかんなぁ。ＹＥＳロリータ、ＮＯタッチ。ロリコンであるのは構わないが、実際に幼女たちに触ったりして汚すのは最悪下劣人間のカスだということだ。俺の敬愛する雑誌のキャッチコピーだが、いい言葉だと思わないか？」

「そ、そんなことどうでもいいです！　彼女じゃないと……」

「お前さんにどういう事情があるか知らないけどな。さすがに学校の正門前でこんな不審なことをやられると困る。いや、オレが困るのは一向に構わんが、子供たちを困らせるのは許せん。ちょっと、自分自身の行動を省みてみるといい。少しは変質者のような行動だという自覚はあるか？」

　それを指摘されてしまうと、何も言えない……。

　肩を摑んだ時の暎那ちゃん、表情の変化がわかりづらかったけど、あれは怖がっていたのかもしれない。

　言われてようやく自分の行動が目的のためとはいえ、行き過ぎであることに気付けた。

「ん、多少は反省できるようだな。なら、今後はこんなことを二度とやらないことだ。オレも教師なんでね。本当ならお前さんを警察に突き出すべきかもしれないが、愛子ちゃんの知り合いということに免じて今回は止めておこう」

「す、すいません……」

「わかったのなら良し。お前さんもロリコンならちゃんと弁わきまえてくれよ。ＹＥＳロリータ、ＮＯタッチ。ほら、復唱」

「え……。あの、俺は別にロリコンというわけじゃ……」

　夏海は好きだけど、小さいから大事な妹ってわけじゃなくて、大事な妹が小さかったってだけだし。翔也には『そんな理屈通じるわけねぇだろ』と言われるだろうけど。

「ノリの悪い奴だな」

　不機嫌そうに、そんなことを言われても困る。

「復唱するのが嫌なら、今日はさっさと自分の学校に行け。今から行けば、二時間目までには間に合うだろ」

　学校か。もう今日は暎那ちゃんに会えないだろう。少し、俺も頭を冷やして改めて暎那ちゃんと話をするべきかもしれない。

「……復唱するのは嫌なので、学校行きます」

「おう、行け行け。学生は勉強が本分だ。授業料だってロハじゃないんだぜ？」

　まったくだ……。

　仕方ない。大人しく学校に行こう。

　だが、引き返そうとしたところで呼び止められた。

「あ。お前さん、ちょっと……」

「なんでしょう？」

　しかし、義人さんは俺を呼び止めたものの、そのまま口を噤つぐんでしまった。まるで何かを言おうか言うまいか、躊躇ためらっているかのようだ。やっぱり、警察に行こうとか言われてしまうのだろうか。

「……いや、すまん。やっぱり、なんでもない。呼び止めて悪かったな」

　よくわからなかったけど、なんでもないのであればここにいる必要はない。結局、なんの成果もあげられなかったが、今は大人しく学校へ行こう。







　その日、二時限目から授業に出た。学校では咲がいない状態でも、みんなはいつもと変わらぬ日々を過ごしている。

　咲がどこに行ったのか調べる方法を考えていると、あっという間に学校も終わり、もうバイトの時間だ。もちろん、いい考えなど浮かんでいない。授業にも集中できなかった。悪循環にもほどがある。

　フェアリーテールシステムみたいな奇跡を体現したような代物にどう太刀打ちすればいいか、打開するためのきっかけすら見えてこない。

　学校を終えてからバイトに行くと、八重さんは来なかった。もちろん、誰も八重さんのことを覚えていない。

　咲が消えることで矛む盾じゆんが生まれるから、親御さんも八重さんも家と共に連れだって消えたということだろうか。いや、記憶を改変できるのであれば親御さんに『娘はいなかった』と改変すればいいだけの話のような気もするし……。

　結局、悩んだまま早々にバイトも終わってしまった。本当にあっという間だ。いつもだったら早く終わるのは嬉しいのに、今日はまったく嬉しくない。

　帰り支度を整えて、帰路につこうと倉庫を出たところで理恵とゆうきが待っていた。

「お疲れさま、武ちゃん」「毎日、精が出るな」

　ふたりが口々に労いの言葉をかけてくれる。

　俺は挨拶もそこそこに本題に入った。

「何かわかったか？」

　ゆうきは頭を振る。やはり成果は芳しくないらしい。もっとも、まだ一日しか経っていないのだけど……。

「手掛かりが何もなしではな……」

「あたしも調べてみたけど、まったくと言っていいほど何もないの……」

　俺たちは人捜しのプロでもない。手掛かりなしに捜すことは無謀に等しい。

　結局、今日も何もわからないままか……。せめて俺も動ければ――いや、俺にできることなどたかが知れているかもしれないけど……。

「ところで、都筑。ちょっと聞きたいことがある」

　ゆうきが神妙な表情を浮かべて尋たずねてくる。珍しいことに、どこか警戒をしているような表情だ。

「どうかしたか」

「君の周囲を探っている奴がいたが、心当たりはあるか？」

「え……!?」

　俺を探ってる？　なぜ。心当たりなどないぞ。

「もしかして、咲の家があった場所で俺たちを見てたっていう？」

「そっちとはおそらく違う。はっきりと見ていないから、絶対とは言えないが気配が違っていた」

「はっきりと見てないってことは、朧おぼろ気げには見たってことか？」

　そう尋ねると、ゆうきはゆっくりと頷いた。

「どんな奴だった？」

「背が高かったぐらいしかわからない。こちらが近づくと即座に逃げて姿をくらましているからな」

「……淡々と言ってるけど、それってお前を撒まけるぐらいにとんでもない奴ってことじゃないのか？」

「そう。だから、何か知っているかと思ってね」

「いや、わからない……。そんなことできる奴に心当たりはないぞ」

「敵意らしきものがなかったから深追いはしなかったが一応伝えておくぞ。念のために、警戒はしておくべきだと思う」

「了解。ありがとう」

　俺の問題だっていうのに、ゆうきは心配してくれる。その心こころ遣づかいがすごく嬉しい。

「とはいえ、君に警戒をしろと言っても、相手がボクと同程度の身体能力を持ってる奴ではどうしようもないか」

「まあ、情けないがそうだな……」

　しかし、誰なんだ。俺を探るなんてそんな物好きは。本気で心当たりがないのだが……。気掛かりが増えてしまった。

　俺が襲われたりする分にはまだいいが、他のみんなに迷惑がかからないようにしないと……。

「なんなら、ボクが君の家で警戒していた方がいいか？」

「え……、いいのか？」

「君や彼女たちが良ければ、ボクは構わない」

「助かる。理恵、いいよな？」

　しかし、理恵を見ると、そこには不満そうな顔があった。

「武ちゃんはもう少し女の子を家に泊めるっていうことが、どれだけ重大なことか知るべきだと思うよ」

　そして、拗すねたように言う。

「秋原、少し誤解をしている。単純に都筑は、ボクを女扱いしてないだけだ」

　ゆうきがフォロー。確かに女の子というよりは、頼りになる同志という見方の方が強い。でも、女扱いしてないつもりはないんだけどな……。

「……むー」

　理恵はゆうきのフォローにも納得をしていないようで、未いまだにその不満そうな表情を崩さない。

　しかし、少し考えた後、人差し指を立てて忠告してくる。

「変なコトしちゃダメだからね、武ちゃん」

「しないよ！」

　慌てて否定した。変なコトってなんだ。

「……してきたら、叩き折るぞ」

「だからしないってば！　というか、何を折るの？」

　信用がないようで悲しい。……信用してもらえるように、これからも一層頑がん張ばろう。







　ゆうきが俺の家に泊まるということで、着替えを持ってくるらしい。

「一度、家に戻らせてくれ」

「じゃあ、俺も付き合うよ」

「好きにするといい」

　そして、ゆうきが一歩踏み出した時、彼女はその足を止めた。

「どうし――」

「しっ……」

　ゆうきが短く声を発し、俺と理恵はそれに従い黙った。雰囲気だけでも静かにしろと言っているのがわかる。何が起こったんだ。さっき言っていた俺を探ってるとかいう奴か？

　ゆうきが油断なく見据えている先を見やる。街灯が少ない暗闇に覆われた道路。そこには誰もいない。

　……いや、遠い上に暗くて見えていないだけだ。少しずつ近づいているのか、そこにいる何かは徐々にはっきりとしてきた。さらに目をこらすと、うっすらと見え始めてくる。

「あ。都筑くんたちだ。偶然だね」

　そして、闇の中から現れたのは八重さんだった。

「あ、八重さん。こんばんは！」

　理恵が嬉しそうに近づく。

「よかった……」

　小さく呟く理恵。頭にはきっと「消えていなくて」という言葉が付くはずだ。

　俺も正直意外だった。八重さんは消えてなかったのか？

　……いや、おかしい。バイト先のみんなは、八重さんを『誰のことだ』とまるで初めて聞いた名前のように言っていた。だというのに、なぜ八重さんは俺や理恵を覚えているんだ？　バイトでいなかったことになっているのだから、環境も変わっているはず。

　今俺の目に映っている八重さんの姿は変わらないというのに、なぜか別人のように見える。あまりにも嫌な予感がした。

「理恵、離れろ！」「秋原、こっちに戻れ！」

　思わず叫ぶ。俺の叫びと同時に、ゆうきも叫んだ。ゆうきも察したのか？　理恵は驚いたのか、俺たちの方へと振り返る。そして、「どうしたの？」と疑問を口にした。

「……もう。危険人物みたいに言うなんて、ひどいなぁ。都筑くんは私と知らない仲じゃないのに……」

　確かに知人を危険視するのはどうかと思う。だけど、何かが腑ふに落ちない。その違和感が、俺の頭に最大の警戒をしろというように、うるさく警鐘を鳴らしていた。

　ゆうきが一歩前に踏み出す。

「ボクの目を誤ご魔ま化かせると思うな」

「誤魔化すなんて……。私、いつもと変わらないのに……」

　そう、いつもと変わらない。

　俺には違和感の正体がわからないが、ゆうきは躊ちゆう躇ちよすることなく言った。

「では、聞こう。魂たましいをふたつ宿しているのはなぜだ？」

　ゆうきは、人の魂を見ることができるという特殊な目を持っている。魂を斬り、それを封印する退たい魔まの能力。

　だけど魂がふたつ？　どういうことだ？　以前、前羽良さんがその身に自分の魂と前世の魂のふたつを宿していたが……。八重さんにそんな設定があるとは思えない。彼女のシナリオはわかっていないけど、そこまで突飛な物語になるとは考えにくいからだ。

「うーん、困ったなぁ……。うふ。うふふふふふふ……」

　八重さんは上品に笑い、そして、

「さすがに、明石葵の能力を持っているだけはありますね」

　八重さんが知っていてはならないことを――告げた。

「明石葵の架空能力エレメント『人物クラス閲えつ覧らん用よう網もう膜まく』。新しいクラスを作って神楽八重に重複デユプリケートしましたから、確かにそのエレメントを使われれば発覚してしまいますね。お見事です」

　続けられた言葉は、まったく意味不明だった。

　架空能力エレメント？

　人物クラス閲覧用網膜？

　神楽八重に重複デユプリケート？

　言っていることが、何ひとつ理解できない。

　だが、もはやこの人が八重さんではないことは明白だ。そして、フェアリーテールシステムについて知っているということもわかる。人物クラス。エレメント。いくつかの単語を、あの白い空間で聞いたことがあるからだ。

　緊張で、口が乾き始めていた。理恵は目の前の女性が放つ不気味な空気を感じ取ったのか、後ずさりして俺たちの方に戻ってくる。

「あなたは、誰だ……？」

　静かに問う。

「フェアリーテールシステムの管理用最上位ＡエーＩアイ〝トリア〟麾き下か、その上位ＡＩ、Ｎｏ．３８です」

　すると、八重さんの体をした何者かは、隠すことなくあっさりと答えた。

「そうですね。３８の当て字で沙さ耶やとでも呼んでください」

「そんなことどうでもいい！　フェアリーテールシステムのＡＩだって……？」

「ええ。『架空の情報媒体コンテンツを現実に投影する』フェアリーテールシステム、その目的へ至るために状況を管理しています」

　あまりにもいきなりすぎて、困惑するしかない。頭の中で冷静になれと繰り返しても、頭の中の混乱は収まる気配を見せなかった。

　そもそも、なぜここに来てそんな相手が俺たちの前に出てきたのか理解できなかった。きっと目的はあるのだろうが、それが全く見えてこない。

　そして、俺の戸惑いを余よ所そにその沙耶と名乗る管理者は続けた。

「さて、あなたは神楽咲を捜しているのでしょう？」

　その一言が沸騰していた俺の頭を急速に冷却する。

「咲のことを知っているのか!?」

「ええ、もちろん知っていますよ。ワールドレイヤークラス名『エターナル　イノセンス』レイヤーのキャラクターナンバー１、人物クラス『神楽咲』。彼女をアカシックサーバーに送ったのは、私ですからね」

　アカシックサーバー。それは正樹が口にした単語だ。




『一度、投影されたキャラクターは現実から消失する時、アカシックサーバーと呼ばれるデータベースに記録される。つまり、現実から姿が消えても情報が残っているわけだ。お前が再投影した時に、みんなの記憶が残っていたのもそのせいさ』




　何らかのデータベース。そこに咲は送られたというのか？

「何の目的で！　一体、何が目的なんだ!?　俺だったら、なんでもしてやる！　だから、さっさと咲を返してくれ！」

「無理ですね。我々は彼女が発症させたバグを取り除くために、彼女に近づいたのですから」

「バグ、だと……？」

「ええ。私の話を聞いた『神楽咲』は、自らアカシックサーバーに入ることを決断したんです。私だって、好きでこんなことをしてるわけではありません。従姉ですからね」

　何が従姉だ。従姉の存在を乗っ取った別人じゃないか！

「一体どんなバグだってんだ……！　咲の体が消えかけたことと関係があるのか」

「うふふ、なかなか察しが良くなったようですね。順調に主人公として成長しているようで、こちらとしても嬉しい限りですよ」

　楽しそうに言いながら、沙耶はさらに説明をしてきた。

「彼女があのバグを発症している時点で、結局はそのうち消える運命にありました。消えるのが早まっただけですよ。大問題にならないうちにね」

「勝手なことを言うな！　だったら、何で俺たちに何の相談もなしに咲は自分から消えたんだよ……！」

「乙女おとめ心ごころじゃないですか？」

　まともに取り合ってないのが明白にわかるふざけた口調に、少し切れかけてきた。俺は思わず、目の前の得体の知れない相手に近づこうとする。

　だが、そこをゆうきに手で制された。

「焦るな、都筑」

　そして、細長い袋から木ぼく刀とうを取り出す。

「捕まえてから、すべてを聞けばいい」

　肌に突き刺さるような、鋭利で冷徹な声。ゆうきは有無を言わせず、目の前にいる沙耶と名乗る管理者に対して攻撃を開始した。その木刀の振り下ろしはかろうじて目で追えるほどの速さ。俺が相手なら、言うまでもなく一撃目で勝負は決まっていただろう。

　だが――。

　沙耶はゆうきの鋭い攻撃を悉ことごとく紙一重で躱かわしていた。

「速いですね。さすが、人間を超えた能力を宿しているだけはあります。しかしですね。あなた方の能力は我々が管理してるんですよ？　その管理者が『カスタマー』や『ビジター』よりも弱かったりしたらお話にならないでしょう」












　あくまで余裕の沙耶。ゆうきの表情が見る見るうちに険しくなっていく。

　その攻撃は、こちらから見ていてもわかるほどに当たる様子がなかった。ゆうきが振り下ろす木刀がほとんど見えないというのにだ。

「それにまだまだその力を使いこなせていません。伊い藤とうゆうき。あなたの方は少々成長が遅いですね。神楽咲の家があった場所でも見つかりそうになったので、もう少しできるようになっていると思ってましたが」

「あの時の気配は貴様か！」

　ゆうきが怒鳴るように叫ぶ。咲の家があった場所でゆうきが感じた気配はこいつだったのか。

　ゆうきはさらに木刀で鋭く突きまくるが、やはりすべてが躱されていた。

　あのゆうきが手も足も出ないなんて、目の前で起こっていることなのに、自分の目を疑ってしまう。

「もっとも、こちらでは私もできることが限られるのですけど」

　そして、沙耶の方はあくまで余裕の態度を貫いている。弄もてあそばれているのは明白だった。

　何もできないのではないか？　俺たちをそんな絶望的な空気が覆う。

　その瞬間――。

「いいことを聞いた」

　聞き慣れない低い声がその場に響いた。同時に絶望的な空気を切り裂くような鋭い風切り音。

　棒状の武器による一撃。

　沙耶の頭部を狙ったその一撃は、すんでのところで躱されてしまった。だが、次は当たるのでは？　と思わせるには充分なほど鋭い一撃だった。

　その攻撃は、ゆうきよりも速かったわけでもない。それでも、沙耶はその攻撃を避けるのが精一杯だった節がある。その表情は、それを忌いまわしいと思っているかのように歪ゆがんでいた。

「躱されちまったか。とはいえ、隙すきはありそうだ。それにしても、フェアリーテールシステムのＡＩとは珍しいね」

　全然珍しくなさそうに軽口を叩くその人は、今朝も出会ったロリコン教師。

「義人さん？」

「おう。正義の味方二号の義人さんだ」

　その手には伸縮自在な警棒が握られていた。

　どう考えてもさっきの一撃って、この人が放ったものだよな……。

　なぜここにいるのか、どうして今みたいな一撃を放てるのか、正義の味方二号って何だとか、訊きたいことは山ほどあるが、あまりにも唐突すぎて何から訊くべきかまったく纏まとまらなかった。それに、何かを訊ける雰囲気でもない。

　そして、ゆうきも理恵も何が起こっているのか、俺と同じでわかっていないのか、その光景を窺うかがうように眺めていた。

「確認。ワールドレイヤークラス名『キセキ』。レイヤーのキャラクターナンバー８、人物クラス『鞍くら田た義人』。……なるほど」

「存じ上げております、ってか」

「データを参照すればすぐにわかります。なるほど、あなたの『カスタマー』は――」

　沙耶の言葉を最後まで言わせることなく、義人さんはその手に警棒を持って振りかぶる。不意に振り下ろした一撃は沙耶に擦かすったようで、その頰に小さく腫はれた線を作り出した。

　沙耶は諦めたように溜息をひとつ吐く。

「人の話を最後まで聞かないとは……」

「育ちは良くないもんでね」

「なんにせよ、もう今回の目的は達成しましたし、そろそろ私は姿をくらませるとしましょう」

「逃がすと思うか？　ここには特殊能力持ちだっているんだ。なあ？」

　義人がゆうきへと顔を向ける。義人さんに視線を向けられたゆうきは、はっとしたように反応して、木刀を沙耶に向かって構えた。

「この世界のこの体でおふたりと戦うのはさすがに辛いですが、逃げる分には特に問題ありませんよ」

　義人さんとゆうきに睨にらまれていても、沙耶は余裕綽しやく々しやくな様子だ。

　そして、沙耶が腕を天に向かって突き出すと、

「それでは失礼」

　彼女の手から何百もの蒼あおい細かな雷が逬ほとばしる。その小さな雷は一瞬で彼女の体が見えなくなるほど増殖し、球体となった。

　その中心部から小さなアナウンスが、微かすかに響き始める。

「ＡＩＮｏ．３８。exit帰還コマンド、受理」

　その瞬間、バチンという大きな音が周りに爆はぜた。それと同時に、彼女の体を覆っていた放電現象も、泡ほう沫まつの如く消えていく。そして、沙耶の体もその場から忽こつ然ぜんと消えていた。

　本当に瞬きする瞬間に消えてしまった感じだ。

「ちっ、簡単に逃げられたな」

　義人さんが舌打ちしながら愚ぐ痴ちる。

　一体何が起こったのか。俺は理解するのに必死だった。







　沙耶に逃げられてから、俺たちは義人さんの車に乗ってゆうきの家まで向かっていた。義人さんの送ってくれるという言葉に甘えたというのはほとんど言い訳で、訊きたいことが多かったからだ。

　久しぶりに乗った義人さんのワゴンは、前とほとんど変わっていないように見えた。

　そんなワゴンの車内では全員が口を閉ざしている。義人さんが

「少しの間、警戒していたいから黙っていてくれ」

　と言ったからだ。義人さんは精神を集中して、周囲の殺気でも探っているのかもしれない。

　前回乗った時は、あまりにも速いスピードで車内は阿あ鼻び叫きよう喚かんだったんだけどな……。

『次の信号、二十メートル先、右です』

　静かな車内に無遠慮なカーナビの声が響く。案内に従って、車は方向を右へと変えた。

　それを皮切りに今まで無言だった義人さんが口を開く。

「……もういいだろう。襲ってくる気配ももうなさそうだ」

「わかるものなんですか？」

「まあな。訓練すりゃ、誰でもできると思うぜ」

　義人さんは軽く答えるが、俺にはどうにも信じられない。

「とりあえず、改めて自己紹介をしよう。愛子ちゃんの友人やってる鞍田義人だ。よろしくな。気軽に名前で呼んでくれて構わんぜ」

「あ、こちらこそ……。俺は高橋のクラスメイトの都筑武紀です」

　ゆうきと理恵もそれぞれ自己紹介をした。

　義人さんも「よろしく」と返したところで、俺はすぐに質問をぶつけた。

「あの、義人さん。さっきのは……」

「ああ、あれね。オレは『ゲームから顕けん現げんしたキャラクター』だから。そこにいる女の子たちと同じ存在なんだよ。だから、ああいった真似ができても不思議じゃないだろう？」

　ゲームから顕現したキャラクターを見るのは初めてではない。だが、それでも意外すぎて二の句が継げなかった。

　身近にこんな人がいたなんて。しかも、高橋の知り合いだぞ？　じゃあ、高橋は一体、なんなんだ？　そもそも、誰から呼び出されたんだ？

　だけど、ひとつだけ納得できることもある。あの沙耶に放った一撃は、常人では到底到達し得ない領域にあった気がするし……。

　俺が悩んでいると、ゆうきが「ボクは少し違うのだけどな」と呟いているのが聞こえた。

　そして、義人さんはさらに意外な事実を明かしてくる。

「ちなみに出てきてからもう八年は経ってる」

「八年？」

「ああ。お前さんたちに比べれば長い。もっともオレたちの場合は、ちょっくら訳ありなんだけどな。話すと長くなるし、オレが言うべき話でもないから、まあ色々あったんだと思ってくれ」

　その訳というのはわからないが、それでもこの人が俺たちよりもフェアリーテールシステムに詳しいのは間違いないだろう。沙耶の相手をすることに対して、あまりにも場慣れしすぎていた。

「ところで今日、都筑の周りを探ってたのはあなたなのか？」

　ゆうきがようやく訊けたというように尋ねる。

「ああ。今朝の騒ぎでちょっと気になってね。お前さんらの学校が終わってから尾行させてもらった」

「今朝の騒ぎ？」

「あー、都筑くんの名誉のために言わないでおくけど、まあちょっとしたことがあったのさ」

　ゆうきも理恵もそのちょっとしたことを訊きたそうにしていたが、今度話すと言って、俺は義人さんに話の続きを促した。

「じゃあ、義人さんは、なんで隠れるような真似を？」

「こっちもお前さんらがどういう連中かわからなかったからな。空港に送った時から悪い連中ではないというのは知っていたけど、もう少し探るべきかと思ったのさ。お前さんらがよかれと思って行動していても、愛子ちゃんや暎那ちゃんが巻き込まれたりしたらたまらんのよ。できる限り慎重にってのが、オレらの方針でね」

　なるほど。だとすると、俺が暎那ちゃんに付きまとって迫ったのが悪かったのかもしれないな……。余計な警戒心を持たせてしまったのかも……。

　そして、義人さんは感心したような口調で続けた。

「しかし、伊藤さんって言ったっけ？　いい勘してるね。なかなか近づけないわ、いきなりバレそうになるわ、こっちも逃げたり気配消すのに必死だったんだぜ」

「ボクはそういうキャラを投影したし……」

　ゆうきは照れたように謙けん遜そんする。確かにそういうことのできるキャラだったな。

「知り合ったのも何かの縁だ。今度その力、ちょっと貸してくれないか？」

　義人さんは運転しながら、楽しそうに言う。

「え……、力を貸す？」

　ゆうきは困惑した表情を浮かべていた。実際に、何をするのかわからないから、そんな表情になるのも当然だろう。

「ま、その辺りの話は今は関係ないし、追い追いな」

　そして、義人さんは真面目な口調で告げてくる。

「フェアリーテールシステムについて知りたいんだろう？」

　その言葉を聞いて、俺の体は強こわばった。ゆうきも、そして理恵も驚いている。

　俺は居ても立ってもいられず、義人さんにお願いした。

「知っているなら教えてください。今は一刻も早く消えてしまった大事な子を取り戻したいんです！」

「まあまあ焦るなって。実際のところ、オレもフェアリーテールシステムについて、お前さんたちよりも少し知っている程度でしかないんだよ」

「それでも、です！」

「だから慌てるなって。こっちにはプロフェッショナルがいる。そいつに直接聞いてくれ」

「プロフェッショナル？」

　そうオウム返しをすると、義人さんは意味ありげにニヤリと笑みを浮かべた。







　ゆうきの家に彼女の着替えを取るために寄ってから、義人さんに俺たちの家まで送ってもらった。

　家の中に入ると、「おかえり」と春姉と夏海が迎えてくれる。そして、ふたりは俺の後ろにいる義人さんを見て怪け訝げんな表情を浮かべた。

「あれ？　この方は、空港からの帰りに送ってくれた……」

「ああ、鞍田義人さん。ちょっと用事があって来てもらったんだ」

　春姉がそう呟いた時、義人さんはすでに夏海の前にいた。夏海は目をぱちくりさせて、義人さんを見上げている。そう言えば、義人さんはロリコンで――。

　しかし、義人さんはその後夏海に微笑ほほえんだだけで、「お邪魔します」と言って中に入った。そして、小声で俺に聞いてくる。

「あの子、高校生だろ？」

「そ、そうですが……」

　俺も小声で答えた。よくわかったな……。

「まあ、なんとなくな」

　そして、「体が小さくても、高校生じゃなぁ」とぶつぶつ言っていた。何かこだわりはあるらしい。まあ、夏海も小さいことを気にしているし、何も言わないでくれた方がありがたい。もしかしたら、この人はその辺りも含めて察してそうだけど……。

　全員が俺の部屋に入ると、義人さんはおもむろに電話を始めた。そのプロフェッショナルの人に電話をしているのだろう。結局、その人の正体も名前も教えてくれなかったけど……。

　やはり、まだ警戒はされているのかもしれない。まあ、暎那ちゃんを怖がらせちゃったからな……。

「おう、オレだ。ちょっといいか？」

　繋がったらしい。義人さんは電話口に向かって、俺のことや今日のことを説明していた。

　理恵とゆうきは春姉と夏海に、今の経緯を話している。

　俺は義人さんの話が終わるのを持った。

「それじゃ、都筑くんに代わるぞ」

　そして、一通り説明を終えたのか、俺の方に携帯電話を差し出してくる。携帯のスクリーンには、どういうわけか相手の名前も番号も表示されていない。改造されているのだろうか。

「本来であれば、直接来るのが早いんだけどな。あいつにも生活だの役目だのと事情があるからな。電話で勘弁してくれ」

　いや、なんでもいい。電話だけでも、相手が誰だろうと、フェアリーテールシステムについて話が聞けるなら、どんなにか細い蜘く蛛もの糸でも摑まなきゃいけないんだ。

　携帯電話を受け取って、慎重に話しかける。

「お電話代わりました。初めまして、都筑武紀と申します」

『初めまして。都筑くん』

　通話口から聞こえてきた声は非常に大人っぽく、落ち着いて余裕のあるものだった。

『さて、時間もなさそうだし、早速本題に入ろう。一応、君の置かれている状況は義人から聞いて把握はしているわけだけど。君の方からも説明してもらえるかな』

「はい。俺の大事な人、神楽咲がこの世界から消えてしまいました。手掛かりも摑めていないところに、フェアリーテールシステムの管理ＡＩという奴が現れて、咲を『アカシックサーバー』の中に送った、と言っています」

『なるほど。管理ＡＩのナンバーは聞いてる？』

「Ｎｏ．３８と言っていました」

　電話口の相手は何を言っても驚かない。フェアリーテールシステムや、それに関わることは当然のことだと思っているようだ。

　相手は「ふむ」と唸うなってから、再び尋ねてくる。

『他に何か、その管理ＡＩについてわかることはあるかな？』

「神楽咲の従姉に、神楽八重という人がいるんですが、その人を乗っ取っていました。あと、咲をアカシックサーバーに送ったのは咲に発生したバグが原因で、咲自身が望んで入ったとも言っています。ただ、俺は望んで入ったと信じてはいないんですけど……」

『……なるほど。ちょっと待っててくれ』

　それからすぐに相手は無言になった。向こうからはカタカタとキーボードを叩く音だけが微かに響いている。

　そして、静かに呟いた。

『なるほど。確かに消えているね』

「わかるんですか？」

『そういうのが参照できるデータベースがあるんだ』

　そんなのがあるのか。興味が出てくるものの、今はそんなことが重要なわけではない。

「咲を、連れ戻す方法はありませんか？」

『意識だけを連れ戻すならば、可能は可能だ』

「意識だけ？」

『細かい説明は省はぶくけど、俺は消えたキャラクターの能力をフェアリーテールシステムにアクセスすることで引き出すことができるんだ』

　フェアリーテールシステムにアクセスすることができるだって？

「そんなこと可能なんですか!?」

『可能にしたんだよ。何年もかけてね』

　とんでもない人だ。俺は未だにそのとっかかりすら摑めていないのに……。

『俺の使っているプログラムを改造すれば、その彼女の意識を引き戻せるかもしれない。ただ、やったことがないからオススメはしないな。意識を宿された方の人間がどうなるかわからないし、下へ手たをすると永久に元に戻らないかもしれないからね』

　そんなことはできるわけがない。それは誰かを犠牲にしてしまうかもしれないということなのだから。俺に宿してもらっても、咲がそれを望むとは到底思えないしな。

「他に何かありませんか？」

『そうだね。義人から聞いてるかもしれないけど、俺はフェアリーテールシステムを解析してる。どんな些さ細さいなことでも、情報ってのは役に立つんだ。細かい情報の積み重ねで俺は今、キャラクターの能力を宿すという段階まで来れている』

「つまり、俺の方で何か知ってる情報はないかってことですか？」

『話が早い。というわけで、君の方でフェアリーテールシステムについて知っていることはあるかな？』

「『架空の情報媒体コンテンツを現実に投影するシステム』というぐらいしか」

『他に変わったこととかは？　投影はメールだとか、気になったこととか、何でもいいから言って欲しい』

　何でもいい、か。とりあえず、ゆうきや藤田とは違った点を言っていこう。

「メールに返信した時、一度パソコンが落ちました」

『……落ちた？　それは初めて聞いたね。それで、それからどうなったのかな？』

「で、再起動して、いきなり白い空間に連れて行かれて……」

　それからみんなが出てきたことを説明する。

「みんなは一度消えたんですけど、ディスクを入れて、再設定したらみんな戻ってきて――」

『ストップ！』

「え、どうかしましたか？」

　電話口から、強い口調で説明を止められた。

『再設定のところをもう少し詳しく教えてくれないか？　いや、それができたことに対して、心当たりはある？』

　その声は少し慌てているように聞こえる。

　ただ、再設定の心当たりと言ったら、あの一点しかない。

「前、俺のパソコンにフェアリーテールって名前のプログラムが走ってました。フェアリーテールって名前のログファイルもありましたけど……」

『今は？　もうない？』

「ええ。再設定時に消えてます」

『そうか……』

　相手はそれから少し考え込むように唸ってから、再びこちらに問いかけてくる。

『都筑くん。悪いけど、君のパソコンを遠リ隔モ操ー作トさせてもらっていいかな？　こっちで君のパソコンを調べたい』

「構いませんよ。ＩＰアドレスとか――」

『いや、それには及ばない』

　言うが早いか、俺の部屋にあるパソコンはすぐにハードディスクがカタカタいい始めた。すでにアクセスランプが凄い速度で点滅している。

『本当ならもっとスマートにやるけどね』

　すでに俺のパソコンは、この人のパソコンか何かにジャックされているらしい。とてつもない勢いで黒いコンソールウィンドウがログを表示しては閉じていく。おそらくハードディスクの中身も丸見えだろう。いや、見られて困るものは全部削除されてるからいいけど……。

　それにしても遠リ隔モ操ー作トって、こっちの管理者権限とか、専用のソフトウェアがないとできなかったと思うんだけど、この人はその辺りをどうしたんだろう。

　いや、フェアリーテールシステムを少し操れると言っていたんだ。その程度のことは些細なことなのかもしれない。俺からすればとんでもない技術だった。

『ちょっと待っててね』

　言う通り少し待っていると、通話口からは『なんだ、これは？』とか『おかしいぞ……』と不安を煽あおってくるような独り言が聞こえてくる。

　そして、深く大きな溜息をひとつ吐いた。

『都筑くん』

　少し、興奮したように呼びかけてくる。

『このパソコンはとんでもないぞ。俺にとっては宝の山に等しい』

「そうなんですか？」

　そう言われてもピンと来ない。今まで普通に使っていたし、もう買ってもらってから結構経っている。当時ですら最新ではないローエンドマシン、つまり廉れん価か版ばんだ。性能だってたかがしれている。

『今は起動をしていないが、このパソコン単体でフェアリーテールシステムにアクセスできる機能を有している。ホスト、つまりフェアリーテールシステム側とのやりとりに失敗したからなのかどうかはわからないが、システムとアクセスするためのプログラムが巧妙に隠されていたんだ。そして、そのプログラムはパソコンからの命令でも自在に起動させることができる。上う手まくやれば、他のゲームすら投影が可能だろう』

　あまりにも意外で、驚愕の事実に俺は何も言えなかった。

　相手の説明はさらに続く。

『おそらくは俺らのような設定者に設定をさせる際、このプログラムはその個人のパソコンや携帯にメールで送られてくるんだ。そして設定を終えれば、削除される代物だろう。だが君の場合、パソコンがフリーズしたせいで終了処理が上手くいかなかったんじゃないかと推測する』

「だ、だけど、フェアリーテールシステムってもっと高度なシステムだと思ったんですけど、そんなことありえるんですか？」

　もっと、不思議で万能なものかと思っていたのに……。

『プログラムによる命令を実行しているのは、あくまで俺らのパソコンだ。フェアリーテールシステム側がどれだけ高度でも、現実のパソコンの仕様に合わせることになれば不具合も生じる。フェアリーテールシステムには、パソコンを理論上の最大パフォーマンス以上に性能を引き上げることはできないらしい。フェアリーテールシステムは、その時代に応じて現実への対応方法を変化させているしね』

　電話口からは些か興奮気味の解説が聞こえてくる。そして、

『全部俺の推測だし、なんでそんなまだるっこしいことをしているのかわからないけどね』

　と付け加えた。

　俺の方はフェアリーテールシステムに対して、まだ理解も納得もできていない。

　ただ、今はひとつだけわかっていれば充分だ。

　俺は自分のパソコンに手をつく。

「本当に、このパソコンがフェアリーテールシステムと繋がってるんですか？」

『ああ。ログがあって、そこには何度か起動された形跡がある。確認を取りたい部分もあるから、幾つか質問をさせて欲しい』

「は、はい」

『君が世界改変を行ったのは、五月七日。『エターナル　イノセンス』でいいかな』

　なぜわかるのかはわからないが、ドンピシャだ。

「合ってます」

『そして、再改変。これはおそらく八月三日。『エターナル　イノセンス　ファンディスク』でいい？』

「……合ってます。そんなことまでわかるんですか？　俺が見たログってほとんど意味のわからない文字や記号の羅列だったはずなんですけど……」

『ああ、全部わかるわけじゃないけどね。複雑だけど解析は可能だよ。……そして、これは……？』

　どうしたんだろう。

『少しばかり理解しがたいログがあるんだけど、八月三一日。この時期で君らの周りに何か変化はあったかな？」

　八月三一日。確かこの日は……。

　思い出せ。その次の月から俺らは『メモリーロンド』のシナリオに巻き込まれたんだ。

　藤田の言葉を思い浮かべる。

『お前がメールを返信した日はいつだ』

　その俺の問いに、あいつは

『……八月三一日。夏休みが、終わる日……』

　と答えたはずだ。

　間違いなくその日は、メモリーロンドが投影された日。

「そのログに『メモリーロンド』ってゲーム名が入ってませんか？」

『確かにある。ここで一体何が起こったんだ？』

「『メモリーロンド』ってゲームが投影されて、俺たちが巻き込まれることになりました。巻き込まれたのは、俺が原因ですけど……」

　もしかして、『メモリーロンド』の時も、俺のパソコンは何かしらの起動をしていたということだろうか？　あの時俺は一時的に佐さ崎さきとの過去、あるいは記憶を改変されたり、『メモリーロンド』のゲーム内容を部分的に忘れていたりした。

『なるほど。何かしらの介入があったということか？　まあ、まずは置いておいて、次に行こう。今度は一一月二〇日と一一月二二日にある。キャラクターナンバー０、重複デユプリケート、ｓａｇｉｔｔａｒｉｕｓサジタリウス、『エターナル　イノセンス』レイヤーを変換コンバート。心当たりはある？』

　俺の答えを待つ間、『とんでもなく命令が圧縮されてるな』とか、『こんな命令あったのか』と独り言が漏れていた。

　言われた単語にはほとんど聞き覚えなどない。だが、一一月二〇日と一一月二二日のことは忘れるはずもない。その日に起こっていたことはもちろん覚えている。

「俺の中にゲーム本来の主人公が入ってきました」

『本来の主人公だって!?』

「そして、その後にそいつと分離して、俺は一旦、元の状況に戻されたんです」

　俺の近くで『エターナル　イノセンス』が投影されたような状況になったことも伝えた。

　電話口の相手は呻くように溢こぼす。

『そんなことがありえるのか……。君は今まで見てきた設定者の中でも、えらく突とつ飛ぴなことに巻き込まれてるね。シナリオが進行しているわけでもないのに』

　他にも春姉と夏海の誘拐騒ぎがあった。もっとも、あれは元設定者の武たけ杉すぎさんが計画しただけだ。こっちにフェアリーテールシステムは関わっていないだろう。俺の覚悟不足が引き起こした情けない事態ってだけだ。

　でも、これで鈍にぶい俺も理解できる。もちろんまだまだ謎なぞは残っているけど、この人の言っていることは信じていい気がした。俺のパソコンは本当にフェアリーテールシステムと繋がっているのだ。

　だけど――。

　そんなことが問題なわけじゃない。

「単刀直入に聞きます」

　俺は電話口へ、強い口調で問う。

「咲を、助けることは可能ですか？」

『このパソコンとプログラムを使って、直接的に助けることはまず無理だ』

「そんな……！」

『だけど、ちょっと聞いて欲しい。君のパソコンを使って、君たちの意識だけをアカシックサーバーに送ることは可能だと思う』

「本当ですか!?」

『プログラムにはプロテクトも制限もかかっていないし、君らを示すコードもある。間違いなく情報データを飛ばすだけなら可能なはずだ。だが……」

「だが……？」

『このパソコンと俺のプログラムだけでは、命令コマンドがすべてアカシックサーバーへ届く可能性は天文学的な確率になる』

「天文学、的……？」

『俺はフェアリーテールシステムへ命令コマンドを送ることができるが、その命令コマンドはまだまだ少ない。だけど、君のパソコンの中には俺の知らなかった命令コマンドが多数存在して、その中には君たちの意識をアカシックサーバーへと飛ばす関数もあった』

　言っていることの半分も理解できない。だけど、俺たちをアカシックサーバーへと飛ばす手段があるというのはわかる。

「だったら、それで俺を……！」

『だが、その命令コマンドで送らなければならない容量はあまりにも膨大なんだよ。フェアリーテールシステムを扱うのは電磁波に似て非なるもので、性質が違うんだ。そこまで大きな情報データを、欠けさせずにアカシックサーバーまで届かせられるかどうか保証はないし、経験則で言わせてもらえれば間違いなく届かないだろう』

「どうすればいいんですか？　情報データを圧縮するとか……」

『比率的に言えば、１テラバイトを１キロバイトにしなければならないぞ。圧縮率で言えば、約一〇億分の一にする必要がある』

　……数字が、デタラメすぎる。

　世に出ている現代のルーチンに則のつとったソフトウェアの圧縮プログラムでは話にならない。内部がよほど単純なデータでなければ、そんな圧縮は不可能と同義だ。

　けど……！

「……俺にプログラムを教えてください。いえ、俺がプログラムを覚えたら、あなたの技術を伝授してください！」

『……なぜ？』

　もはや状況は諦めたくなるほど絶望的になっている。

　しかし、それでも。

　足あ掻がかなければ道は開けないんだ！

「俺が、圧縮プログラムを作ります！　その圧縮プログラムさえ作れれば、アカシックサーバーに行けるんですよね!?」

『気持ちはわかるが、何年かかると思ってるんだ？　第一、圧縮した情報データを向こう側で解凍する必要だってある』

「生なま半はん可かなことじゃないのはわかってます！　プログラムを舐なめてると言われても仕方ないです！　でも、このまま何もせずにいたら、咲を助ける手段は永久にできやしない！」

　電話口から声が聞こえなくなる。おそらく俺のパソコンに何かないか、さらに調べてくれているのだろう、向こうからはカタカタとキーボードを打つ音が絶え間なく響いていた。

『……覚悟があるならいいだろう。ならば、こちらからまずは課題を――』

　相手が最後まで言おうとしたところで、異音がし始めた。間違いなくパソコンに付いているファンの音だ。しかし、異常なほど音が激しい。

　いや、ファンの音だけじゃない。ビープ音やハードディスクの音など、パソコン全体が激しく動いている。

『なんだ？　権限を失ったぞ。操作できない……？』

　向こうも異常を感じ取ったらしい。

　もしかして、リモート操作されたことでパソコンがさらにおかしくなったのか？

　まずは一旦パソコンを落とそう、そう思った瞬間――。

　突如、モニターからすべてのアイコンやウィンドウが消え失せた。

　そして、一枚の黒いウィンドウが立ち上がる。未だに異音が収まる気配はない。電話口から『どうした？』と心配する声が届くが、俺は目の前のモニターに釘付けとなっていた。

　そのコンソールウィンドウに、文字が表示されていく。




　No.87 ＞情報データ転移用ソースコード、『Lorentzロレンツ』。申請。




　No.80 ＞Ｎｏ．８７から情報受信。Ｎｏ．８へ報告。『Lorentz』の申請。




　No.8 ＞（Ｙ承認）。『キセキ』レイヤー管轄による権限を執行。




　No.80 ＞Ｎｏ．８７へ情報送信。『Lorentz』の申請を受理。




　No.87 ＞『Lorentz』。確認。『エターナル　イノセンス』レイヤーのデバイスに転送。




　それらを表示し終えたあと、その黒いウィンドウは役目を終えたかのように、閉じられた。モニターには、閉じていたウィンドウや消えていたアイコンが、次々と元に戻っていく。

　そして、すべてが元に戻った時、見慣れないファイルがひとつ表示されていた。

『ようやく戻ったか。何があったのかな？　それに新しいファイルができてるけど……』

「あの、今のウィンドウって見えてましたか？」

『こっちは画面が止まったようにしか見えなかったけど、何かあった？』

「えっとですね……」

　今し方起こったことを話す。ただ、かなり速く流れたため、すべてのテキストを見ることができなかった。確認できたのは、最初の『情報データ転移用ソースコード、『Lorentz』』と最後の『『エターナル　イノセンス』レイヤーのデバイスに転送』の部分ぐらいだ。

『……なるほどね。ちょっと調べてみよう』

　さっきのは一体何だったんだ？

　どこかと情報のやりとりをしてるかのようなウィンドウが立ち上がって。

　それが終わると、見慣れないファイルができあがっていた。

　これもフェアリーテールシステムによるものなのか？

　わからないけど、でも、俺には他に考えつかない。

　そして、死ぬほど長く感じられた待ち時間が終わって、電話口から一言届いた。

『君はお節介に恵まれてるのかな？』

「え？」

『こんなものがあるならさっさと渡して欲しかったところなんだけど……』

「あ、いえ、これはさっきできあがったファイルで……」

『ああ、ごめん。君に言ったんじゃないんだ。独り言だと思ってくれ』

　そして、電話口から気を取り直すような声が届く。

『これで、お膳ぜん立だてはすべて整った』

「あの……俺、事態がよく飲み込めないんですけど……」

『結論から言えば、データを『圧縮して転送』するよりも安全な手段が見つかったんだよ。そもそも、圧縮する必要すらない。情報を直接『転移』させることができるようになったからね』

「もしかして、今のファイルで、ですか？」

『そうだ』

「でも、一体誰が……!?」

『いずれ知ることになると思う。だから今は君の目的を優先してくれ』

　……確かにそうだ。この際、誰が何をしてくれたのかなんて、後で考えればいい。今は一刻も早くアカシックサーバーに行って、咲を助けなきゃいけないのだから！

「わかりました。今は考えないようにします」

『ああ。それが賢明だ。それに……』

　電話口の相手は、一旦言葉を止める。だが、すぐにまた説明を再開した。

『送ることは可能でも、君たちは向こう側で神楽咲さんを連れ戻す方法を探さなければならないんだ。条件もわからないし、そもそも向こうがどういう環境なのか俺はまったく知らない。大きな危険、つまりとんでもなくリスキーな行為だと思う。向こうへ送って、どうなるのかなんて未知の行為だからね。せめて向こう側の危険を察知するプログラムでも作れればいいんだけど、さすがにこれはまだ理論が確立できない。こっち側からの一方通行で情報を送ることならできると思うけど……』

　未知の行為。大きな危険。確かにそうかもしれない。

　だけど、それは咲もそんな状況下に置かれているかもしれないということだ。

　ならば、悩む必要などない。

「それでも、行けるなら行きます……！」

　電話口から小さな溜息が届く。

『本来なら、俺が確かめてから行って欲しいんだけどね』

「すいません。それでも、待ってはいられないんです。一刻も早く、咲に会いたいんです！」

『わかった。だけど、ひとつ忠告をしておこう』

「何でしょう？」

『戻る方法が見つかったとしよう。しかし、それが彼女の意思に関連するものであれば、君は彼女を『現実に戻りたい』と思わせなくてはならない』

「それはあの管理者が言う通り、咲が『自ら望んで中に入った』としたら、ですか？」

『その通りだ。もちろん、そうではないかもしれない。管理者が君を困惑させるためだけに言った噓うそとも考えられるし、中に入ってしまった彼女は騙だまされてそれを望んでしまったのかもしれない』

「……はい」

『そもそも、話を聞く限りではその管理者の目的が見えてこないんだ。神楽咲という女の子にバグが発生して、何らかの理由でアカシックサーバーに送る。ここまではまだいいが、そこから管理者が君の前に現れる理由がまったくない』

「ええ。俺もその理由に見当が付かなくて……」

『しかし、管理者の起こす現象や行動には必ず意味があるはずだ。ゆめゆめ、考えることを怠おこたらないように。俺はヒロインを不幸にする主人公が大嫌いでね』

　もし自ら望んで入った場合、現実に戻せたとしても、また同じことの繰り返しになる。

　俺がもっとちゃんと説得できていれば、咲はアカシックサーバーなんて得体のしれない場所に送られずに済んだのかもしれないのだから。

　考えるんだ。

　咲を説得するための、言葉を。沙耶が何を企んでいるのかもだ。







　義人さんの友人は二時間でアカシックサーバーに行くためのプログラムを組むというので、一旦電話を切る。

「二時間でできるものなんですか？」

　と訊くと、

『俺なら可能だ』

　と誇らしげな、そして余裕のある言葉が返ってきた。

　今、俺のパソコンモニターには、入れた記憶のないタイマーが表示され、刻一刻とその数字を減らしている。

　自分自身の部屋の中で、俺はみんなと向き合っていた。理恵も春姉も夏海もゆうきもいる。ちなみに義人さんは俺たちの雰囲気を察したのか、外へと出て行った。

「説得する言葉、か」

　誰に言うでもなく、ぽつりと呟く。

　咲がもし自分の意思で消えたということであれば、それは悩んでいたからに他ならない。ならば、その悩みを完全に解決する必要がある。

　咲が悩んでいることは、俺が確実にわかる範囲ではふたつ。

　ひとつは、俺じゃないかもと疑いつつ、雰囲気に流されるままにキスをしてしまったこと。

　そして、もうひとつは、この現実で好きな人が気付かないうちに変わってしまうということだ。

　まず、ここから考えてみよう。

　後者に関しては、これは咲だけの問題じゃなくて、みんなも抱えている問題だ。

　みんなは、それをどう考えているんだろう……。

「みんなは正樹が突然出てきて、気持ちが変わった時、どう思った？　いや、正しくは――」

「大丈夫だよ、たーくん。その辺りのことはみんなわかってるから」

　春姉は俺が言い切る前に、言うべきことがわかっていたらしい。優しく微笑んで、続けた。

「正直に言うとね。怖いよ。でももう『怖かった』になったかな」

「それは、どうして？」

　春姉の言葉を、理恵が引き継ぐ。

「武ちゃんだったら、きっとどれだけ忘れても、きっと記憶を取り戻してくれると思ってるからだよ」

「でも、俺はあの時、あの改変が起こった理由も、記憶が戻った根本的な原因もわからないままだぞ？」

　今度は夏海が口を開いた。

「お兄ちゃんが、信じられるからだよ。きっと、どんなことになっても助けてくれるって。お兄ちゃんは、夏海の主人公だから」

　俺はまだまだ精進が足りないのに、みんながここまで信頼してくれる。少し目頭が熱くなった。

「自信を持て。必ず思い出させるという気概さえあれば、きっと道は開けるさ」

　今度はゆうきが励ましてくれる。

「……ありがとう、みんな」

　未だに俺たちはフェアリーテールシステムの奇跡に対して抵抗する術すべを持てていない。その上、今後フェアリーテールシステムはさらにとんでもないことをやってくるかもしれないのだ。

　だから客観的に見たら、何の根拠もない言葉を言い合っているだけかもしれない。

　だけど。それでも。

　みんなが信じてくれていれば、何があっても大丈夫。そんな気がした。

「神楽さんにある他の悩みっていったらやっぱり、武ちゃんとのキス？」

「でも、たーくんはそんなの気にしないでしょ？」

「お兄ちゃんが、咲ちゃんにもっといっぱいキスすれば、悩みになんかならないよね」

　なかなか無茶が混ざっているが、キスしたことに関しては俺が気にしないと言えば済む話だ。

　このことで強く悩んでいるようなら、俺の気概と少しの時間で解決するだろう。

「あたしは、神楽さんにはもっと大きい悩みがあると思ってる。きっと、武ちゃんを信頼すれば大丈夫なレベルじゃない、別の何かが」

　そう。咲はまったく別のことで強く悩んでいる。

　俺がまだ知り得ない咲の悩み。そして、沙耶が言ったこと。

「やっぱり、神楽の体が半透明になり、その上でクラスメイトらが少し忘れていたということが一番の謎だろう」

　そう。咲の体がうっすらと半透明になったことと、沙耶の口から出たバグという単語と、そしてそのうち消えるという台詞せりふ。そして、高橋や翔也が一瞬でも咲を忘れたようなそぶりを見せたこと。これらはおそらくイコールで結んでいいだろう。

　俺のまったく知り得ない何かが、咲の身に起こっているのだ。

「でも、こればっかりは神楽さんが言わないとわからないよ」

「そうかもしれないな。でも、必ず、説得をしてみせる。悩みなんか気にしなくなるぐらいの説得をな」

　そう呟いて、俺たちは相談を続けていった。







　二時間が経過し、俺たちも相談を終える。モニターに表示されているタイマーがゼロとなった時、義人さんの携帯が着信音を鳴らした。

　義人さんは、すぐ俺に携帯を渡してくれる。

『できている。モニターを見てくれ』

　その言葉に促されてモニターを見ると、そのど真ん中に簡素なショートカットアイコンが現れた。

『後は君がそのショートカットからプログラムを起動すればいい。誰が行く？』

「みんなです。都筑武紀、秋原理恵、都筑春はる海み、都筑夏海、伊藤ゆうき。全員で行きます」

　みんなもすでに行く気満々だ。特に理恵は、

「神楽さんにちょっと言いたいこともあるんだ。少し前のこともあるしね」

　と言っている。

　その言いたいことが何かは教えてくれなかったけど、何かあるのだろう。今それをわざわざ、詮索することもない。

『了解。設定は完了した。念のために一応、二十四時間後には強制的に戻すようにしている。これは、命いのち綱づなみたいなものだ。何度でも行き来はできるはずだから、そこは安心してもいい。ただ――』

「咲が、いつまで無事でいられるかはわからない、ですね？」

『……そうだ。でも、無茶だけはしないでくれ。二次遭難されても困るしね』

「了解です。ちゃんと見極めますよ」

『ああ』

　そこでいきなり春姉が俺の肩をぽんと叩いてくる。

「ところで、意識が向こうに行ってる時って、わたしたちの体ってどうなるのかな？」

　そんな春姉の疑問を、俺は電話口にそのまま伝えた。

『意識を失って眠った状態になる。夢を見る感じかな。だから、少し無防備なんだよね。えーと、そばに義人はいる？』

　近くに立っている義人さんに、携帯電話を返す。

「ん、了解。……しねーよ。オレは紳しん士しだぞ？」

　……変態という名のか？

　話し終わった義人さんは、俺に携帯を戻してきた。

『何もないとは思うけど、念のために君らの安全は義人に守ってもらう。そこの変態に任せるのは不安かもしれないけど、戻ってきた時に着衣に少しでも乱れがあったら、焼き土ど下げ座ざなりコンクリ詰めで海に放り込むなりしていいから』

「……何もないことを祈ります」

　言ってることが物ぶつ騒そうすぎる。なんだか、誰かを思い出すような気がするけど……。今は関係ないことなので、頭の隅に追いやった。

『さて……。もう俺からは頑張ってくれとしか言えない。でも、帰ってきたら君とは今後のことやフェアリーテールシステムについてもっと相談をしたいね。有意義な話ができそうだ。……個人的に聞きたいこともある』

「ええ、了解です。楽しみにしてます。その間、俺のパソコンは自由に弄いじっててください。エロい画像は削除されてるんで期待されても困りますけど」

『ははは。それは残念だ』

「でも本当に、ありがとうございます。この恩は必ず返します」

『礼なんか気にしなくてもいい。俺としても君から情報を手に入れるつもりだったし、今回は充分すぎるほどの有益な情報が手に入ったんだ。ギブアンドテイクというやつさ』

　だけど、今回この人に渡した情報など、俺がたまたま持っていただけだ。この人のように努力して手に入れたものじゃない……。

　だったら、せめて。

　この人のためにも、アカシックサーバーでたくさんの情報を手に入れよう。咲を助けるついでになるけど、この人のために少しでも多くの情報を持って帰ってくるんだ。

　それが今、何も持っていない俺ができる唯一のことだろう。

『じゃあ、健闘を祈る』

　最後にそう言い残して、通話はぷつりと切れた。

「返します」

「ああ、戻ってこいよ」

　義人さんに使わせてもらっていた携帯を返す。

「みんな」

　みんなを見渡した。それぞれ、思い思いに頷く。全員、決心がついているようだ。

　準備は万ばん端たん。

　さあ。

「今行くぞ、咲！」

　俺は心に気合いを入れるように、大きな声を出す。

　そして、マウスを操作し、そのショートカットアイコンをダブルクリック。




　世界が、白くなった。
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　――白い空間。

　そこに、何かが反響していた。それは声だったのかもしれないが、声ではない何かかもしれない。

　No.821 ＞完了。転移成功確認。

　No.800 ＞転移成功。情報送信。

　No.80 ＞情報受信。〝オクトー〟へ報告。

「内容を報告してください」

　No.80 ＞（Ｙ承諾）。『エターナルイノセンス』レイヤーの情報転移が成功したようです。

「そうですか。彼もあれをあっさり使いこなすとはさすがですね」

　No.81 ＞〝オクトー〟へ提言。今回のことは、越えつ権けん行為では。

「我々は直接干渉はしていないのですから、越権行為にはあたりませんよ。我々の管轄である『キセキ』レイヤーの権限を執行しただけです。非難はしてくるでしょうが」

　No.89 ＞〝オクトー〟へ報告。〝トリア〟から情報受信。

「内容を報告してください」

　No.89 ＞（Ｙ承諾）。『貴殿の行為は、我々の妨害に他ならない。そちらでのやるべきことを行うべき』

「謝罪を雛ひな形がたから百通り返信しておいてください」

　No.89 ＞（Ｙ承諾）。

　No.86 ＞〝オクトー〟へ提言。『Lorentzロレンツ』を譲渡したのは、少々危険かと思われます。

　No.82 ＞同じく。以前のような情報攻撃データアタツクの発生を容易にする可能性もあります。

「八年前のようなことにはさせませんし、彼はおそらくそんな無駄なことをしませんよ」

　No.86 ＞しかし。

「彼に恩を売っておくのは悪いことではありません。いざとなれば、アカシックサーバーの仕様を一部変えればいいだけですからね」
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　俺たちは白い空間に浮かんでいた。

　周りはすべて圧倒的な白。それ以外の色など許可をしないと言わんばかりに純白。

　俺たちは、その白い空間をふわふわと漂っている。

　目的地があるのか。そもそもすでにアカシックサーバーの中へと来ているのか。

　ここに来てからどれだけの時間が経ったのか。

　何もわからない。

　だけど、もう少しでこの瞬間の連続が終わる気がした。

　根拠はない。

　そして気付けば、白よりもさらに白い、得体の知れない光が俺たちを包んでいた。







　白い空間から抜けると、目の前に住宅街が広がっていた。

　何の変哲もない住宅街。少し歩けば俺の家に着きそうなぐらい、そこには標準的な住居が建ち並んでいた。今の時間は、日の傾き方から夕方ぐらいだろうか？

　そんな建ち並ぶ家と家の間の道路に、俺は立っていた。

　意識はある。自分の存在を確かめるように体中をまさぐってみるが、ちゃんと手応えがあった。意識だけを飛ばすようなことを言っていたけど体はあるみたいだ。服装を見れば、ついさっきまで着ていたものだし、携帯も財布もちゃんと持っている。

　周囲を見渡すと、みんなはすぐ傍に立っていた。先程の俺と同じように心ここにあらずといった感じで前を眺めている。

「みんな！」

　少し強めに声をかけると、みんながはっとしたようにこちらへと振り向いた。

　うん。全員、ちゃんと意識があるらしい。よかった。

「ここは……？」

　俺以外の全員が異い口く同どう音おんに、場所についての疑問を口にした。やはり、場所がわからないらしい。

「わからない。日本であることには違いがなさそうだけど……」

　確かに家屋は日本のもののようだ。古くもなく、かと言って見慣れないほど新しいわけでもない。遠くを見み遣やれば十五階建てという一般的に見えるマンションもある。

　フェアリーテールシステムの中に来たというよりも、来たことがない別の街に来たという方が的を射ている気がした。

　それぐらいに俺たちが見ている風景は現実のものと変わりがない。肌に感じる温度も最近より少し暖かいぐらいで、過ごしやすい気候だった。

「でも人もいないし、気味が悪い……」

「うん。なんだか、怖い……」

　春はる姉ねえと夏なつ海みが口々に怖がり始める。理り恵えも不安そうな表情をしていた。ゆうきも難しい顔をして、周囲を警戒中だ。

　確かに薄気味悪いけど、きっとどうにかできるはずだ。

「みんな、そんな怖がらなくても大丈夫だよ。風景が見慣れないだけで、別段、現実と変わらないみたいだし」

「たーくん……。でも……」

　それでも、春姉たちの不安は払ふつ拭しよくできない。大丈夫っていう言葉に根拠があるわけじゃない。

　だけど、俺まで怖がっていたら、みんながもっと怖がってしまう。

「普通に生活はできそうだしさ。何かあったら必ず俺が頑がん張ばるから。誰かが襲ってきても絶対に守る。だから、そんなに心配しないで」

　すると、理恵がぎこちなくだけど微笑ほほえんだ。

「武たけちゃんがそう言うなら、なんか安心できるかも……」

「そうだね。お兄ちゃんなら……」

　続いて夏海も、そして春姉も少し気が楽になったらしい。今までよりは表情が和らいでいた。

　うん。難しい顔をしてるよりも、そっちの方がずっと魅力的だ。

「それじゃ、ちょっと歩いて人を探そうか」

　そう言うと、みんな、しっかりと頷うなずいてくれた。

　きっとこの世界に咲さきはいる。絶対に、咲を見つけるんだ！







　少し当てもなくふらふらしていると、幸いなことに人はすぐに見つかった。話しかければ反応も返ってくる。

　そして、ひとり見かけてからは、ぽつぽつと出歩いている人も見つかり始めた。

　その日常的な光景に少し安心する。

　そんな出歩いている人たちも、俺たちと変わらない人間だ。少し奇き抜ばつな髪型をしていたり、奇抜な服装をしていたりする人の割合が多い気もするけど……。

　まあ、向こうは向こうでこちらをちゃんと認識できているので、どうでもいいが。

「すいません。この辺りの住所を教えて欲しいんですが……」

「あの、この辺りにコンビニってありません？」

「どう歩けば、駅に行けますか」

　できる限り目立たずに、迷子を装ってそんな質問を繰り返していると、そのすべてにしっかりと答えは返ってきた。もっとも、ポニーテールの女の子、神楽かぐら咲を知りませんかと訊きいても、返ってきた答えは芳かんばしくはなかったが。訊けたのが、おばさんたちだけだったから学生に訊けばまた何か違うかもしれない。

　ちなみに住所が聞き慣れないものだったが、どうもゆうきだけは聞いたことがあるらしい。

「天あまの銀ぎん糸し台だい……。どこかで聞いたような気もするんだが……」

「珍しい名前だよね。伊い藤とうさんの地元の近くとか？」

　理恵が何とはなしに問う。ゆうきは元々転校生だ。だから、ゆうきの実家近くの町かもしれない。

　だが、ゆうきは頭を振って否定した。

「いや、違うな……。こんな地名、近くにあったらそうそう忘れないはずだ」

「まあ、えらく仰ぎよう々ぎようしい地名だしな」

　もちろん、俺の家の近くにもそんな地名はないし、親戚の家の近くにもそんな地名はなかった。

　理恵も春姉も夏海も、聞いた記憶はないらしい。テレビとかでも聞いたことないしな……。

「あ、コンビニ見つかったよ。シックストゥエルヴだって」

　それから少し歩くと、住宅街の中に春姉がコンビニを見つけた。しかし、この店の名前は……。

「……セブンイレブンの姉妹店か？」

　俺がそう言うと、理恵が「確かに」と呟つぶやいて苦笑した。名前からしてそんな雰囲気しか伝わってこない。

　そして、ゆうきはこのコンビニの名前もどこかで聞いたことがあるような気がすると呟いては首を傾かしげていた。

「お兄ちゃん。どーして、コンビニに来たの？」

　夏海がさも不思議そうに訊いてくる。

「コンビニじゃなくてもいいんだけどね。地図が買いたかったんだ」

　地図があれば、どこにいるのかといった漠ばく然ぜんとした答えはわかる。流通している商品を見れば何かわかるかもしれない。そんな目もく論ろ見みがあった。書店でもよかったんだけど、単にコンビニが一番近かっただけだ。

　中に入って、みんなに食料と飲み物の買い出しをお願いする。俺はひとり雑誌コーナーへと向かった。

　地図を棚から取り出して立ち読みする。とりあえず地図はどれか一冊を購入するつもりだが、まずは軽く確かめておきたかった。

　そして、ぱっと見てすぐにわかったことがひとつ。この場所が間違いなく日本であることだ。地図上では大陸の大きさもその形も変わらない。都道府県に関しても、俺たちの認識する現実と全く同じだ。

　海外まではわからないが、ハワイだグアムだ香港だのといった旅行ガイドがあることを考えると、そちらに関しても同様かもしれない。

　そして、俺たちの住んでいる県の内地部分を見る。そちらも違いはないのかもしれないと思っていたが、そこに書かれている地名は、俺の知っている地名とは多くの違いがあった。

　まず市名が違う。俺たちの住む横よこ岸ぎし市という市がない。区名も違う。少なくとも俺が思い描いていた地名はひとつもない。

　そもそも、市名や区名や町名が地図上でごっちゃになりすぎていて、見たこともないぐらい混こん沌とんとしているのだ。境界線も市と区と町で分けていないような……。市と区が混同されているような節すらある。

　だが、そんな地図内でも、名前を知っている地名はあった。

『九く乃の里り』

　今いる『天銀糸台』の右隣にそんな地名があるのだが、『九乃里』というのは、藤ふじ田たが投影したギャルゲー『メモリーロンド』の舞台じゃないか？　珍しい名前だったし、間違えようがない。

　だが、そんなことに驚いている暇はなかった。

　だとすれば……。もしかしたら……。

　想像力を働かせて、さらに周囲の地名を探る。『九乃里』のさらに右に、俺の期待したその名はあった。

『蓮れん條じよう市』

　この地名は忘れるはずもない。『エターナル　イノセンス』の舞台となった場所だ。







　幸いこの世界の通貨も現実の通貨と同じだったので、安心して地図を購入。それから一旦、みんなと一緒に外に出る。

　俺たちはコンビニの駐車場で邪魔にならない程度に固まった。春姉の買った食料は、袋ごと俺が持っている。

　ちなみに食料は現実に存在するものもあれば、名前だけが違うものもあった。

『キノコの山岳』『タケノコの集落』って。

　気になって購入する際に、店員さんに「どっちが好きですか？」と何気なく訊いたら、「『キノコの山岳』ですね。『タケノコの集落』とかありえねえっす」と答えた。

　そしたら、隣の店員が「はぁ？　『タケノコの集落』最高だろうが。『キノコの山岳』を買うやつはゆとりだろ」と言って、それから店員同士の喧けん嘩かが始まってしまったのだ。やはりこの世界の愛好家たちも仲が悪いらしい。

　あのやりとりが、すごくわざとらしい気もしたのだが、それは置いておこう……。

　とりあえず、俺は地図や地名についてみんなに説明した。

「あ、うん。『蓮條市』って知ってる」

　理恵が反応した。ゲームの方では、その町に住んでいたからなのか、春姉も夏海も知っているらしい。この分なら、そっちの町へ行けば迷うこともなさそうだ。

　だけど、なんか変なような……？

「でも、理恵たちって、俺たちの地元はある程度知ってたよな。なんで、こっちの方まで覚えてるんだ？」

　現実側で知っている土地というのも、限られてはいたけど……。

「なんでだろ？　でも、何となく覚えてるよ。もしかしたら地名だけかもしれないけど」

　投影時に、記憶が変換されている、あるいは都合のいい記憶を植え付けられたということだろうか。何かしら変換が起こっているのは間違いなさそうだな。

　そして、ゆうきが何かを思い出したように「そうだ」と呟く。

「天銀糸台は、『銀ぎんの詩うた』というギャルゲーの舞台だな。ようやく思い出した」

「そうか。それでゆうきは知ってたのか。俺は『銀の詩』ってやったことがないから、わからなかった」

　少しずつ、この世界のことがわかってきた気がする。

　地図も入手した。

「まずは『蓮條市』へ向かおう」

　ここからだと『九乃里』をまたぐけど地図で見る限りでは、そんなに遠くなさそうだしな。







　それからしばらく歩いて、『九乃里』に入ったらしい。電柱に書かれた地名は、すべてが『九乃里』となっていた。周囲の住宅街が『メモリーロンド』をプレイしたときに見た背景画像に見えてくるから不思議だ。『メモリーロンド』は、そこまで覚えていないから、地図的な位置関係とかはわからないけど……。

「あァ、だりぃナ……」「ナンか楽しいことでもねェのかヨ」

　そんな平和な往来を歩いていると、柄の悪い連中が向こう側からやってきた。五人ほどのいかにもな男の集まりだ。全員が髪を染め、今時にしては稀け有うなリーゼント。その上、長ランにボンタンを着込んでいる。一言で言えば、あまりにも古いステレオタイプな不良で、まだ現代に生息していたのかと疑ってしまうレベルだ。こういうのは、もう架空の世界にしかいないと思ってたのに……。

　まあ、別にこっちが気にしなければ絡まれることもないだろう。そう思って、その横を通り過ぎようとした。

　だが。

「おい」

　絡まれた。おまけに道を塞ふさがれる。

「ダサ坊……。ヒトの目の前で盛さかってンじゃねェよ」

　そんな理由でか。運が悪いとしか言いようがない。

「マブい女がいっぱいだ。ゲハハハ！」

　ゲスのようにそんなことを宣のたまう不良。

　……しかし、なんだ？　妙に演技くさいというか、わざとらしい気もする。そもそも、今時『マブい』ってのはどうなんだ。死語にもほどがある。

　そんなことを考えていると、

「確かにいい女ばっかりだぜぇ」

　不良の一人が理恵の肩を摑つかもうと手を伸ばしてきた。

「やめろっ！」

　俺は咄とつ嗟さに、その不良の腕を摑んで握り込む。

「いっででででで！」

「いきなり俺の大事な人に触ろうとするな」

　相手の素す性じようなどわからないが、みんなに危害を加えるというのなら、俺は守るだけだ。

「ンのヤロウ！　テメェ自殺願望者かヨ!?」

　不良たちが殺気立ってきた。

　俺は前に出て、みんなを背中に隠す。

「ボクを守る必要はない。とっととこの不愉快な連中を黙らせよう」

　ゆうきが俺の隣に立った。まあ、ゆうきなら、この連中をひとりで殲せん滅めつできるだろうけど……。

「なめてんのかァ？　ゼッテー死ぬゾ!?　あァ!?」

　連中はさらにいきり立つ。

　そして、こちらに殴りかかってこようと一歩踏み出したところで――。

「騒がしい連中だな。煩わずらわしい」

　背後から気け怠だるそうな声がした。それは記憶にもある畏い怖ふを思い起こさせる声。

　思わず振り返る。

「……なんで、お前らがここにいるんだ」

『メモリーロンド』の登場キャラクター、普ふ久く乃の原はら秀しゆうが立っていた。俺たちを見て、目を見開き驚いている。

「何でお前がここにって、むしろ俺の台詞せりふでもあるんだけど……」

　一応、そう返したものの、普久乃原は怪け訝げんな表情を浮かべるばかりだった。こっちとしてもわけがわからない。こんな場所で再会することになるなんて思ってもみなかった。

「……ま、今はどうでもいいがな」

　普久乃原は、溜息と共にそう呟く。とりあえず、今のこいつに敵意はないみたいで安心した。前回はかなりひどい目に遭ったし。最後、白い空間で和解をしたけど、それだけであの時の恐怖を払拭できるわけもない。

「無視してんじゃねぇよっ！」

　完全にシカトされていた不良たちが、口々に汚く罵ののしり始める。

「ああ!?」

　だが、普久乃原の一いつ喝かつで、連中は瞬時に押し黙った。

「面倒くさいことはしたくない。半殺しなんて器用な真似もしたくないしな。逃げるか死ぬか、ふたつにひとつだ。選べ」

　とてつもない迫力だった。俺、よくこんな奴の正面に立てたな……。こんな目を向けられたら、正直逃げたくなる。

「ちっ……。覚えてやがれよ！」

　そして、不良たちは普久乃原の迫力を恐れたか、お約束な悪態を吐いて、一目散に逃げていった。

「ふん……」

　さも面倒くさそうに、普久乃原は鼻を鳴らす。

　そして、ゆっくりとこちらを見遣った。

「あ……」

　睨にらみ付つけるような視線に理恵が震えている。理恵は、こいつに記憶喪失にさせられているからな。無理もない。

　代わりに謝ってくれと言われたことは伝えたけど、それで恐怖は忘れることはできないだろう。

　普久乃原は、その理恵の反応を見て、意外なことに少しばかり表情を和らげた。何もしない。安心しろと言わんばかりに。

「それで、どうしてお前らがここにいるんだ？」

　そして、根こん本ぽん的てきな疑問を投げかけてくる。

「話せば少し長いんだけど……」

　すると普久乃原は話を聞く前に、俺の表情を見て察したのか、

「……複雑そうだな。悪いが、長い立ち話は嫌いなんだ。俺の家が近いし、そこでよければ来い。茶ぐらい出してやる」

　こちらの返答も聞かず歩いて行ってしまった。

　話は通じそうだし、この世界を知る上で、彼は心強いかもしれない。力を貸してくれるかもしれないし……。

　ゆうきの顔を見ると、彼女も肯こう定ていするように頷いた。

「いいんじゃないのか。敵意も殺意も感じない。この時間帯なら、ボクがなんとかできる相手だしな」

　普久乃原には、夜になれば金縛りを引き起こす目があるからな。

　次いで、理恵を見る。

「大丈夫だと、思う」

　少しぎこちないけど、大丈夫そうだ。

　とりあえず全員で、普久乃原の背中を追いかける。

　春姉と夏海には、道中で普久乃原のことを教えておかないとな。







　普久乃原に先導されて歩いていると、すごい豪邸が見えてきた。立派な日本家屋で、どれだけ広いのか見当も付かない。

　そう言えば、普久乃原は金持ちって設定だったな。

「この背景は見た記憶があるな……」

　ゆうきがぽつりと呟く。俺も記憶にあった。普久乃原の家の背景と、そっくりだ。

　立派な構えの門を抜け、優雅な庭を歩く。そして、昔ながらの引き戸の玄関を普久乃原が開くと、お手伝いさんがやってきた。

「おかえりなさいませ、秀様」

「今帰った。お客人を桜の間に案内してくれ。俺は一旦、電話をしに行く」

「かしこまりました。ささ、お客様。こちらへどうぞ」

　そして、俺たちはお手伝いさんに立派な部屋へと案内される。ここが桜の間という客間らしい。一二畳もある部屋に、立派で高価そうな大きいテーブルがあった。壁には桜の木を描いた掛け軸なんかも掛かっていて、非常にゲーム背景の再現度が高い。しかも、ゲームでは感じられない畳の匂いがほのかに香ってくる。そう言えば、テキスト中でそんな表現もあったな。

「ここだけでいくらぐらいするんだろう……」

　春姉が庶民的なことを呟く。俺も気になってしまった。

　何にせよ、気が張ってしまう。部屋の豪華さに緊張してしまっていた。お茶と茶菓子を出されたが、手をつける気にならない。

「待たせたな」

　障しよう子じを開けて普久乃原がやってくる。

「気を楽にするんだな。別に俺はもうお前らに危害を加える気もない。そんなことをしても意味がないからな」

「あ、ありがとう」

　普久乃原からすれば、最大限に気を遣つかってくれてるらしい。

　普久乃原がテーブルを挟んで、俺たちの対面に座る。そして、普久乃原がお茶に手をつけると、ようやく俺たちも緊張が解け始めた。とりあえず、お茶を飲む。

「あ、美う味まいな。このお茶」

「新茶だ。昨日、届いてな。……まあ、そんなことはどうでもいいだろう」

　確かにお茶で和んでいる場合じゃない。時間も有限だし、早速本題に入ろう。

「なぜお前たちがここにいる。女全員が俺と同じように消えたことを疑わなくもなかったが、都つ筑づきがいるとなると話は別だ」

「実はだな」

　普久乃原に咲が管理者にこちらへ送られたことを伝える。普久乃原は難しい顔をしていたが、とりあえずは理解したようだった。

「相変わらず、力もないのに危険なことをする奴だな、お前は」

「大事な人のためなら、なんだってするさ。お前だって、そうだったろう。行動そのものは、行き過ぎではあったけどな……」

「……お前と一緒にされても困るが。まあ、お前たちの事情はわかった」

　それから、もっとも気になることを聞いてみた。

「それで咲のことを、知らないか？」

「少なくとも俺は知らないな」

「そうか……」

　こちらの話が終わると、普久乃原は急に居住まいを正した。

「こういう機会があるとは思わなかったからな……」

　そして、正座したまま理恵に対して頭を深く下げる。

「この場を借りて謝罪する。特に秋あき原はら理恵。許されることではないし、許してもらえるとは思わないが、本当にすまなかった」

　いきなり話を向けられた理恵は、突然の普久乃原の言動に慌てていた。

「いっ、いえ……。もう気にしていませんし……」

　普久乃原はすっかり善人のようになっていた。少なくとも俺らを騙だましているような雰囲気もない。まあ、ここで俺たちを騙したところで何の得もないだろうけど。

「普久乃原は、消えてからこっちにすぐ来たのか？」

「ああ、お前と白い空間で会ってからすぐにこちらに来た。彼女も来ている」

「彼女？」

「佐さ崎さき恵めぐ奈なだよ。現実の方ではない佐崎の方だ」

　そうか。もしかしたら佐崎もあの時、中に別人格が入れられていたのかもしれない。それで普久乃原から少し遅れて、ゲーム側のキャラクターだけがここへ来たのか？

「ゆうき。そう言えば、あの時の佐崎は魂たましいを見る目で見た？」

「いや、彼女には特に必要ないと思ったからな。見ていない」

　当時の佐崎は、俺の中に正まさ樹きが入っていた時のように巻き込まれたのだろうか？　でも、中に別の意識が入ってた時の記憶は戻ってなかったような……。

　普久乃原が神妙に呟く。

「お前を想いながら、寂しそうにしているぞ。会ってやったらどうだ？」

「……悪いけど、そんな時間がないんだ」

　それを聞いて、複雑そうな顔をしていた理恵が少しだけ安心したようにほっと息をついていた。

「なんにせよ、投影されてから消えた人たちは、ここに来てるってことか？」

「だろうな。もっとも俺にはよくわからない。こっちに来て、まだ二カ月程度だからな」

　消えた人たちがここに来るということは、だ。

　理恵や咲、春姉と夏海が一度消えた時も、こちらに来ていたということだろうか？　だけど、現実から消えていた時の記憶はないと言ってたような。

　いや、以前咲とデートした時――。




『呼び出されてから、わたしたちは一回消えたよね。言ってなかったけど、その時、意識って朧おぼろ気げにあったと思うんだ』




『本当にあったかどうかわかんないよ？　この世界に戻ってきた時に、何となく思い出したっていうか……。夢みたいな感覚だったって言えばわかるかな？』




『そう、夢。だけど、何もない、夢。どんな夢を見ていたのかはわからないし、夢を見ていたかどうかすら曖あい昧まい。確信がないから今まで言わなかったけど、妙な虚きよ無む感かんがあったんだ。それを思い出すと、酷く冷たくて、怖い感じがする。もしかしたら、わたしたちはこの世界から消えたあと、何もない世界にいたのかもしれない。だけど、武たけ紀のりくんはそこから、また引き上げてくれたんだよ』




　こんなことを咲は言っていたな。でも、こっちにいる今の普久乃原は意識も記憶もはっきりしてそうだけど……。

「普久乃原、ここの人たちが現実にまた投影されるってことはあるのか？」

「さあな。そんな前例、聞いたことがない」

「そうか……」

　だけど、もしかして。あいつは今こっちに来てるんじゃないか？

「もうひとつ。真さな田だ正樹って名前を知らないか？」

「真田正樹？　ああ――」

　普久乃原が何かを言おうとしたところで、障子の向こうから声が響いた。

「秀様。南な雲ぐも様がいらっしゃいました」

「ああ、こっちに通してくれ。それと、お茶も用意しておいてくれるとありがたい」

「承知致しました」

　なにやら来客らしい。

「来客ってことは、もしかして俺ら邪魔か？」

「何を言っている。お前らのために呼んだんだ」

「え？」

「俺の知ってる限りじゃ、一番この世界に詳しい奴だ。根掘り葉掘り聞いてやれ」

　普久乃原は、随分と気を遣ってくれたらしい。彼の変わりようは驚くばかりだが、心遣いは凄く嬉しかった。







　少しして現れたのは、中肉中背の高校生に見える少年だった。非常にラフな格好で、若々しい。だけど、この人からは高校生らしからぬ威厳みたいな空気が伝わってくる。

「こんにちは。初めまして、南雲裕ゆう悟ごです」

　南雲さんが礼儀正しく頭を下げて自己紹介をしてくると、俺たちもそれぞれ自己紹介をすませた。

　だけど、この人は一体、どういう人なんだろう。

「都筑。この男は、もう八年もここに住んでいる。この辺りのことだったら把握しているからな。大体のことは知っているはずだ」

「この世界に来て長いというだけだよ」

　普久乃原の言葉に、南雲さんは照れたように謙けん遜そんする。

「じゃあ、南雲さんは、小学生ぐらいの時からここに？」

「いや、そうじゃない。僕は高校生の時にこちらに来たんだ。こちらでは肉体的な老化をしないんだよ。その割には車に轢ひかれれば死ぬし、餓が死しもする。メカニズムはいまいちわからないけどね」

「じゃあ、高校生の時にここに来て、八年ってことは実年齢では二十六歳ぐらいですか？」

「ああ、そうだよ。僕が高校生の時に『陽かげ炎ろうの傷きず痕あと』というゲームを投影してね。シナリオもクリアして普通に暮らしてたんだけど……。ちょっとした事情があって、こちらに来ざるを得なかったんだ」

　……あれ？　投影した？

　もしかして、この人って……。

「もしかして、南雲さんは設定者？」

「うん。君と同じさ。正式な名称は設定者ではなく、『カスタマー』らしいけどね。まあ、横文字にしただけに等しいけど」

　設定者は俺たちが便宜的に付けた名称だったけど、『カスタマー』なんて正式名称があったのか。でも、英語の『customer』は顧こ客きやくって意味だったような気もするけど……。

　それはともかく、そんな『カスタマー』が何でここにいるのだろうか。俺たちと似たようなケースなのか？

「……こちらに来た事情って聞いてもいいんですか？」

　俺たちのこれからの参考になるかもしれないし……。

「君らの時間を一日潰つぶしていいなら話すけどね。あまり楽しい話でもないよ」

　南雲さんの事情は少し気になったが、一日潰されるとなると話は別だ。

「すいません。時間がないので……」

「うん。それでいいさ」

　ただ、ひとつだけ聞きたいことがあった。

「ひとつだけ聞かせてください。こちらに来た理由はあなたの大事な人を追いかけるためですか？」

　南雲さんは頭を振って否定する。

「大事な人に生きて欲しいためだよ……」

　そして、切なそうに呟いた。俺たちとは事情が違うらしい。

　南雲さんは仕切り直すように言った。

「さて、初めての普久乃原くんの頼みだからね。せいぜい張り切るとしようか」

「余計なこと言うな」

　南雲さんの呟きに普久乃原がつっこみを入れるが、南雲さんは我関せずと気にしていなかった。

「僕の知ってることは何でも答えよう」

「あの、じゃあ……。神楽咲って女の子知りませんか？　つい最近、こちらに来たみたいなんですけど……」

　そう言うと、南雲さんは首を振った。

「さすがにこの世界にいる人を全員把握できてはいないからね。いつかは知るかもしれないけど、つい最近来たばかりとなるとさすがにわからない」

「わかりません、か……」

　やはり、そんな簡単には見つからないか……。

「結論を急がないで欲しい。見つける方法はあるんだ」

「そうなんですか!?」

「ああ。だからまず、少しこの世界についての説明をしよう。いいかな？」

　俺は緊張しながら、ゆっくりと頷いた。

「この世界はね。フェアリーテールシステム内の一システム、アカシックサーバーと呼ばれるデータベースだ。現実に投影された後、役目を終えたキャラクターや世界が、今度はこの世界に投影されているというのがわかりやすいかな。現実とこの世界では、改変する際の仕様が違うからまったく同じとは言えないけどね。こちらは架空寄りと言った方がわかりやすいかな。……まあ、これも複雑だし、今は話す必要がないか。投影をされたゲームの設定が一部こちらに投影されていると思ってくれればいい」

「じゃあ、ところどころ風景に見覚えがあるのはやっぱり……」

「そう。ゲームの世界が投影されてるからだよ。地名や店名も、すべてだ」

　つまり、この世界は『エターナル　イノセンス』や『メモリーロンド』の世界観が混合しているということか。

「『天銀糸台』の地名が入っていたのも、『銀の詩』のゲームが現実に投影されたからということか」

　ゆうきが俺に確認を取るように言う。南雲さんの話からすればそういうことだ。

「でも、ゆうきが覚えているということは、『銀の詩』が投影されたのって、ゆうきが投影した後のことになるよな」

「……そういうことになるね」

　ゆうきが俺の意見に首しゆ肯こうする。

　フェアリーテールシステムの起こす奇跡には、奇妙なルールがあった。

　本来、ゲームが現実に投影された場合、そのゲームに関するデータや記憶は世界からすべて消滅する。しかし、先に『カスタマー』になった人間は以降に投影されたゲームを忘れないという記憶のアドバンテージがあるのだ。

「南雲さんは、『エターナル　イノセンス』や『メモリーロンド』がわかるんですか？」

「こちらにいると、現実側のことはわからないからね。さすがに、後発のゲームについては知らないな」

　南雲さんは小さく首を振った。

　なるほど、こっちからでは現実側のことはまったくわからないのか。南雲さんはそんな環境で八年も……。

「ゲームの世界が投影されているということは、モブのキャラクターもここに？」

　少し考え込んでしまった俺を尻目に、ゆうきが南雲さんに尋たずねる。

　ゆうきの言ったことに南雲さんは頷いた。

「言動や性格、容姿がゲームのテキストっぽいというか、演技みたいに見えなかったかな？　彼らはゲーム中のテキストを参考に作られた、と僕は思っている」

　それで、あのコンビニ店員たちはお約束のようにお菓子の主張を始めたということかもしれない。それにこれぞ前時代的な典型的不良という格好をしたあの素行の悪い連中の言動も、モブだとすれば納得がいく。ゲーム中だと時々、とんでもない理り不ふ尽じんさで主人公に絡むからな……。

「ここは異世界みたいな感じで捉えればいいんですか？」

「そこまでいいものじゃないな。現実と違って、この世界は箱庭に近い。一種のシミュレーションのスペースに過ぎないらしいからね。僕も詳しくは知らないけど、現実側の『保険』という話だ」

　保険。現実側の改変と、こちら側の改変。改変をすることに目的はあるということだろうが、それでもその目的は見えてこない。

「じゃあ、ここに入った人たちが、現実に再投影されることって、今までにありましたか？」

「いや、そんな話は聞いたことがないな。もっとも、君たちのような形でこちらに来た人たちも初めて見たけどね」

『エターナル　イノセンス』の再投影って、もしかして今までになかった事態なのだろうか。義よし人ひとさんの友人も、かなり驚いていたよな。

　結局、みんなが消えた時、ここに来ていたのかどうかはわからない、か……。

「さて。本題に戻ろうか」

　そう言って、南雲さんは話を続けた。

「それでその神楽咲さんは、どういう風に現実から消えたのかな？」

　俺は南雲さんに咲が消えた時の概要を説明した。家と両親ごと、現実から元からいなかったかのように消えてしまったこと。そして、彼女は現実から消えてしまうかもしれないバグを発症してしまっていること。

　それを南雲さんは真剣に聞いてくれた。

「なるほど。だとすれば、家と親おや御ごさんごとこちらに来ている可能性は高いと思う。普久乃原くんのような現実に投影された架空キャラクターたちの住居というのは、この世界では概おおむねゲーム設定に準拠するんだ。それならば神楽さんの家は、ゲームの舞台となった場所にあるはずだよ」

「この、九乃里の隣が『エターナル　イノセンス』の舞台なんです。ということは……」

「都筑くんの投影した時の設定にもよるけど、架空側の学園や商店街の場所から割り出せる。君がどれだけ覚えているかにかかっている、というところかな」

「大丈夫です。全部覚えています」

『エターナル　イノセンス』の情報はすべて頭の中に入っていた。忘れなどするものか。マップも位置関係を示すテキストもすべて覚えている。

「そうか。なら、僕が何かを言うまでもなかったね。たぶん、そちらに行けばわかると思う」

「いえ。確信している状態で捜すのと、不確定な状態で捜すのでは大違いですから」

「はは、それもそうかもね。力になれたのなら幸いだ」

　居ても立ってもいられず、立ち上がる。

「それじゃあ、もう行きます」

　情報は手に入った。このことは記憶に刻みつけて、ここに送ってくれたあの人に伝えよう。

　一刻も早く咲に会いたかった。

「そうか。まあ、休みたいとでも思った時はこの家に来い。部屋は余ってるからな」

　普久乃原が気を遣ってくれる。寝床の心配をしないでいいのはありがたい。

「ありがとう」

　俺がお礼を言うと、みんなも口々にお礼を言った。理恵ももう普久乃原に苦手意識はないらしい。

　そして、部屋を出るところで、

「都筑くん」

　南雲さんに呼び止められた。

「その、神楽咲さんがうっすらと消えてしまったという症状の話なんだけど……」

「知ってるんですか？」

「……僕も詳しくは言えないんだ。だけど、それは感情によって症状が抑制されたり進行したりする代物らしい。それを見極めてあげてくれ」

　感情によって、症状が左右される？

「症状が進行というのは、悲しみとか、不安の感情なんでしょうか？」

　春姉が不意に尋ねる。確かに負の感情で症状が進行して、正の感情で症状が抑制されるというのはありそうな話だ。ちょっと違うかもしれないけど、病やまいは気からと言うし。

「……すまない」

　しかし、詳細は不明なようで、南雲さんは申し訳なさそうに謝る。

　それからその表情を真剣なものにして、俺の目を見た。

「ただ、決して諦めたりはしないでくれ」

　それはもちろんだ。諦めることを、俺はやめたのだから。

　だけど南雲さんも、それはわかっているようで、もしかしたら励ましてくれたのかもしれない。

「わかりました。行ってきます！」

「うん。行っておいで。後悔しないようにね」




　　　　　◆




　武紀たちが出て行った部屋で、南雲はお茶をゆっくりと味わうようにすすっていた。

「彼らも大変だね」

　一口飲んで、そうしみじみと呟く。

「あんただって、人ごとじゃないだろうに」

　普久乃原が呆あきれたように指摘する。

「今の彼と僕では、まだ立場が違う」

「だけど、いずれはあんたと同じ立場になるんじゃないのか？」

「さてね。僕はここで彼女のことを忘れないようにすることぐらいしかできないさ」

「あんた、奴らの目的は知っているんだろう。教えておいた方がよかったんじゃなかったのか？」

「いずれは知ることになるよ。彼もおそらくは特殊な『カスタマー』だ。だけど、今は大事な人を助けるために行動するべきだろう。余計なことを教えて惑わせても、彼らにとっても、奴らにとっても不利益になるだけだ」

「……この野や暮ぼったい実験場から抜け出す方法はないのかよ」

「どうだろうね。奴らの目的が達成されれば、あっさりと終わるかもしれないよ。もっとも、それには時間が必要らしい。それこそ人間の一生どころの話ではない、気の遠くなるような時間がね」

　南雲の話を聞いた普久乃原は、心底不機嫌そうに溜息をつく。

「それでその間、俺たちはずっとこのままか。そもそも、その目的とやらは達成できるものなのか？」

「わからない。そもそも、もう奴らに時間がないという話も聞いている。そのために、僕や都筑くんが選ばれたんだよ。……不名誉なんだか、名誉なんだかよくわからないけどね」

「そんなものに付き合う義理はあるのか。あんたに」

「それはそうだ。僕にはここで彼女の存在を守る義務がある。そのためなら、どんな苦労も厭いとわない。それが永遠にここで彼女を忘れずに生きろということでもね。それに、奴らの目的にも共感はできるし、その目的のために費やしてきた労力に僕は同情してしまってるんだ。その上、一応、僕も都筑くんもフェアリーテールシステムに救われてることになるからね」

「奴らに同情とはな。面倒くさい性格だ」

「君に指摘されたくはないよ」

　そう言われて、普久乃原は嫌そうに鼻を鳴らした。

「奴らの言っていることが全部本当かどうか、僕には見極めることはできないけど、本当だとしたら人々はその歴史を閉じることになる。とはいえ、被害を受けることになるとしても、もっと何世代も後らしいけどね。そういう意味では、現実のエネルギー問題と同じような、いつかはくる枯こ渇かつと同じ。それまでに解決できればいい。解決する前に、何も起こらないことを祈るだけだ」

　南雲はもう一口、お茶をすする。

　そして、客間での会話が途絶えたのを見計らったかのように。

　普久乃原の携帯電話から、着信音が鳴り響いた。




　　　　　◆




　地図を元に、咲の家の場所に当たりをつける。

「私立蓮條学園がここにあるわけだから、商店街は大体この辺りか？」

　ゆうきが地図に指で位置を指し示す。

「そっちは小さい方の商店街だね。大きい方はこっち」

　春姉が指摘して、適宜修正。

「この病院って、咲ちゃんの入院してたところになるのかな？」

　夏海の指が示す先には、確かに病院のマークがあった。

　穴埋めをしていくように、みんなで地図を共有する。

「咲の家は、学園から徒歩三十分。大きな商店街からは二十分。病院には救急車で五分ぐらいのはず……。そこから考えると……」

　ゲーム内でのテキストを思い出す。この時間で間違いない。確実に覚えている。

「一般的な徒歩ペースでの話なら、誤差も踏まえてこの辺りかな……。で、救急車で五分となると、あ、たーくん、なんか書くもの貸してもらえる？」

　春姉が俺からペンを受け取ると、地図に丸を書いた。この辺りが咲の家があるであろう場所ということだろう。

　これでかなり範囲が狭まった。これならすぐに見つかりそうな気すらする。

「ありがとう、みんな」

　あとは咲の家に行くだけだ。ここからなら、おそらく歩いて一時間もかからないだろう。

「じゃあ、行――」

　そこまで言ったところで、不意に俺の携帯が震え、メールの着信を知らせた。

「武ちゃんのメールの着信音？」

　理恵の言う通り、この音は俺の携帯の着信音だ。しかし、なぜ？　誰から？　そもそも、電波が通じるのか？　確かに、この世界でもアンテナは三本立っているけど……。

　携帯電話を胸ポケットから取り出し、メールを確認して俺は目を見開いた。

　差出人の箇所に『高たか橋はし暎えい那な』。タイトルのところに『神楽咲の症状について』と表示されていたのだ。暎那ちゃんから、しかも何かタイトルからして、俺が知りたかったこと、そのものずばり。驚くなという方が無理だった。

　俺は急いでそのメールを開き、本文を読む。




　神楽咲の症状は、あなたや伊藤ゆうきらがカスタマーとなる前に患わずらっていた症状とほぼ同一のものです。

　あなたと伊藤ゆうきがカスタマーとなる前に抱いていた感情を思い出してください。その感情が症状の進行原因となっています。

　これが現在の私ができる最大限の助言です。管轄が違うと、あなた方に教えられる情報も制限されるんです。申し訳ありません。




　本文はそこで終わっていた。暎那ちゃんは記憶喪失じゃなかったのか？　もしくは、また思い出したりしたとか？

　いや、今それを考えても詮無きことだ。

「ボクらがカスタマーになる前……？」

　携帯のスクリーンをのぞき込んでいたゆうきが不思議そうに呟く。

「俺たちも、咲と同じ症状を患っていた？」

　しかし、俺たちは別に消えかかったりはしていないと思うんだけど……。

　だけど、これは暎那ちゃんがくれた助言なんだ。必ず咲を救うヒントになるはず。

　特に『カスタマーとなる前に抱いていた感情』というのが、咲の症状を進行させているというのだ。俺がみんなを呼び出す前に抱いていた感情は、きっといくつもあるけど……。きっと何か特定できるものなのだろう。

　そして、その感情を払拭できれば、咲を救うことができるのかもしれない。

「行きながら、考えよう！」

　俺は暎那ちゃんの助言を胸に、みんなと共に咲の家へと急いだ。







　そして、ペンで春姉が印をつけた辺りを歩き回っていると、咲の家はすぐに見つかった。現実に投影されていた時と全く同じ、二階建ての構造だ。何回か見ているので間違いようもない。

　だが、もうすでに薄暗くなっているというのに、家には明かりがついていなかった。咲も両親も不在のようだ。

「生活感はあるような気がするがな」

　ゆうきがぽつりとそんなことを呟く。確かに住んでないというわけではなさそうだ。単純に両親共々留守なだけなのかもしれない。

「じゃあ、待ってようよ。しばらくすれば、帰ってくるんじゃないかな」

　そんな理恵の提案を、誰も拒否しなかった。

　それから待っている間、ゆうきは

「周囲を確かめてくる。じっとしているのは性に合わないし、その辺りを歩いているかもしれないからな」

　と言って、そこら中を行ったり来たりしている。一番フットワークが軽いからな。ありがたい。

　俺たちは特に何をするでもなく、咲が帰ってくるのを待っていた。

　それから、三十分ぐらいが経ち、空が夜空に変わった頃。

　俺が待ち望んだ人が、そこに現れた。

「武紀、くん……？」

　家に面した道路に、買い物袋を下げて、彼女はぽつんと立っている。

　その姿は、暗くても一目でわかった。

「咲！」

　思わずみんなで駆け寄る。

　咲は一瞬戸惑ったような表情を浮かべた。そして、買い物袋を落とし、そのまま逃げてしまう。

「なんで、逃げるんだよ、咲！」

「来ないでッ！　わたしに、近づいちゃダメなんだよっ！」

　やはり咲の言っていることはわからない。

　それでも、咲は何か大きなことで悩んでいる！　追いかけなければ！

　帰る家はあそこしかないはずだが、そのまま家に帰って来ないことだってありえる。見失ったら、取り返しがつかないことになるかもしれない。

　だが、さすがに運動神経が抜群の咲だった。見る見るうちに俺との差は開いていく。

　確実に見失いそうな気配がした。

「もう……！　逃げるなんて……」

　理恵が少し怒ったようにぼやく。

「たーくん、先に行くねっ！」

　そこへ、俺の横を猛スピードで影が過ぎ去った。前を見れば、春姉がスカートを翻ひるがえしながら走っている。さすが運動部。咲も速いが、春姉はそれ以上に速かった。というか、陸上でも結構いいところまでいけるんじゃないか？　あの速さは。

「つーかまえたっ」

　と、そんな声と共に、咲は春姉に捕まった。

「はっ、離してください！　春さん！　わたしに近づいたりしたら……！」

「ダメです。まずは話をしよう？　ね」

　咲は離れるために暴れているが、春姉はそれをしっかり押し止めている。その間に、俺たちはようやく咲に追いついた。

「ありがとう、春姉」

「どういたしまして」

　春姉に礼を言ってから、咲に向き直る。咲はもう逃げる気力もないようで、少しだけぐったりとしていた。

「咲……」

「武紀くん……。ごめんなさい……。ごめんなさい……。でも、わたしといたら……みんな、ダメなんだよ。だから、わたしから離れて……」

「嫌だ。咲、お前にどんな理由があろうと、俺は咲から離れるつもりはない。それとも、俺の事はもう嫌いか？」

「ずるいよ、そんな言い方……」

「ずるくてもいい。まずは咲の悩みを聞かせてくれ。俺たちはそのために来たんだ」

「どうにも、ならないよ？」

「だったら、どうにかするために話をしよう。ひとりだけじゃ、無理かもしれない。だけど、俺を頼れ。みんなを頼ってくれ。咲だって、前にそう言っただろう？」

「……………………」

　咲は一度沈黙した。

「うん……」

　そして逡しゆん巡じゆんしてから、諦めたように訥とつ々とつと語り出す。

「自分の気持ちをいきなり変えられて、わたしは初めて虚構のキャラクターだって自覚したんだ。それまで、そんなこと気にもしてなかったのに。武紀くんも少しずつ、わたしを普通の人のように見てくれてたのに……」

「やっぱり、それを気にしてたのか……」

　だけど、それだけじゃないはずなんだけど……。

「でも、咲ちゃん。それはわたしたちも同じなんだよ？　確かに怖い。でも、きっとたーくんは助けてくれるから……」

　咲は春姉の言葉に「うん」と呟いて同意する。しかし、その表情は晴れなかった。

「きっと、武紀くんは助けてくれる。だから、わたしも普通なんだって思おうとしたの……。だけど、そんな時にわたしの体が消え始めて……」

「咲ちゃん、それでもっと怖くなっちゃったの？」

　夏海が恐る恐る尋ねると、咲はこくりと頷いた。

「わたし、変なバグが発生しちゃったんだ。『関かん係けい崩ほう壊かい因いん子し』っていうんだって」

　なんだ？　『関係崩壊因子』？

「わたしの中に入ったその因子は、徐々に周りの人の、わたしへの興味を失わせるって……。みんなからの興味が薄れていけばいくほど、わたしは存在が薄れていって、最後には消えるの……」

　興味を失って、消えるだって!?

「冗談じゃない！　俺は咲のことを決して忘れないし、興味だって失わない！」

「ありがとう、武紀くん……。でも、これって抑よく制せいすることはできても治すことは無理なんだって……。それに、いつか必ず絶対に忘れちゃうんだって……」

「試してもいないのに、そんなことを言わないでくれ……！　忘れないと証明してみせるから！　いや、その治らない不可能を必ず覆してみせる……！」

　咲は根拠のない俺の言葉に、黙って微笑みを返してくれた。

　俺の言っていることを嬉しいと思ってくれている。だけど、その微笑みは無理して作ったようで、本当の表情は悲しみに染まりきっていた。

「不思議だね。武紀くんにだったら、きっとできそうな気がする」

「だったら！」

「でも、ダメなんだよ。迷惑をかけるわけにはいかないの……」

「どうして……？　俺は迷惑だなんて思わない！」

　そして、咲はその理由を明かした。

「だって……。この病気って、感染するんだもの……」

　感染？　つまり、他のみんなにも移るってことか？

「だから、武紀くんに対してだけじゃないんだよ。秋原さんにも、春さんにも、夏ちゃんにも、もしかしたら伊藤さんにも迷惑がかかる……！　ううん、もっとたくさんの人に感染するかもしれない……」

「それで、こっちに来たのか？」

　咲はこくりと頷いた。

「本当は武紀くんに相談もしたかった。感染したけど本当は離れたくなかった！　でも、いつどんな原因で感染するかわからないから、早く離れなきゃいけないって……。それに、こっちに来れば『自分がどういう存在かわかる』『こっちなら治すことができるかもしれない』って八や重えお姉ちゃんが言ったから……。だから、八重お姉ちゃんにお願いして、ここへ来たの……」

　そうだったのか。

　咲が悩んでいる原因は、たぶん俺が思っている以上に深いのだ。

　正樹が現れて、その時のことが解決しても、咲はまず自分の想いが変わってしまったことに悩んだ。さらにそこへ自分の存在が消えるかもしれないなんて、恐怖としか思えない症状を患った。

　怖かっただろう。混乱していただろう。

　だからこそ、八重さんに取とり憑ついた沙さ耶やの言葉を盲目的に信じて、受け入れてしまったのだ。

「でも、まだ何もわからないままなの……。自分がなんなのかまだわからない……！　ここに来ても何も改善しない……！　現実で感染するって知ってからも、諦められずに中途半端に付き合って……！　だから、わたしは……」

「咲」

　咲が泣いている。

　どうすればいいのか、正解なんか俺にはわからない。

　それでも、咲の悩みも咲の想いもすべてを受け入れたい。

　だから、咲の言葉を遮さえぎった。

「咲が納得するまで、俺はここにいてもいい」

「え!?　何を言ってるの、武紀くん……!?」

　そして、俺はひとつだけ問う。

「だけど、ひとつだけ聞かせてくれ。俺と一緒に、悩むのは嫌か？」

　その問いに、咲は少し逡巡した。しかし、答えはすぐに見つかったらしく、真剣な顔で口を開き――。

「何をしてるんですか？　咲ちゃん」

　そこへ歓迎されざる者、Ｎｏ．３８を自称するフェアリーテールシステムの管理者、沙耶が薄闇の中から現れた。







「まさか、こんなにも早くこちらに来るとは予想外でしたよ」

　沙耶が、八重さんの表情で感心したように言う。ただ、こちらに来ることに関してはどういうわけか予想していたようだった。

　俺は沙耶に向き直る。

「こっちは一刻も早く、咲に会いたかったからな」

「イレギュラーを起こされるとこちらのシミュレーションが無駄になってしまうんですよね。フローチャートそのものは間違っていませんけど。どうやって来たんですか」

「……誰が言うものか」

「記ロ録グ参照。なるほど。あなたのデバイスで意識クラスを飛ばしたわけですか。『Lorentzロレンツ』まで使って……。こんなことできるのは三人ほど心当たりがありますけど、あなたの相関図から考えると彼らぐらいですかね。まったく人のシナリオをこうも簡単に崩してしまうなんて……」

　少しだけ苛いら立だった口調になっている。こいつの目的はやっぱりわからないままだけど、間違いなく俺たちに敵意を向けている。

「八重お姉ちゃん？」

　咲が怖がるように問う。

「ああ、咲ちゃん。少しだけ待っててね。すぐ終わらせますから」

「ふざけるな。悪いが咲はこのまま返してもらう」

「（Ｎ不可）。承認できません。こちらはあなた方を思って、こうして行動してるんですけどね」

「信用できないな。それにあんたたちの都合など知ったことか。第一、俺たちに一言も断らずに勝手にやるのが気にくわない」

「言ったら反対するからに決まってるじゃないですか」

「は。俺も大概自分勝手だって自覚してるが、あんたらも相当自分勝手だな。何も伝えずにこっちが納得するとでも思ってるのか」

　そう言うと、沙耶は呆れた顔をする。

「何も知らないというのは幸せですね。何にせよ、イレギュラーなので対応はさせてもらいます」

　すると、沙耶は俺の方向へ向かって無造作に拳こぶしを突き出した。胸を狙った拳を腕でどうにかガードする。

　バキ、と鈍にぶい音が頭に響いた。とてつもない痛みと痺しびれが全身に広がった。

「うああぁぁぁっ……」

　みっともない呻き声が漏れる。今の一撃で、ガードした右腕の骨が、いともあっさりと折れた。なんなんだ!?　大して強くもなかったのに、まるで骨を直接ハンマーでブッ叩かれたようにボキリといった……！　後ろで、みんなの悲鳴と心配する声が聞こえる。

「お、お姉ちゃん！　何をしてるの!?」

　咲が沙耶へ必死に訴える。しかし、沙耶はその声を聞こえていないように無視した。

「多少は苦しんでもらわないと感情強度が不足しますしね。意識だけと言えど、ここに来れば身体的な感覚は現実と大して変わりません。せいぜい、呻いてください」

　さらにもう一撃がくる。

　怖い。痛い。逃げたい。

　だけど、後ろには咲がいるんだ！　みんながいるんだ！

　咄嗟に左腕でガードする。そして再び、軽い衝撃に響く鈍い音。だが、こちらは折れることを免れた。

　正直、痛みはある。だけどこんな痛みがどうしたと言うんだ！　この痛みがみんなを守っていると考えれば安いものだ！

　咲が後ろで何も言えずに震えているんだ！　俺の後ろには、理恵も春姉も夏海もいるんだ！

　歯を食いしばれ！　耐えろ！

「どう、した。これで終わりか？」

　精一杯の強がりだ。声だって震えている。

　だけど、こんな強がりを言うだけでも、痛みに負けず意識を保つことはできるんだ！

「じゃあ、次は足を――」

　沙耶がローキックで狙ってきた瞬間、俺の目の前を風が切り裂いた。

　その鋭い風を避けるように沙耶が大きく後ろへと下がる。

「まったく、ボクはいつも間が悪い。家の前からいなくなっていたから捜したよ」

　俺の目の前にゆうきが立っていた。

「明石あかし葵あおいですか。そう言えば、あなたも来ていましたね」

　小馬鹿にした口調。ゆうきが少し苛立たしげに眉を顰しかめ、水平に木刀を構えた。

「……く。今度は、負けない！」

「せめて、その過分な身体能力を完全に使いこなせるようになってから、その台詞は言ってください」

　ゆうきが木刀を沙耶に向かって右下から振り上げる。

　だが――。

　その斬撃にはいつものような鋭さがなかった。いや、俺からすれば充分に凄まじい一撃だけど、それでもいつもと比べてしまうと雲うん泥でいの差と言っていい。

　そして、いつもと違う一撃は、振り下げられた沙耶の肘にあっさりと止められる。さらに、鈍い音と共に木刀は真っ二つに砕けた。

　切っ先が空中に舞い上がり、回転しながら地面に落ちる。コンッという音を立てて落ちた切っ先を、ゆうきは何が起こったのかわからないという表情で見つめていた。

「はい、これで終了です」

　上の空だったゆうきの脇腹を沙耶の拳が襲う。まともに食らったのか、ゆうきは後方へ大きく吹き飛んだ。どうにか、空中で体勢を整えて着地するものの、すぐに膝をついて咳せき込こむ。

「ゆうき！」

「ゲホッ！　……慌てるな。後ろに……、衝撃は、逃がしてる……」

　しかし、衝撃を逃がしたというのに、ゆうきの表情は苦しそうだ。

「咄嗟に後ろに飛んだのは評価できますが、反応が遅いですね。まあ、意識だけですし、この世界では仕方ないでしょう。致命傷にならなかっただけでも、褒ほめてあげてもいいですよ」

　沙耶はまだまだ余裕だった。俺たちは前回と同じように遊ばれている。

　ここには、もう義人さんもいない。

　だけど、咲を渡すわけにはいかないんだ。

　どうすればいい。なんでもいい、考えるんだ！

「さて、そろそろお遊びもこれぐらいにしましょうかね」

　そう言うと、いきなり沙耶の体が消失する。

「きゃあっ！」

　背後にいる咲の悲鳴。即座に振り返ると、沙耶はすでに俺たちの背後に移動しており、咲を羽交い締めにしていた。まるで瞬間移動のようだ。

「や、八重お姉ちゃん？」

「咲！　そいつは従姉いとこの八重さんじゃないんだ！　フェアリーテールシステムの管理者だ！　そいつの言うことを信じるな！」

「え……？　どういうこと……。お姉ちゃんは、『私は特殊な『ビジター』だから何でも知ってる』って……」

　すると、八重さんの顔をした沙耶は薄ら笑いを浮かべた。

「少しは疑うことを学んだ方がいいですよ。純粋な咲ちゃん？」

「やっぱり咲を唆そそのかしていたのか！　その腕を放せ！」

「唆してなどいませんよ。私が語ったことはすべて事実です」

　その言葉がどこまで真実なのか。そんなこと、今はわからない。今はそれを考えるよりも先に、それ以上に、重要なことがある！

　折れた右腕は動かすのも辛いほど痛い。だけど、咲を取り返さなきゃ話にならないんだ！

　だから、動かせ！

　少しでも！　咲を助けるために！

「それで捕まえられるのは、地球上の生物で言えばカタツムリぐらいのものですよ」

　しかし、必死で伸ばした手はあえなく空を切る。

　一度で届かないなら、二度三度！　向こうが遊んでいるというのなら、その間に取り返せばいい！

「咲を、返せ！」

「（Ｎ不可）」

　またも避けられる。咲を羽交い締めにしているというのになんでだ！

「このっ！」

　俺とタイミングを合わせてゆうきも沙耶を捕まえようとするが、それでも摑むことすらできない。ぱっと見では隙すきだらけだというのに、俺たちの攻撃などあしらうことができる能力があるのだ。

　相手は油断をしているが、それ以上に余裕のように見える。赤子をからかってる程度にしか感じてないんじゃないか？

「そろそろ、諦めてくれると嬉しいんですけどね」

「冗談じゃない！　ちくしょう！　そもそもお前の目的は何なんだよ！」

「さて、もはやあなた方には関係ないのではないですか？」

　顔色ひとつ変えずに、沙耶は俺たちを嘲あざ笑わらう。

「それに私に触れることもできないのでは、奪い返すことなんて夢のまた夢ですよ？」

　さらに楽しそうに沙耶が挑発してきた。それが、腹立たしくてしょうがない。

　しかし、現状でどうにもならなくて――。悔しくて――。力が、欲しかった。




「そうか、ならば止まっていろ」




　その場に響く気怠げな声。

　その言葉と共に、八重の体は完全に身み動じろぎひとつできないのか、驚くほどピタリと止まっていた。

「これは……！」

　沙耶の視線の先に、普久乃原がいた。普久乃原の瞳は、怪しく紫色に光っている。

「普久乃原、どうしてここに……？」

「……あの時、彼女の魂を救ってくれた借りを返しに来ただけだ。探査能力マーキングを使ってな。それに、あの馬鹿に頼まれたんだよ」

「あ、ありがとう。でも、頼まれたって――」

「そんなことはどうでもいいだろう。さっさとあの女を取り返して、すぐに逃げろ。俺の家まで行けば、まだ南雲がいる。あいつなら、まだこいつらとの交渉もできるだろう」

「だけど、お前をここに置いては……。今ならゆうきに任せても……」

「お前らがいるとやりづらいんだよ。いいから行け。お前はあいつの相手をするな」

　正直、不安だし、すべてを任せるのは情けないけど……。

　それでも普久乃原がここまで言うのなら……！

「行け！　お前はまだこっちにいちゃいけないんだよ！」

「……わかった！　本当にありがとう！」

「いいからさっさと逃げろ！」

　俺は腕の痛みを我慢して、沙耶の腕から咲を解放する。

「武紀くん……」

　咲は心配そうな瞳でこちらを見つめてきた。俺は大丈夫だというように、無理矢理に笑顔を浮かべた。

「大丈夫！　ほら、行こう！」

　折れてない左手でしっかりと咲の手を握った。この温もりが伝わってくるだけで、折れた右腕の痛みなんか忘れられる！

「みんな、逃げるぞ！」

　そして、俺たちは全員で普久乃原の家へと向かった。
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「損な役回りを演じますね。あなたも」

　身動ぎできない沙耶が小馬鹿にしたように普久乃原へ呟く。

「借りを返しただけだって言ってるだろう。とりあえず、夜が明けるぐらいまで付き合ってもらおうか。お前の体に神経が通っている限り、俺の束縛からは逃れられん」

「まったく。意識クラスのみの存在でいられれば問題ないんですけどね。下位クラスに合わせると、身体エレメントが必須になるのが煩わしい限りですよ。小回りがききませんね。システムも」

「……せいぜい、そこで愚ぐ痴ちっていろ」

「とはいえ、私の役目をまだまだ終わらせるわけにもいかないんですよね。あなたにはここで退場していただきましょうか」

　普久乃原が怪訝な表情をする。

　そして、ゴッという鈍い音と共に、普久乃原は顔を歪ゆがめて跪ひざまずいた。普久乃原は痛みを堪こらえるように立ち上がり、そして周囲を見遣る。すぐに沙耶の言っていることを理解した。

　普久乃原を、夕方絡んできた不良たちが囲んでいる。いや、それだけではない。その集団以外にも二十人近い不良がいた。

　虚こ空くうを見つめるその瞳はどこにも焦点が合っていない。

「こいつらは……」

「メインキャラの規格ですと不慮の事故で改変がされないようにプロテクトがかかっているので不可能ですが、この辺りの簡易キャラの規格であれば、今持っている命令コマンドだけで操ることが可能です。さて、あなたのその架空能力エレメントは私の瞳を見続けていなければいけないはずでしたよね？　この人たちを前に瞳をそらさず耐えられますか？」

　普久乃原の頰ほおを、一筋の汗が流れた。




「逃がしたか……。ちっ、情けねぇ……」

　普久乃原は自じ嘲ちようするようにそう呟く。その足下には普久乃原を囲んでいた不良たち全員が横たわっていた。

「息が少し上がってやがる……。あの女にも逃げられちまったし、弱くなったな、俺も」

　そんな普久乃原の独り言に答えるように声が響く。

「二十人も倒しておいて弱くなったとか、お前マジで凄かったんだな」

「真田か」

　普久乃原の視線の先には、『エターナル　イノセンス』の主人公、真田正樹が立っていた。

「悪かったな。いきなり変なことを頼んで。俺も武紀たちが来るって聞いて、慌ただしくてな」

　真田正樹は少しだけ悪びれたように言う。

　だが、普久乃原はそれを鼻で笑った。

「はっ。お前に頼まれたからじゃない。元々、借りを返すつもりだっただけだ。中途半端な返し方になったけどな」

「いや、充分さ」

「第一、お前がもっと早くここに来てれば、こいつらをお前に押しつけることができたってのに……」

「馬鹿言うなよ。俺がこんな人数相手に立ち回れるわけないだろ。お前みたいな異能者レベルの奴と比べるな」

　真田正樹は、呆れたように呟いて肩をすくめる。

「……会ってやらなくてよかったのか？」

　普久乃原がそう問うと、真田正樹は少しだけ照れたように鼻を掻かいた。

「あれだけ綺麗に別れると、会いづらくないか？　まだ二週間も経ってないんだぜ？　こう、感動的な別れを告げた後に、ひょこっと出てくるのは格好悪いだろう」

「……お前がそう言うのなら、そういうことにしておいてやろう」

　普久乃原は、真田正樹の言葉を全く信じていないような顔をしたが、それから特に追及するようなことはしなかった。
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　必死で逃げていた。普久乃原の家から来た道を辿って住宅街を駆け抜ける。

　この手に、咲の温もりがあった。それだけで充分だった。

　どうすれば咲が現実に戻れるのか。どうすれば咲の病気が治るかなど、まだ何もわからない。それでも、それがわかるまで逃げてやる。咲が納得するまで付き合おう。

　この身がずっと咲と共にあるために！

「また、わたし、武紀くんに迷惑を……！」

　手を引かれながら、咲は自虐する。

　その自虐を少し説教するようにその手を強く握った。放さないぞという意思表示でもある。腕の痛みなどもう感じない。

「武紀くん……」

　俺は途切れそうな息を無視して叫ぶように吐き出す。

「何度でも言うぞ。俺は咲にかけられる迷惑なら幸せだ！　それを解決できれば、至福なんだ！　その上で俺の幸せが、みんなの幸せだったら、これ以上の至福はない！」

　結局は、理想の今を失いたくないという俺の願望――いや、そんな綺麗な言葉では言い表せない欲望だってある！

　でも、みんなを幸せにできれば、みんなの笑顔が見られれば、それだけで俺は本当に幸福を感じるんだ！

　そんなすべての想いを、俺は抱えて生きていく！

「だから、いつまでも付き合う！　どこまでも付き合おう！　いくらでも迷惑をかけてくれて構わない！　俺はいつでも笑って、お前の力になる！」

　少しでも、咲に俺の想いが伝わって欲しくて、愚ぐ直ちよくに声を張り上げた。

「だから！　咲も！　いつものように！　太陽のような笑顔を向けてくれ！」

　その言葉に、咲がきゅっと握り返してくれたのがわかった。







　普久乃原の家まであと少し。しかし、俺たちに幸運の女神は微笑まなかったらしい。

「鬼ごっこは終わりにしましょうか。もう飽きましたし」

　微笑んでいるのは、八重さんの体を乗っ取り、管理者を名乗る悪魔のような奴だった。道路の真ん中に立ち、俺たちの行く手を塞いでいる。

　普久乃原がどうなったのか気になったが、ここで捕まったらあいつのやってくれたことが無駄になるんだ！

「く……！　こっちだ！」

　咄嗟に反転して引き返す。

　しかし、それでも逃げられない。沙耶は、まるで瞬間移動をしたかのように俺たちの逃げるべき先を塞いでいた。最初からそこにいたかのように。反則にもほどがあった。

「諦めが悪いですね。そろそろ、他の皆さんも限界でしょうに」

　少しだけ横目でみんなの顔色を窺うかがう。指摘通り、もう逃げるのは限界のようだった。特に理恵と夏海は、走りすぎて顔色が悪くなってしまっている。

「あなたは他の人を巻き込んでまで、神楽咲を守るんですか？」

　沙耶が睨ねめ付つけるような視線をぶつけてきた。

　俺は、その視線から目を逸そらさず、真正面から受け止める。

「誰かひとりを犠牲にして、他のみんなを守るなんて、器用なことはできないんだよ！　俺は絶対にみんなを守るんだ……！　だから、俺は決して、この手を放さない！」

　繋いだ咲の手をぎゅっと力強く握る。決して、管理者などに渡さないように……。

「彼女は、自分の意志でここに来たんですよ。ならば、放っておくのも優しさだとは思いませんか？」

「お前に唆されて来たとも考えられるんだ。何も知らないまま、大事な人を見放すなんて、優しさなんかじゃない」

「『関係崩壊因子』を宿した彼女がいては、現実側からするとあまりにも不都合なんですけどね。全人類を巻き込むとしても、あなたは彼女を取り戻したいんですか？」

「現実にいるのがダメというのなら、このアカシックサーバーで彼女と一緒にその病気を治す道を模索する。彼女のそばで力になれれば、俺はそれでいい」

「……それはちょっと困りますね。あなたには現実でやってもらわなきゃいけないことがありますし」

　俺がやらなきゃいけないことだと？

「何をやれと言うんだ？　それで咲が治るならいくらだって、なんでもやってやる」

　しかし、沙耶はなぜか呆れたように頭を振った。

「……喋りすぎましたね。忘れてください」

　沙耶が、動く。

　その手はまっすぐ、咲の方へと向かっていた。

　このままじゃ、また咲を奪われてしまう……。

　もう普久乃原の助力も期待できそうにない。

　ゆうきだって、一撃喰らって苦しそうなんだ。

　助けてくれる人は、誰も、いない。

　だったら……、いや、元から！　俺がみんなを守るしかないじゃないか！

　咲を摑んだ手は、決して離すな！

「やめろっ！」

　沙耶が無造作に伸ばしてきた手を、折れた右腕でしっかりと摑み取った。

「……これ以上、咲を、怖がらせるな……！」












　痛覚など何も気にするな……！

　痛みを感じる余裕など、脳に与えるな……！

　集中するんだ、咲を守ることだけに――！

「……くっ」

　その時、なぜか沙耶は苦々しい表情を浮かべた。

　俺の摑んだ腕が痛かったということもないはずだろうが、これはチャンスか!?

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　摑んだ沙耶の腕を体ごと後ろへと押す。

「おらあっ！」

　前蹴りで、沙耶の体を後退させた。あまりにも不格好だったが、それでも今の沙耶にはまともに当たったのだ。

　さっきはまるで相手にならなかったのに……！

　痛みなんか気にならない。咲のことを、みんなを守ろうと思えば思うほど、力が湧いてくるようだった。

「やれやれ……。油断をしていたとはいえ、この結果は予想外でしたね」

　沙耶が意外そうな声を発していた。だが、それでも余裕だけは崩さない。

　一歩だけ後ろへと下がった沙耶は、その表情をさらに険しくした。そして、俺に言い聞かせるように言い放つ。

「とはいえ、この結果に意味などありません。あなたが私を凌りよう駕がすることなどありえない。本当の痛みを味わう前に諦めたらどうですか？　あなた方が一緒にいても幸せになることはありませんよ」

「そんなもの、お前が決めつけるな！　幸せかどうかは俺たちが決めることだ！」

　そして、その上で俺がやることはひとつだけしかない。

「俺は、その幸せをみんなに認めてもらえるようにしてみせる！　そう誓ったんだ！」

　だが、俺の言葉を聞いても沙耶は顔色ひとつ変えず、むしろその表情には哀れみさえあった。

「何も知らないというのは本当に幸せですね。【パーソナルレイヤー】の存在も知らずに……」

「……何を言ってるのかわからないな。こっちは知らないことが多いんだから、わかるように言ってくれ」

　居直って強気に言う。少しでも心で負けたら、そのままポキリと折れそうだ。

　だけど、折るわけにはいかない！　この手に咲の温もりがある限り！　そして、みんなを守るためにも！

「『関係崩壊因子』を宿した『ビジター』をあちらに置くわけにはいきません」

「またそれか！　だから、こっちでもいいと言っている！　治す術があれば教えてくれればいい！　俺がこっちにいたらいけない理由はなんなんだよ！」

　だが、沙耶は俺の言葉など聞こえていないように続けた。

「ですが、もういいでしょう。私の役目も終わりが近い。これ以上私が出張ることに、さほど意味もありません。因子の作用も始まりましたからね」

　その言葉にはっとする。

「神楽さん、体が……」

　理恵が恐る恐る呟いた。

　俺も即座に後ろを向いて、咲を見遣る。

　その体は半透明になって、後ろが透けていた。

　前よりも、透明度が高い――！

「消えるまで好きに過ごしなさい。あなたが何もできなければ、彼女は消えるだけです」

　絶望的な言葉を告げて、沙耶はその場から忽こつ然ぜんと消えた。

　咲は体が半透明になったまま、悲しそうに口を開く。

「ごめんね……」

　その声は擦かすれて聞き取るだけでも精一杯だった。







「やっぱり、わたし、戻れないみたい……」

　咲は、小さく呟く。その存在感の薄さと比例したような小ささで。

「ダメだ！　諦めるな！」

　何か手はないのか!?

『関係崩壊因子』

　何が本当で何が噓うそなのか。

　見極めろ。

　義人さんたちに助けられて、普久乃原に助けられて、南雲さんに助けられて、暎那ちゃんにも助けられて……！

　たくさんの人たちが、今この瞬間を、咲を助ける可能性を作ってくれたんだ！　未熟な俺をたくさんの人が、俺には及びもつかない力を貸して、ここまでお膳立てをしてくれたんだ！

　ここで何もできなきゃ、俺はこの場で死んでしまえ！　惚れてくれた女の子を助けられない男にいったいどんな価値があるってんだ！

「それに、やっぱりもう武紀くん以外を好きになりたくないよ……。一度でも、別の人を好きになって、キスまでしちゃった自分に、武紀くんを好きになる資格なんてない……」

「冗談じゃない！　そんなことで資格があっさりとなくなってたまるか！　はっきり言うぞ。俺は咲が別の人を好きになっても構わない！」

「え……？　それって……」

「俺も好きでいてくれればだ！」

　自分でも滅茶苦茶言っていることはわかる。支し離り滅めつ裂れつだ。だけど、少しでも言葉を止めたら咲が消えてしまいそうな気がして、俺はまくし立てた。

「そうだろう!?　俺は咲も理恵も、春姉も夏海も好きだって公言してるんだ！　だというのに、咲は俺だけ好きでいろなんてそんなこと言えるか！　だけど、我わが儘ままだって自覚してるけど！　俺を好きでいて欲しいんだ！」

　滅茶苦茶な倫理を俺は言っている。これから自分の成そうとすることすら、世間から白い目で見られるというのに。

　だけど、構わない。俺は、そんな評価をすべて覆すんだ！

「だから、咲が気に病やむことはない！」

「でも、また武紀くんを忘れちゃったら……」

　俺が言う前に、夏海が叫んだ。

「お兄ちゃんは、絶対に咲ちゃんに気持ちを思い出させてくれるもん！　この前もそうだったよ！」

　さらに春姉が叫ぶ。

「わたしたちが、みんなたーくんのことを思い出せたのは、きっと魂で覚えてたからだよ！　咲ちゃんも心の底からたーくんのことが好きだったからだよ！」

　きっと、春姉も自分の言葉に根拠がないことは自覚しているはずだ。だけど、それでも、言わずにはいられなかったのだろう。

「神楽。都筑には、まだまだお前が必要だ。だから、諦めるな！」

　ゆうきも珍しく必死に声を張り上げる。

　みんなが一生懸命だった。

　そして、心なしか、咲の体は不透明になってきたように俺には見えた。

　――何か、ひっかかった気がした。

『関係崩壊因子』

　他人が興味をなくすようになる因子と聞いていたが、これはもしかして――！

　しかし、その不透明になったのは奇跡だったのか、幻だったのか、咲の体は再び半透明になって消えていく。

　まずい。このままじゃ、咲が消えてしまう！

　あと少しなんだ！　あと少しで何かがわかるんだ！

　誰か、咲の気持ちを押し止めてくれ――！

「逃げるの？」

　そこへ少し怒ったような声を出したのは。

「逃げるのか！　神楽咲っ！」

　本気で怒った表情をした理恵だった。

　……というか、完全にぶち切れている。

「黙って聞いてれば、ずっと勝手なことを！　あなた、あたしが記憶喪失になったとき、なんて言ったか覚えてないの!?」

「あ、秋原さん……」

「あの時の言葉、全部一言一句漏らさずこの場で言うからね！　『秋原さんがいないことで、武紀くんが幸せになるなんて思い違いも甚はなはだしいよっ！　今まで、武紀くんの何を見てきたの!?　秋原さんを助けるために、武紀くんは一生懸命頑張ってきたのにっ！』って言ったよね！」

「そ、それは……」

「『武紀くんは、そんな風にわたしたちを見てないっ！　秋原さんが、武紀くんをそういう風に見てるんだよっ！』とも言った！」

「………」

「それから、これはそのまま返す！　そんな諦めるような人に、あたしは負けない！　武ちゃんがこれだけの想いを見せてくれたら、あたしは武ちゃんに好きになって欲しい！　あたしはもう、相手が誰だろうと譲ったりしない！　神楽咲！　あなたが、帰ってこないなら、どうぞご勝手に！　あたしたちは、武ちゃんと一緒に幸せになるから！」

　そこまで言われて、黙っていられなかったのか、咲も反論した。

「な、何も知らないくせに！　そうだよ、あの時のわたしは無知だった！　だから、あんなこと言えたんだよ！」

「うるさい！　言い訳なんか聞きたくない！　それだけ武ちゃんに心配してもらって、謝ってばっかりで感謝の言葉もないの!?　見損なったよ！　何が『今のままだときっと後で辛くなるよ』なの!?」

「何よ！　同じ立場になったこともないのに！」

「思わせぶりで何も言わずに溜め込んだあなたが悪いんでしょ！」

　衝撃の展開で、口も出せず黙って見守っていたが。

　理恵の怒りは思いの外、効こう果か覿てき面めんだったらしい。

　咲の体は。

　見て一目でわかるほど回復していた。

　ふたりのやりとりを見て、ふと高橋との会話を思い出す。




『少し変わった話をするぞ。自分が何か取り返しのつかない罪を犯したとするだろ？　起こしたくて起こしたわけじゃないけど、自分が悪いことはわかりきってる。そいつは悪人ってわけじゃないから、当然罪の意識が芽め生ばえるわけだ。だけど、みんなが優しくて、誰もそいつを罪に問わない。それどころか、誰もがお前は悪くない、大変だったねって慰めてくれるんだ。そんな状況なら、罪を犯した奴はどう考えると思う？』

『……それって、何の話？』

『いいから答えろよ』

『裁さばいて欲しいと思う。自分を傷つけたくなるかもしれない。せめて、怒って……叱しかってもらいたくなるんじゃないかな』

『そういうことだ。もちろん、咲がそう思っているかどうかはわかんねぇぞ。こればっかりは本人しかわからないことだし、本人すらわかってねぇかもしれないしな。だけど、あたしだったらそう思うかもしれないなってだけだ。参考程度に考えとけ』




　もしかしたら、咲は誰かに怒って欲しかったのかもしれない。

　自分を情けなく思って、だけどそんな自分を奮ふるい立たたせるために。

　咲はなんと言っていた？




『自分を信じることができないんだもの！』




　確かにそう言っていた。

　そして、悩んでいた時の咲の心情……。

「お兄ちゃん？」「たーくん？」

　不安そうな顔をした夏海と春姉が、俺に声をかけてくる。

「大丈夫。わかってきたよ。『関係崩壊因子』のことが」

　ふたりにそう呟いてから、俺は理恵の肩をゆっくりと叩く。

　そこで理恵と咲の言い合いはぴたりと止まった。

「武ちゃん？」

「ありがとう理恵。後はもう大丈夫だ」

　理恵はこくりと後は任せたというように頷くと、一歩退いた。

　俺に、場所を明け渡すかのように。

　あとは、俺次第――。

　覚悟を決めて、俺は咲に向き直った。

「聞いてくれ、咲。咲が病気かバグを発症しているのは事実かもしれない。だけど、それは抵抗できるものなんだ」

「え……。そんなこと、言われても……」

「きっとその因子ってのはさ。自分自身を嫌いになればなるほど、比例するように自分の存在を薄くするんだ。自分を嫌いな奴ほど、存在感が薄くなる。俺なんかもみんなが出てくる前はそんな感じだった」

　南雲さんの言っていた、症状を進行させてしまう感情。

　それはきっと強い『自己嫌悪』だと思う。

　暎那ちゃんのメールにあった、俺やゆうきが『エターナル　イノセンス』の投影前に抱いていた感情も同じだったはずだ。

　あの時、俺は極めて平均というラインに接触している何の特徴もない高校生で……。そんな自分が嫌いだった。

　ゆうきも以前、言っていた。『自分の元の性格が嫌で嫌で仕方がなかった』と。

　もしかしたら、俺たちと同じカスタマーである藤田も。武たけ杉すぎさんも。南雲さんも、元々はそうだったのかもしれない。

　そして、咲が自分を嫌いになった理由も、ちゃんと俺は察している。自分で言うとすごい自意識過剰かもしれないけど。

　それでも、言おう。

「キスしたことで、心の底から自分が嫌いになっちゃったんだな。それほどまでに深く深く後悔してたんだな……」

　咲は少しだけ沈黙し、それから悔やむようにぽつりと囁ささやく。

「だって……。あれは避けることができたはずだから……。初めてのデートの時、自分からキスして欲しいなんて言っておいて、ロマンチックなキスで終わろうねなんて言っておいて……。本当に、わたし、馬鹿みたいで……。武紀くんを……、すごくすごく傷つけたんじゃないかって……。裏切っちゃったんだって……大事なファーストキス、だったのに……」

　咲の言葉を聞いていた俺は、黙って咲の前に立った。正直、恥ずかしいけど、取り戻そうじゃないか。

　すべてを。

　俺は、何の躊躇ためらいもなく――。

　咲の唇くちびるに口づけた。

　咲は驚いたように体を離す。

「たっ、武紀くん!?」

「これでチャラだ。これが本当のファーストキスだ」

「え、え……!?　でも、そ、そんなのって……！」

「足りないなら、もう一度」

　もう一度、キスをする。今度は急だったせいで歯が当たってしまった。だけど、めげずに続けた。そして、当ててしまった歯を愛でるように舌で舐なめる。

「ん、ん……っ」

　放しがたい温もりを振り切って、口を離した。

「あの時のキスが気に入らないなら、もっともっとしよう。そばにいれば、一緒にいれば、もっとできる」

「あ、あの……。で、でも……」

「『でも』はもう聞き飽きたかな。そろそろ、咲の本当の気持ちを教えてくれないか？」

　それでも、言いにくそうな咲に向かって、俺は言葉を畳みかける。

「俺はこれっきりで咲と終わりになんかしたくない！　まだまだ咲の作ったプリンを食べたいし、まだクリスマスパーティだってやってない！　プレゼントだって、渡してないんだ！」

　さらに言葉を紡つむぐ。すべては俺の我が儘だけど。

「咲は苦しんでたけど、悩んでたけど！　決して、正樹が出てきた時のことを忘れたいとは言わなかった！　もちろん、俺も忘れたくなんてない！　咲との思い出は、どんな辛いことでも覚えていたい！　お前との思い出をすべて抱えて生きていたいんだ！」

　もっと、もっとだ。

「これからも、みんなで愛し合いたい！　フェアリーテールシステムなんかに、負けないぐらいに！」

　咲が少しでも自分自身に負い目を持たなくするために！

「魂に刻みつけるように！　愛し合おう！　絶対に忘れないように！　愛し合おう！　ちょっとやそっとのことじゃ壊れない想いを築いていこう！」

　自分の思いをすべて余さず解き放て！

「俺と一緒にいるのが嫌じゃなければ、もっと寄り添って生きていこう！　たとえ、どんな過酷な運命が咲を襲ってきたとしても、俺が、必ず！　覆してみせる！」

　そして、問う。

「だから、咲の答えを！　その口で、その声で！　俺に聞かせて欲しいんだ！」

　言い切った俺は、咲を見る。

　咲は俺の視線を真正面から受け止め、それから目を見開き、真剣な表情で、

「絶対に嫌なんかじゃない！　一緒に――武紀くんたちと生きたい！」

　存在感を主張するように大声で叫んだ。

　その声と共に。

　咲の体ははっきりと見えるようになっていく。その躍動感、生命力、すべてがいつも通りの咲を取り戻していった。

　俺は腕を広げる。咲を受け止められるように。腕の痛みなど、完全に忘れていた。

　そして、咲はそれを見て嬉しそうに俺の胸へと跳び込んでくる。その温もりは、俺の体に染み渡るように伝わった。

　これできっと元通り。あとは、一緒に帰る方法を考えて――。

　しかし、その瞬間。

　何の脈絡もなく、周りの風景が真っ白になった。
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　――白い空間。

　辺り一面はすべて白。一切の不純物を許さないような冷徹な白。神こう々ごうしさと空くう虚きよさが調和した空間。

　そんな空間にそぐわない人工的に生み出されたとおぼしき音声が響き渡る。

　No.320 ＞『関係接続因子』発生。照合チエツク。

　No.351 ＞符合因子………………………無しブランク。稀少度ＡＡＡ。記録レコード。

　No.382 ＞Ｎｏ．３８へ情報報告。

　No.38 ＞情報受信。〝トリア〟へ報告。

「内容を報告せよ」

　No.38 ＞（Ｙ承諾）。『稀少性ＡＡＡ因子』をひとつ記録レコード。シナリオの同調率トレースは九八・七パーセント。

「一部に、不備があるようだが」

　No.38 ＞『キセキ』レイヤーのカスタマーが介入したことが原因でしょう。それによって、彼らのアカシックサーバーへの移動が早まっています。

「まあ、いいだろう。『関かん係けい崩ほう壊かい因いん子し』の推移は」

　No.38 ＞発症した『関係崩壊因子』は完全に沈黙しています。何らかのきっかけがない限り、あの『関係崩壊因子』は再発しないでしょう。強度の高い感情から生み出された『関係接続因子』が、完全に抑よく制せいしています。

「『関係崩壊因子』を発症された時にこそ、『関係接続因子』は発生しやすい……役者を喪失せずに済んだのは幸いだな」

　No.38 ＞役者というよりは、実験用モルモットの方が合理的かとは思います。

「どちらでも構わんよ」

　No.36 ＞〝トリア〟へ報告。〝オクトー〟から情報受信。

「内容を報告せよ」

　No.36 ＞（Ｙ承諾）。『貴殿の手段は遠からず、カスタマーとビジターの感情ノイズを暴発させる。レイヤー権限を返還せよ』

「〝オクトー〟へ否定と送信。貴様の手段では遅延は必ひつ定じようと付記せよ」

　No.34 ＞〝トリア〟へ提言。〝オクトー〟の情報にも一理はあり。

「限界以上に壊すことなどはしない。目的の達成を遠ざける真似をするつもりもない。彼らから『関係接続因子』を得ることができなければ、また長い刻ときを待たなければならないのだからな」
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　少しずつ。意識が目覚めていくのを感じる。

「武たけちゃーん。起きてー」

　いつもの、幼おさな馴な染じみの声。

「たーくん、起きて起きて」「お兄ちゃん、おっきろー」

　春はる姉ねえと夏なつ海みの声もする。

「武たけ紀のりくん。その、起きて欲しいかな……」

　いつもの朝には聞き慣れない、だけど決して忘れない、そんな穏やかな声まで耳に届いた。

　蛍光灯の眩まぶしさに目を慣らすように、ゆっくりと目を開ける。

　目ま蓋ぶたを開いたそこには、心配そうに見つめる五人の瞳があった。

　理り恵えもいる。春姉も、夏海もいる。ゆうきもいた。

　そして、何より咲さきがいる。もちろん、体が半透明になってなどいない。

「帰ってきたよ、武紀くん……」

　帰ってきたんだ。咲と共に。

　現実へ、無事にだ。ちゃんと、あの中での記憶もそのままで。

　骨折の痛みも、まるで夢だったかのように完全になくなっている。

　久々に、恥はじも外がい聞ぶんもなく、叫びたくなった。

　窓へと駆け寄る。

　夜の空に向かって。

　込み上げてきたすべてを声に変えて。

「みんな、大好きだ――――――!!!」

　今回は、ゆうきに思いっきりど突かれた。







　こちらに戻ってきてから、少しだけ義よし人ひとさんを通じて、力を貸してくれたあの人と電話越しで話をさせてもらった。

『無事に戻ってきてくれたようで安心したよ』

「いえ、上う手まくいったのはあなたのおかげです」

『ははは、そう言ってくれるとありがたい。こっちの年末進行が終わったらゆっくりと話したいね。フェアリーテールシステムに関しては、俺も訊ききたいことがあるし、君も俺に訊きたいことがあるだろう？』

「ええ。もちろんです」

　これで、少しはフェアリーテールシステムのことがわかるかもしれない。

　何のために架空の情報媒体コンテンツを投影しているのかも。

　アカシックサーバーとは？　『関かん係けい崩ほう壊かい因いん子し』とは？　『関係接続因子』とは？

　全部知っているかどうかはわからないけど、それでも大きな一歩を踏み出せるはず。今度は少しでも、一歩でも前に出てフェアリーテールシステムに対して先手を打ちたい。

「来年になるかもしれませんが、よろしくお願いします」

『うん。こちらこそ、よろしくね。あ、ただ、フェアリーテールシステムとは関係なく、ひとつ訊きたいことがあるからね』

　至し極ごく真面目な声で相手がそんなことを言ってくる。

「なんでしょう？」

『それは、そうだね……。その時の、お楽しみと、いうことで……！』

　何か得体の知れない感情を押し止めるような声だった。ぶつ切りなのが、なんだか怖い。

　結局、その意味はさっぱりわからなかったが、フェアリーテールシステムとはまったく関係のないところで、嫌な予感が湧き上がってきた。

　……今は忘れておこう。




　二学期の授業もすべて終わり、終業式を終えて、晴れて待望の冬休みが来た。

　今日はクリスマスイブ。

　誰がなんと言おうと、今日は聖夜がやってくる。交換用のプレゼントも買ってきたし、俺のみんなへのプレゼントも取りに行ったし、万全だ。

　家に帰って、理恵と夏海の居間の飾り付けを手伝った。咲と翔しよう也やもツリーの飾り付けをしている。途中から四し阿あちゃんと三み宅やけくんも来て、飾り付けを手伝ってくれた。

　春姉のケーキもすでにできあがっていたが、

「まだまだ秘密だよ？」

　と箱ごとどこかに隠されている。

　ケーキの形も出来映えもわからないけど、自慢の姉が作った自信の逸品だ。見るのも食べるのも楽しみだった。

　そして、少し時間が経って家のチャイムが鳴る。

　玄関からは、咲に連れられて、高たか橋はしと妹の暎えい那なちゃんがやって来た。

「お、お邪魔します」「おじゃまします……」

　ふたりして少し緊張気味らしい。とりあえず上がったふたりは、洗面所で手を洗う。高橋が先に終わり、暎那ちゃんがひとりで手を洗っていた。

　これは、ちょっと助言してくれたことを聞くチャンスかもしれない。

「暎那ちゃん」

　呼びかけると、暎那ちゃんの小さな顔がこちらへ向く。

「ありがとうね」

　そう感謝すると、暎那ちゃんは首を傾かしげた。判別が上手くつかないけど、きっと疑問に思ったときの表情をしている気がする。

　もしかして、惚とぼけているのだろうか？

　これは証拠を見せた方が早そうだ。俺は携帯電話を取りだして、暎那ちゃんからのメールを見るべく操作する。

　だが、そこには暎那ちゃんから来たメールの痕こん跡せきは一切なかった。

　なんでだ？　どういうことだろう……。アカシックサーバーの方で受け取ったから、俺の骨折と一緒になかったことになったのだろうか。

「どうかしたんですか？」

　やはり、この子には何かあるのだろう。でも、彼女はきっと俺を助けてくれたんだ。

「ごめんね。なんでもないよ。でも、本当にありがとう」

「？　どういたしまして？」

　そんな妙な雰囲気で見つめ合っていると、後ろからいきなり暎那ちゃんが抱き締められた。

「暎那ちゃん！　今日も可愛いねー！」

　咲が暎那ちゃんに思いっきり抱きついている。暎那ちゃんの表情はあまり変わってないけど、どこか困っているように見えた。

「咲お姉ちゃん、苦しい……」

「おい、咲。困ってるから放せっての」

　戻ってきた高橋が、咲を窘たしなめる。しかし、咲には聞こえていないらしい。暎那ちゃんに頰ほおずりまで始めた。

「ああ、もう！　可愛いなぁ！」

　別人みたいに頰を弛ゆるめてダメになっている。高橋がそばで深い溜息を吐つくのも、すごくわかる気がした。







　それから、少ししてゆうきもやってきた。

「こんにちは……」

　ちょっと物もの憂うげな感じだけど、どうしたんだろう？

「どうかしたか？」

「いや、なんでも――」

「そんな顔して、何でもないってことはないだろう。悩みだったら、ちゃんと打ち明けた方がいいぞ」

　そう言うとゆうきは少し驚き、そして感心したような表情を浮かべる。

「まったく。最近の君には敵かなわないな」

　そして、ゆうきはゆっくりとその悩みを打ち明けてくれた。

「少し自分の力を過信していたことに気付いたんだ。ボクにはすごい力があると思い込み、実際に人間離れした力を持っていたけど……。まだまだ使いこなせていなかった」

「あいつにやられたことを、悔やんでるのか？」

「ああ。力を使いこなせているように思い込んでるだけだった。ボクはもっと強くなりたい。自分自身のではない仮初めの力だけど……、だからこそ、せめて使いこなしたいんだ」

　確かに沙さ耶やも言っていたな。力を使いこなせていないと。

　それが引っかかっていたのか。

　……そう言えば。

「確か義人さんが、何か手伝って欲しいって言ってなかったか？」

「言ってたな」

「何か訊けばわかるかもしれないよ？」

　義人さんは、ゆうきよりもたぶん身体能力は弱い。

　でも、あの沙耶に顔色を変えさせたんだ。あれは、きっと自分の力を使いこなせているのだと思う。

「そうだな。考えてみるさ。……君の成長に負けないように、君の誓いに相応ふさわしいようにな」

　真剣に語るゆうきは、やはり格好がよかった。その方が悩んでいるよりも様さまになっているよ。

「俺も奴らには負けない」

　そして、俺もゆうきに強く誓う。

　結局、沙耶の目的はわからなかった。言っていることが事実かどうかも。

　だけど……。




『うふふ、なかなか察しが良くなったようですね。順調に主人公として成長しているようで、こちらとしても嬉しい限りですよ』




『イレギュラーを起こされるとこちらのシミュレーションが無駄になってしまうんですよね。フローチャートそのものは間違っていませんけど』




『……それはちょっと困りますね。あなたには現実でやってもらわなきゃいけないことがありますし』




　ゆうきが前に言った通り、ゲームのシナリオのようだった。まるで決められたルート通りに導いているような、そんな気がする。

　そうじゃなければ、咲をアカシックサーバーに送った後、沙耶が俺の前に現れる理由がない。それに、あれほどの能力があれば、俺なんかいくらでもどうにかできたはず……。

　だけど、それはきっと俺たちのためなんかじゃない。仮に俺たちのためであっても、今回、咲は深く傷ついたんだ。

　だから、負けない。みんなを、守るために……！

　今度こそ、そのための力をこの手にしてみせる。

「一緒に、頑がん張ばろうな」

　ゆうきはうっすらと微笑ほほえんで、頼もしく頷うなずいた。







　パーティが始まって、みんなして全力で遊んでいる。

「ははは、楽しんでるかーい!!」

　翔也は微妙に鬱うつ陶とうしい変なテンションだった。時とき折おり、俺が叩いて黙らせると、みんなが笑う。

「僕とコンビ漫才でデビューするか？　今年の漫才界の神に僕はなるっ！」

　目障りだったので、もう一度ビンタしておいた。もう少しテンションを抑えめにして欲しい。盛り上げては欲しいけど……。

　程なくして、春姉のケーキが出てきた。

「お待たせー。春はる海み特製ケーキです」

　みんなして息を飲む。四段重ねのショートケーキのホールとか、春姉は全力を出しすぎである。

「すごい……！　春海さん、これはボクが今まで食べた中でも最上級のケーキだ！」

　ゆうきが我を忘れて、べた褒ぼめしていたのがちょっと面白い。

「絶対に店を開くべきだ。春海さんには、全甘味好きの思いに応える義務がある！」

　本当にゆうきなのか、ちょっと疑わしい。

　翔也がふざけて飾り付けを壊し、高橋に顔面を蹴られるなど、みんなで羽目を外している。素面しらふだというのに全員が元気だった。







「はああぁぁぁぁあああぁぁぁあああ!?　三宅ェ！　お前は何もわかってない!!」

「さとーさんこそ、ぜんっっっっっっっっっっっっぜん、わかってねぇっす！」

　パーティの最中、突如響き渡る怒声。顔を真っ赤にして、翔也と三宅くんが、すごい勢いで罵ののしり合っていた。なんだなんだ、一体。

「おい、こんな日なんだから喧けん嘩かはやめろっての」

　俺は止めたが、ふたりの怒りは収まらない。まったく何が原因なんだ。

「貧乳がダメとか、お前、ちゃんと目ぇ付いてるか？　お前の目ん球、取り出して眼科に冷凍直送するか!?」

「そっちこそ巨乳がありえないとか、頭大丈夫っすか!?　脳外科紹介しますよ！　少しは頭弄いじって本能を取り戻してくださいよ！」

　………。

　…………。

　……………えー。

「貧乳にはなぁ！　夢を与える力があるんだよ！　フラットだからいいんじゃねぇか！」

「巨乳には、夢がたくさん詰まってるっす！　たゆんたゆんがたまらないんですよ！」

　溜息しか出てこない。

「……サイテー」

　ぼそりと四阿ちゃんが冷たく呟つぶやくのが印象的だった。俺も全面的に同意である。こういう話題は、せめて男だけの時にやって欲しい。

　まあ、こんなことで喧嘩するのもな。喧嘩両成敗ってことで。

「先生、お願いします」

　俺がそう言うと、ゆうきが無言で立ち上がり、木刀を一いつ閃せんさせた。

「ぎゃっ！」「ぐえっ！」

　ガッという鈍にぶい音が二回。それと共に、二人はうずくまって倒れた。今のこのふたりには相応しい末路である。

「ところで、お兄ちゃんはどんな胸がいいの？」

「え……！」

　夏海が悪意のない、純粋な目で訊いてきた。

「そ、れは……えーと」

　なぜか静かになって、俺の答えに注目し始める女性陣。視線が妙に痛い！

　これ、小中大、どれも死亡フラグだろ。

　ならば！

「……その人に合った胸であればいいんじゃないかな」

　そう言った瞬間、ゾンビどもが復活した。復活の呪文だったのかよ！

「武紀ぃ！　お前、見損なった見損なった！　このヘタレがぁっ！」

「それは逃げっすよ！　逃げちゃダメっす！　都つ筑づき先輩！」

　翔也と三宅くんが、次々に俺に罵ば声せいを浴びせてくる。

「……先生、お願いします」

「今度は知らん」

　ゆうきは何もしてくれなかった。……この空気をどうしろと言うんだ。







　そして、次のイベントの時間がやってきた。誰もが心を浮つかせるプレゼント交換の時間だ。

「……って、あれ？　咲と高橋は？」

　だというのに、ふたりがいなくなっていた。

「お色直しして来るって言ってました」

　暎那ちゃんが答えてくれたが、お色直しって。どういうことだよ。

　だが、その意味がすぐにわかることとなる。

「ほらー、愛あいちゃん。恥ずかしがってないで、早く早くー」

「ひ、引っ張るな！　な、なんであたしがこんなカッコ……！」

「ほら、クリスマスだしさ！」

「こんなの都筑の役目だろ！　あたしにやらせんな！」

　そんな声を届かせつつ、ふたりは再登場した。

　赤い衣装を身に纏まとって、サンタに扮する咲。

　角と真っ赤なお鼻を付けて、トナカイに扮する高橋。

　そんなコスプレをしたふたりがそこにいた。

「やべぇ！　トナカイ高橋！　ここで撮らずしていつ撮る！　真っ赤なおっはっなっのっ！　たっかはしさんっはっ！」

　翔也が喜び勇んで携帯を取り出し、高橋に向かって構え始める。

「やめろ、この野郎！　撮るな！　撮るんじゃねぇ！　その鼻っ面から真っ赤な血を咲かせてぇか！」

　それからすぐに展開した翔也がトナカイにぶちのめされる構図は、えらくシュールな絵面だった。

　……その光景を撮りたい気分に駆られたが、俺もトナカイに殺されたくはないので、何もしないでおこう。

「あはははっ！　ほら、愛ちゃん、そろそろ止まって！」

「お姉ちゃん。格好いい」

　咲と暎那ちゃんに止められて、ようやくトナカイは止まった。

　そんなイベントがありつつ、

「じゃあ、プレゼント交換始めよっか！」

　と咲の号令で始まったプレゼント交換は、俺にとって苦いものになった。

「翔也ぁ！　なんで、クリスマスプレゼントにギャルゲーなんだよ！」

「掘り出し物だぞ、お前!?」

　俺以外の誰かが受け取ったらどうするつもりだったんだ。

　ちくしょう、せめて女の子と交換したかった……！

　ちなみに俺の交換用プレゼントは翔也の手元にいっている。この世はなんて理り不ふ尽じんなんだ。







　盛り上がっているパーティの途中、ふと理恵と咲がいないことに気付く。

　……そう言えばあのふたり。あの壮絶な言い合いから、俺は何もフォローしていない。いや、ぱっと見、今日の登校とか普通にしてたような気がするけど。

　背筋に少しだけ嫌なものを感じて、ふたりを捜した。

　キッチンの方から声が聞こえてくる。こっちか。

「ごめんね……。あたし、あの、すごい、色々と、その、ひどいこと言っちゃって……」

「ううん。本当にわたしが情けなかったから……。発はつ破ぱかけてくれて凄すごく嬉しかったよ」

「でも、言い過ぎたような気がするし……」

「本当に気にしてないよ!?　むしろ、感謝してるからっ！　それに、迷惑かけた分、わたしのほうが謝らないといけないんだよ？」

「その……、神楽かぐらさんがそれでいいならいいんだけど……」

「すと――っぷ！」

「な、なにっ!?」

「あのね。もうさ、神楽さんって他人行儀な呼び方、やめて欲しいんだ。わたしも、遠慮して秋あき原はらさんって呼びたくないし……」

「えっ……」

「だから、名前で呼んで？」

「えっと、その……………………………………咲ちゃん？　きゃあっ！」

　名前で呼んだ瞬間、咲が抱きついたらしい。

「えへへー、ありがと理恵ちゃん!!　ずっと仲良くしてたいなっ！　ライバルとして親友として同志として！」

「あうあう……。その、あたしも、咲ちゃんともっと仲良くなりたい……」

「あはは、理恵ちゃん温かいなー」

「咲ちゃんも温かいよ？」

　……仲がいいようで何よりだ。混ぜて欲しいと思ったけど、今、顔を出したら、野や暮ぼ天てんすぎる。いや、盗み聞きも充分野暮だけどさ。







　パーティの夜はさらに更ふけて、日付が変わる少し前。

　咲が窓から庭に出て行くのを見た俺は、ちょっと気になって追いかけた。

　寒い中、縁側に立つ咲は、夜空を見上げている。絵になっていて、写真を撮りたいぐらいだったけど、こういうのは形じゃなくて記憶に残すべきだろうな。

　思う存分に咲を眺め、記憶に刻みつけてから、声をかけた。

「どうしたの？」

「あ、武紀くん」

　こちらに振り向いた咲は、少し顔が赤かった。さっきまで翔也の一発芸を見て、腹を抱えて窒ちつ息そく死しそうだったからな。

「楽しいねっ」

「ああ、そうだな」

　……あれを、渡すならもう今しかないかな。

「あのさ。咲。ちょっと、手、出して、くれるか？」

　いかん。自分でも気付かないうちに緊張している。声がぶつ切りになってしまった。

「なに？」

　俺の言葉に素直に従って、咲は左手を出した。

　そこに、掌てのひらに収まる小さな箱をそっと置く。

「え、もしかして、これって……」

「何も訊かないで、開けて確かめて欲しいっ！」

　冬の外だっていうのに、額ひたいからだらだら汗が流れてくる。緊張で立っているのが辛い。むしろ、生きるのが辛い。

　咲はその箱を、ゆっくりと開け、目を見開いた。

「ゆびわ？」

　確認するように尋たずねてくる。

　箱に入っているのは、小さなハートがちょこんと乗ったシルバーリングだ。

「そう、です」

　正直に言えば安物だ。その上、結構、値切っている。あの時のアクセサリー屋のお姉さんは、凄く渋い顔をしていたし、受け取りに行った時、胃がきりきり痛んでしょうがなかった。それでも、かなり頑張って出したんだ。俺の使える小遣いの中から。これからもこの店を使うと約束までして。

　すべては、この時のために――。

　咲はそっと、指輪を手に取る。そして、目め敏ざとく裏側に彫られている文字に気付いたらしい。

「Ｉアイ　ＬＯＶＥラヴ　ＡオＬーＬル　ＯオＦブ　ＹＯＵユー。私はみんなを愛しています、か。あははっ、武紀くんらしいねっ！」












「まあ、そりゃ、ね。その、本物はいつか必ず渡すけど……。婚約指輪の代わりだから……」

　ちゃんとみんなの分も用意してあるからな。

　こちらの心配とは裏腹に、咲はすごく嬉しそうな顔をしてくれている。安心した。

　だが咲はなぜか俺の方に指輪を差し出してくる。え？　まさか、返すとか……？

「武紀くんに、はめて欲しいな」

　咲はそう言って左手の薬指だけを器用に立ててきた。そういうことですか。

　少し照れるが、俺は咲から指輪を受け取った。

　そして、差し出された左手を取って、その薬指にそっと指輪をはめる。うん、ぴったりだ。

　指輪をはめた咲は、嬉しそうに左手を眺めていた。

「咲」

　咲を呼ぶ。できる限り、真面目な表情を作って咲の顔を見た。

「待たせてごめん」

　咲は俺の意図を察してくれたようで、その目蓋をそっと閉じる。

「メリークリスマス」

　俺は咲の唇くちびるに、優しくそっと口づけた。
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「なんじゃ、こりゃ――――――っ!!」

　いきなりの怒声に跳ね起きた。なんだなんだ一体。慌てて周りを見る。カーテンの隙すき間まから差し込む朝日が眩まぶしい。

　今いる場所は居間だった。しかし、いつもの整頓された居間とはまるで趣おもむきが違う。そこら中に菓子の袋が散乱している上に、パズルのようにみんなが雑魚寝していた。パーティが進むにつれて、限界を迎えた人から寝ていったからな。居間はひどい有様だ。

　だが、先程の大きな声に少しずつ目が覚めてきているらしい。いくつかの毛布がもそもそと動いている。

　……あれ？

　でも。今の声って、誰だ？

　最近は聞き慣れない声だけど、懐かしく聞き覚えがある声。

　恐る恐る居間の入り口を見み遣やる。

　ゆうきよりも少しだけ長いショート。ちょっとイマドキっぽいブラウンヘアー。勝ち気な吊り目に、小さな唇くちびる。その服装は、やはり彼女らしく流行に染まっていた。

　見間違いのはずもない。そう言えば、冬休みに来るって言ったもんな。連絡がなかったのは、どうせ驚かせるためとか、そんな理由だろう。

「いやはや、まさかタケにいが、ここまで男女のべつ幕なしとはねぇ」

「……それは誤解だ」

　彼女こそは、俺の家事を教えてくれた師匠であり。

　俺にファッションセンスについてトラウマを植え付けた人。

「久しぶりだな、麻ま衣い」

　従妹の都つ筑づき麻衣、その人だ。

「久しぶりぃ。しばらく世話になるから、よ・ろ・し・く～！」

　なんだか波乱の冬休みになりそうだった。





ギャルゲヱの世界よ、ようこそ！　disc5　完










　あとがき




　おはようございます。読者さまの中で、初めての方はおられますか？　田た尾お典のり丈たけです。




　この巻が出ている五月、六月という季節は春より好きです。スギ花粉が終わってますし、多少ヒノキ花粉が飛んできたところで雨が地面に叩き落としてくれますからね。

　花粉症じゃなかった頃、春と言えば一番過ごしやすかった時期なんですけど、今では梅つ雨ゆの方が好きになりました。止めどなく降る雨を見ながら、アンニュイな昼下がりになんか思いを馳はせるのもいいじゃないですか。

　しかし、梅雨時の雨というのはなかなかにくせ者です。会社に行ってた頃のある日の昼休み、定食屋に飯を食いに外に出たのですが、その日は朝から雨が降っており、足下が緩ゆるくなっていました。で、そのよく行く定食屋、場所が急な階段の先にありまして。

　同行していた人に注意されていたにもかかわらず、思いっきり足を滑らせて腰を強打しました。そして、店に行って注文したことはしたのですが、椅い子すに座ると痛むため、座敷で横にならせてもらうことに。それからどうにか会社に戻ったものの、そのまま定時になるまでダウンという体ていたらく。

　……苦い記憶です。

　ということで、梅雨はあくまで『花粉に悩まされるよりかはマシだから好き』というだけで、大好きなわけではありません。

　だから、雨も少なく過ごしやすい秋が一番いいですね。最近は秋をすっ飛ばして冬が来るのが悲しいです。秋が来て、ずっと秋だったらいいのに。

　え、夏と冬？　……暑いのも寒いのも嫌いです。




　それでは、謝辞に参ります。

　担当の川﨑さんへ。少しはお手を煩わずらわせないようになってきたでしょうか。とはいえ、やはりまだまだ精しよう進じんが足りませんでした。次はもっと頑がん張ばります。

　絵師の有あり河かわさんへ。毎度毎度、締め切りがギリギリになってしまい、申し訳ありません。そんな中でも可愛いヒロインたちを書いていただけて幸せです。

　この本を出版するにあたって関わった皆様、厚く御礼申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった皆様に最上級の感謝を。ありがとうございます。最後まで付き合っていただければ幸いです。




　あと、連絡ごとであります。

　外伝の『ａｄｄアド ｏオｎンシルバーブレット』が一区切りつきました。刊行スケジュールにも出ておりますが、六月に刊行される予定です。今巻に出てきた義よし人ひとや暎えい那なの姿がもっと読みたい！　という方はこちらも合わせて読んで頂けると、この上ない幸せです。





二〇一〇年四月















著者

田尾典丈

Noritake Tao




第10回のえんため大賞優秀賞受賞にてデビュー。そろそろこの著者プロフィールに書くことがないぐらい私は丸裸にされています。皆さんを満足させる珍妙な設定が私にはもうありません。著者名も本名ですし。でも小学生から社会人になるまで別名で過ごしてました。公文書偽造をしていたわけではありません。







イラスト

有河サトル

Satoru Arikawa




兵庫県神戸市在住の絵描き修行僧。本作と『まじ×どら（電撃文庫）』等の挿絵を描いている。ツン８割デレ２割のツンデレＰＣとともに仕事に励む毎日。最近新しい作画ツールが発売され、新しいＰＣに導入しようとしたところ凄い勢いでデレ始めたらしい。俺のパソコンがこんなに可愛いわけがない！

http://activemover.harisen.jp/






電子版　ファミ通文庫

ギャルゲヱの世せ界かいよ、ようこそ！ discデイスク5




著者／田た尾お典のり丈たけ

イラスト／有あり河かわサトル




2014年5月2日電子版ver.1.0発行


発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　高橋秀宜（Tport DESIGN）




(c)2010 Noritake Tao

本電子書籍はファミ通文庫『ギャルゲヱの世界よ、ようこそ！ disc5』（2010年7月20日発行　第2刷）を元にして制作しております。




本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）











item/image/kuchie-004.jpg
a3 ?

BUANDEEHNROBEIC, BAAICOVTORERZDICL
2o PED. BADDHSHENS UL

[DH5BWV. BATHZZEICFEBLHBSZESEIFE

ENICREBEBEDEDDK I, BB HESD T
REBNBLEEHULWDEBTERN, E<ZRENE—HRE
BTEVLS—RNICRZDNYY3VEHD.
TIPU—FT—IYRTLDPICREEVNSKDE. R
EHBLBIDHICKEZEEVSHDNZEH LD KD UTz.






item/image/kuchie-005.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
\ ¥





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg
AL AN A ) W,

JP=EE





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p059.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		フェイタルエラー



		リアリティ



		デリートメモリ



		デュアルレイヤー



		フェアリーテールシステム



		INSERT INTO "Eternal Innocence"



		エンドロール



		クリスマスパーティ



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p109.jpg





item/image/gaiji-saki.png





item/image/p021.jpg





item/image/p145.jpg
- ||I|I|ﬂIll‘lmllllllllr////::ifiw'W ” |
\ - o \ /
q
\ {
h 1






item/image/midashi09.jpg





item/image/p079.jpg
5

-






item/image/p277.jpg





item/image/midashi08.jpg
QDI Y KZ—=IRY






item/image/midashi07.jpg





item/image/midashi06.jpg
=mpX

INSERT INTO "Eternal Innocence"





item/image/midashi05.jpg
= w3

NHRD—IR—2AKIKNG





item/image/midashi04.jpg
IRARAT+—






item/image/midashi03.jpg
23
L]

| IRD—LAKHD






item/image/midashi02.jpg





item/image/p129.jpg





item/image/midashi01.jpg
NHNY®R=2HIN—






item/image/p285.jpg
FuFRNEAES Ao
faxh

e
=
=)

2]

|
T
a
()

LioPEERME
Lo

18N —t—Win[@am
OIS K-SV Va1 9
CErRFI L~
oEHEX, Q°

ASEFCKL

FEBH TV AL AL

THEEERHENTLELR]





item/image/p243.jpg





